

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









「えっ……？　お、御お父とう様さま、今、何と……何と、仰おつしやいましたか？」

「王立学校へ進学する必要はない。そう言ったのだ──ステラよ」




　言葉を失い立ち尽つくす。この人は……何を言っているのだろう。

　私が積み上げてきた努力を、どうして後数ヶ月で入学試験となる、ここで否定するの？

　目の前で淡たん々たんと告げた父──王国四大公こう爵しやくの一人、ワルター・ハワードは、窓の外を見るばかり。こちらの表情に気付いている様子すらない。

「お前が努力してきたことは、私とて理解している。試験突とつ破ぱも問題はあるまい」

「でしたら！」

「だが──足りぬ。我わがハワード家は代々、王家より北方守護を任されてきた。当主たる公爵には『武』が求められる。すなわち極きよく致ち魔ま法ほう『氷ひ雪せつ狼ろう』と付ふ随ずいする秘伝『蒼そう拳けん』の使い手でなくてはならん」

「……分かっています」

　私の家であるハワードは、王国内に四家しかない公爵の家いえ柄がら。

　王国の東西南北に広大な領地を持ち、有事には国の矛ほことなり、また盾たてとなることを宿命づけられ、実際に魔王戦争以後の二百年間、それを成し遂とげてきた。

　各公爵は、斧おの、槍やり、剣けん、格かく闘とう、といった武技に優すぐれた才を示し、代々継けい承しようしてきた極致魔法と秘伝によって、幾いく度どとなく王国を救ってきたのだ。




『雷らい王おう虎こ』と『紫し斧ふ』

『暴ぼう風ふう竜りゆう』と『翠すい槍そう』

『火か焰えん鳥ちよう』と『紅く剣けん』

『氷ひ雪せつ狼ろう』と『蒼そう拳けん』




　その威い力りよくは他の魔法や技わざを圧し、武ぶ威いは諸外国にまで轟とどろいている。

　しかし──強く主張。

「私に、極致魔法を起動させる魔力はありません。『蒼そう拳けん』を真ま似ねることも……。ですが更さらに学び、必ずや！」

「魔力の量は生まれた段階でほぼ決まる。成長していく中で増える例もあるが……多くはない。魔法制せい御ぎよも才に左右される面が大きい。聡そう明めいなお前だ。知っていよう？」

「…………」

「ステラよ」

　御父様が向き直った。目に浮うかんでいるのは優やさしさと諦てい念ねん。

　嗚呼ああ──私は残ざん酷こくな事を告げられる。

「もう良い。良いのだ。現状、我が家に極致魔法の使い手は私のみ。一族内で資質持ちもおらん。お前は魔力が足りず、膨ぼう大だいな魔力を持つティナは……」

　ゆっくりと首を振ふられた。

　立ち竦すくむ私へ近付いて来られると、大きな手が左ひだり肩かたに。

「武門としてのハワード公爵家は私の代で終しゆう焉えんを迎むかえようとも、我が家が王国に果たさなければならぬ責務は大きい。お前には、新たな時代の公爵家を模も索さくしてほしい」

「……お考えは分かりました。ですが、それでしたら尚なお更さら！　王立学校へと進んで自らを磨みがき上げ、更に大学校で研けん鑽さんを積むのが、次期公爵としての正しい務めでは？」

「固こ執しつする必要もあるまい。王都へ行かずとも選えりすぐりの者を呼び寄せ」

「お断りしますっ！！！」

　気付いた時には怒ど鳴なってしまっていた。

　──止まらない。

「御父様の目に私が次期公爵として、頼たよりなく見えているのは仕方ありません。ですが……私は、御母様が信じてくださった自分を信じていますっ！　王立学校に受かり、次いで大学校へと進み、公爵に相応ふさわしい力量を示して御ご覧らんにいれますっ!!」

「ステラ……止やめよ。無理だ」

「……失礼します」

　冷たく返事をし、扉とびらへ向かう。

　後方より悲痛な大声。

「お前が『氷ひ雪せつ狼ろう』と『蒼そう拳けん』を使えるようになる可能性はない！　何処どこで学ぼうと同じだ！　……ティナの件もある。あの子が何と呼ばれているか、耳にしていよう？　お前が王都へ行けば……貴族達の中には高潔と言えぬ者もいるのだ。どうか言うことを」

「………………」

　私は無言で扉を閉めた。御父様が叫さけばれている……振り返りはしない。

　扉の外には廊ろう下かではなく、深い闇やみが広がっていた。

　──この決断を、御母様の形見であるリボンと愛剣、愛あい杖じようだけを持って屋や敷しきを飛び出し、王立学校を受験するのを、後こう悔かいなどしない。後悔なんかしてやらない。私は正しい。

『そうやって、すぐに強がる』

　闇の奥から声がした。

　現れたのは、髪かみが短く背も低い幼い『私』……？

　あれ？　私は王立学校に受かったのよね？　入学当時は決して優ゆう秀しゆうではなかったけれど、努力に努力を重ねて、生徒会長にもなれて。

　頭が混乱する。時系列がはっきりしない。そうか……これは、これは、夢だ。

　くすくす、笑いながら『私』が問いかけてくる。

『ねぇ？　本当に？　本当に後悔してないの？』

　──本当だ。

『噓うそ』

　──噓じゃないっ！

『噓。私は噓をついている』

　──噓なんか、ついていない。

『王立学校に入ってカレンと知り合い、才能に嫉しつ妬とし、絶望したのは誰だれ？』

　──嫉妬も絶望も、していないっ！

　あの子は凄すごいけど、私だって追いつけるよう努力をしてきたっ!!

『でも、絶対に追いつけない、と思ってる。思い続けてる。挑いどむのを諦あきらめてる。カレンにはどうせ勝てない、って。才能が違ちがうんだって。しょうがないんだって』

　そ、それは……心が大きく揺ゆらぐ。私が努力をしたのは本当だ。

　けれどカレンは、才能に満みち溢あふれている親友は、誰よりも努力をしていた。……私以上に。

『ほら、やっぱり。だから──御姉様は私にあっさりと抜ぬかされちゃったんですよ』

　姿が変わり、かつて全く魔法が使えなかった妹に。

　一歩、二歩と後ずさる。『ティナ』が、一歩、二歩と進んでくる。

『ねぇ？　どんなお気持ちですか??　『ハワードの忌いみ子』と呼ばれ、何の魔法も使えなかった妹に突とつ然ぜん追い抜かれたのは。御姉様は安心なさってたんですものね。私が魔法を使えない以上、公爵を継つぐのは自分だって』

　──違うっ！　違うっ!!　違うっ！！！

　ティナはこんなこと言わないっ！　私は妹が魔法を使えるようになって、喜んで

『同時に、激しく妬ねたんだ』

　…………。

　両手で顔を覆おおいへたり込んでしまう。私は妬み呪のろったのだ。

　カレンだけでなく、あの場──ジェラルド王子と対たい峙じした人達全員を。




　私が切きっ掛かけさえ摑つかめていない『氷ひ雪せつ狼ろう』を軽々と使いこなしたティナ。

　圧あつ倒とう的な静せい謐ひつ性せいで魔法を制御し、次々と王子の取り巻きを倒たおしたエリー。

　剣技だけでなく、リンスターの象しよう徴ちよう『火か焰えん鳥ちよう』をも習得していたリィネ。




　そして……憧あこがれ続けてきた『剣けん姫き』リディヤ・リンスター様と、アレン様。

　御二方が成し遂げられてきた数々の偉い業ぎようは誇こ張ちよう。そう……思っていた。

　けれど真実だった。過小もいいところ。お伽とぎ話ばなしかのよう。

　将来、私がハワード公爵家を継いだ際、リンスター公爵家にはリディヤ様がいる。大貴族と平民、という階級の問題さえ解決すれば、アレン様も。

　御二方は王家が秘ひしている魔法──御母様が昔、教えてくれた大魔法『光こう盾じゆん』らしきものすら打ち破った。極致魔法も使えない私なんか相手にもならない。

　……どうしてなの？　どうして、私じゃなかったの？

　あの方に、アレン様に会ったのが、ティナではなく

『先生に出会ったのは御姉様じゃありません。私です。自じ業ごう自じ得とくですよ。だって──屋敷を飛び出したのも、カレンに追いつこうとしなかったのも、ティナ達と一いつ緒しよに戦わなかったのも、その後、誰かに助けを乞こわないのも』

　妹の姿が変わり幼い『私』へ感じるのは怒いかり。

　両手を強く握にぎられ無む理り矢や理り、視線を合わせられる。




『全部全部、私が決めたこと。私は逃にげた。逃げてしまった。王都に出てくる時は、あんなに強く強く決意をしていたのに。今の私に期待する人なんて、世界の何処にもいない。可か哀わい想そうな私。でも仕方ない。それがステラ・ハワード。弱くて、卑ひ怯きようで、自分じゃ何一つとして決めることも出来ない私なんだから』




　　　　＊




「違うっ」

　否定し、身体を跳はね起こす。

　はっ、として口を押さえ、周囲を見る。カーテン越ごしにぼんやりと月明かり。

[image: ]

　部屋の中には自分の物も含ふくめ、ベッドが三つ。窓側のは空いている。

　ここは──……王立学校の学生寮りよう。

　隣となりで寝ねているカレンは起こさずに済んだようだ。

　強い罪悪感が襲おそってくる。ティナはあんな子じゃないのに、私……。

　自分自身へ言い聞かせる。

「……大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫よ、ステラ。私は私なりに進んで行けばいい。そうやって、ずっとやってきたでしょ？　……大丈夫。もっと、もっと、頑がん張ばればいいのよ」

　目を瞑つぶり、気が落ち着くのを待つ。

　明日も学校だし、早く寝ないと。前期試験の足音も聞こえ始めている。

　……だけど、眠ねむれそうにない。

　ここ最近、似たような悪夢を見ては、夜中に飛び起きることがある。

　あんな風にカレンやティナ達、リディヤ様とアレン様へ、歪ゆがんだ想おもいを自分が抱いだいているとは思わない。夢は所しよ詮せん、夢だ。

　生徒会の業務が重なっていたし、思った以上に心も体も疲つかれているのだろう。

　病気療りよう養ようで一時的に休学していたルームメイトも再来週には帰ってくる。私がしっかりしていないと不安がってしまう。頑張らないと。慎しん重ちようにベッドから下り、入り口へ。

　どうせ眠れないのなら、外で月と星を眺ながめていよう。

　昔、亡なき母が幼い私の頭を撫なでながら話してくれた。

『眠れない夜は、お月様とお星様を眺めて静かにしていなさい。ステラなら』

　──後は思い出せない。

　覚えているのは、とても優しい声だったこと。以来、これは私の秘ひそかな習慣になった。

「……ほんと、成長してないな……」

　自じ嘲ちようが零こぼれ落ちる。

　私は扉を開け──深い静せい寂じやくが満ちている廊下へと出て行った。




　　　　＊




　ステラが部屋の扉を静かに閉めた。目を開ける。

　ジェラルド王子の件以来、何度目だろう。

「……どうしたものでしょうか」

　ステラはとても真ま面じ目めで強い子だ。だからこそ、公こう爵しやく家け、妹さん、自分、そして……私や兄さん達のことで悩なやんでいる。

「無理矢理にでも話を……いえ、あの子が帰ってきたら……いっそ兄さんに……」

　考えは袋ふくろ小路こうじにはまり、今こ宵よいも答えは出ない。

　──やがて、私の意識は再び落ちていった。








第１章









「思ったんすけど、アレン先せん輩ぱいって、あれなんすか？　苦労を自分でわざわざ買ってるんすか？　一山幾いくらっ！　って感じで」

「…………あのね」




　書類を捲めくる手を止め、大学校の後輩を机越しに睨にらみつける。

　来客用ソファへ腰こしかける姿は様になっているのに、先輩をからかう表情で全部ぶち壊こわし。

　半年ぶりなのに、こいつは。

「僕がそんな人間に見えるかい？」

「見えるっす！　じゃなかったらハワード、リンスター家の公女殿でん下かと、北方の重じゆう鎮ちん、ウォーカー家の孫まご娘むすめの家庭教師をしつつ、両公爵家が試験的に王都へ流す、農作物やらワイン、その他諸もろ々もろの新商品の取引先選定とかやんないっすよ、期間限定でも。リディヤの姐あね御ごの世話もあんのに。つーか、家庭教師はともかく、選定役は何で先輩が??　……はっ！　いよいよ偉えらくなる気になったすかっ!?」

　長身の後輩の目がキラキラしている。苦く笑しようしつつ否定。

「違うよ。両公爵家は、前々から王都に合同の商品取引窓口を、と考えられていたけど、ハワード家側の物量不足で話は流れていたんだってさ。そしたら最近、ハワード家が新作物の増産に成功した。すぐさま、試験的設置で話はまとまったものの、今度は両公爵家内に王都へ回せる適当な人がいない。公爵領は広大で、常に人材不足に喘あえいでるのは、君の実家も同じだろ？　結果、僕へ回ってきただけだよ。ただ、ね……教授と王立学校長は事前に知っていた。教授とワルター・ハワード公爵殿下、リアム・リンスター公爵殿下は盟友同士。公爵夫人のリサ・リンスター様も元教え子。……いや、僕の考え過ぎ」

「なーんだ。はめられただけっすか」

　言葉にしないようにしてたのにっ。眉み間けんを押し、皮肉る。

「いい度胸だ。暇ひましてるなら確かく認にん作業を手伝って──敬語の方がよろしいですね、ギル・オルグレン公子殿下。非才な僕をお助けくださいませんか？　それとも、次期オルグレン公爵筆頭候補とお呼びしましょうか？」

　視線の先にいる、薄うすい金色の髪かみをやや長めに伸のばし前髪の一部が薄うす紫むらさきで無む駄だに整った、魔ま法ほう士し姿の長身男子──ギル・オルグレンは『公子殿下』の尊そん称しようを持つ。

　僕の祖国である王国には、東西南北それぞれに広大な領地を有する公爵家が存在している。で、建国時の功績や、王家の血が入ったという歴史的経けい緯いもあって各公爵には『殿下』がつき、息子、娘むすめは『公子殿下』『公女殿下』と呼ばれているのだ。

　オルグレン公爵家は僕の実家がある東都を含む、王国東部の大貴族。

　ギルはそこの末子で四男坊ぼう。年ねん齢れいは僕やリディヤの一つ下。軽そうに見えるものの、王国屈くつ指しの名門、王立大学校内でも名が知れた存在だ。

　王立学校卒じゃないものの、東都の学校では『初代オルグレン公爵の再来』と謳うたわれ、飛び級を繰くり返し十四歳で王立大学校へ。以来、僕や腐くされ縁えんと近しい。

　歳としの離はなれた公爵にも可愛かわいがられていて、一部では次期公爵なんて声もある。

　後輩が身体全体を使って、全力否定。

「か、勘かん弁べんしてくださいよっ。俺は庶しよ子しっすよ!?　王立学校卒でもねーですしっ！　……アレン先輩にそういう喋しやべり方されると」

「されると？」

「死んだ方がマシな目に遭あう未来しか……後輩が可愛くないんすかっ!?」

「可愛くないね。僕をからかってくるのに、リディヤはからかわない後輩なんて。教授と同じ扱あつかいで十分だ」

「そこは教授より上に！　姐御を弄いじったら命の危機じゃないっすか。アレン先輩じゃなし。命知らずを超ちよう越えつする命知らずを要求しないでください！　常識がないっすねぇ」

　椅い子すに体重を預け、天を仰あおぐ。

　嗚呼ああ……ついにあいつのせいで、僕も常識がない人扱い認定。凹へこむ。

　早く仕事を終えて可愛い教え子達に癒いやしてもらおう。そうしよう。

『先生、お会いした時からずっとですよ？　先生は凄すごいんですっ！』

『あのあの……えっと、ア、アレン先生は、気にされなくても……』

『兄様に、そんなお言葉は似合いません！　元々、規格外ですし？』

　……おかしい。擁よう護ごしてくれそうにない。

　王立学校へ入学して約三ヶ月。どんどん遠えん慮りよがなくなってるような。ティナへ『我が慢まんと遠慮はしなくていい』と言ったのは僕だけどさ。

　横の机で山のような書類を処理している、栗くり色いろ髪がみで細身なメイドさん──リンスター家メイド長のアンナさんが口を挟はさんできた。

「ギルお坊ぼつちゃま、間ま違ちがっておられます！　御お二人にとってあれは、謂いわば逢あい引びき！　見ている側も熟練度を上げますと、内容を読み取れるようになるので間違いございません！　ただし、当家メイド隊の熟達者が不退転の決意で解読しましたところ……砂糖やら蜂はち蜜みつやらを吐はき出さずにはいられず、中毒者が多数発生。独り身の者の多くは地面を叩たたき、夜な夜な枕まくらを濡ぬらす毎日。習得には強い覚かく悟ごが必要かと！」

「！　研究室の女子連中も同じ内容を発表してたっす！　勉強になるっすっ」

「いえいえ♪」

「……アンナさん、終わった分です。面談候補はフォス商会で最後ですね。気になる点もありますので検討願います」

　既き決けつ箱に入っていた書類の束を、浮ふ遊ゆう魔法で送る。

　後輩から視線。何だよ。受け取ったメイド長からも視線。何ですか？

「……見たっすか？」

「ええ、見ましたとも」

「「普ふ通つうの魔法士は浮遊魔法をこういう風に使わないっ！」」

「アンナさんは出来ますよね？　ギルは練習しないだけ」

「「え～無理ですぅ～」」

　接点はないだろうに息があっている。厄やつ介かいな。

　渡わたした書類をアンナさんが人間業わざじゃない速度で確認していく。

「ふむむ」

「両公爵家が取引をしても、問題ない相手を選んだつもりです。各取引相手資料には、僕個人の見解もつけておきました」

「……アレン様……」

「はい」

　駄だ目めだったかな。経験と資料で判断したんだけど。

　アンナさんが引き出しから封ふう筒とうを取り出し書類を入れ、封じた。

「完かん璧ぺきっ、でございます！　旦だん那な様とハワード公爵殿下へ御ご報告させていただきます。流さす石がは学生時代、リディヤ御お嬢じよう様さまのお財さい布ふ管理と雑務を完璧より完璧にこなした御方！」

「……基準は二つです。誠実で、長く付き合えるか」

「道理でございます♪　早さつ速そく、私は奥様へお届けをば！　お休みのところ、誠まことにありがとうございました。」

「午前中は空いてましたから。リサ・リンスター様に」

「おやぁ？　アレン様ぁ？　私、突とつ然ぜん耳が遠くなったようでございますぅ♪」

「……リサ──さんによろしくお伝えください」

「うふふ♪　お任せを！　本日は氷曜日。午後より、当家御お屋や敷しきにて授業と聞いております。私も明日以降は御世話をさせていただく所存。先週、リディヤ御嬢様、リィネ御嬢様が御お戻もどりになられた際、大層ハワード家の対応を褒ほめておいでで……私共は負けませぬっ！　ええ、負けませぬともっ!!　相手が名高き伝説のメイド、シェリー・ウォーカー様といえど、リンスター家メイド隊の辞書に敗北の文字はありませぬっ！　私共の誇ほこりに懸かけて、御満足いただけるよう努める所存っ！！！」

「あ、あはは……」

「ではっ！」

　見事な敬礼。姿が搔かき消えた。相変わらず謎なぞな人だ。

　懐かい中ちゆう時計を確認。いけない、待ち合わせの時間に遅おくれる。机の上を整せい頓とんし、立ち上がる。

「ギル、僕は出るよ。君も午後は講義だろ？」

「うっす」

　後輩は僕の後をついて来た。大学校時代を思い出す。途と中ちゆう、リディヤや後輩達が割り込んできて、追いかけまわされたっけ。

　廊ろう下かへ出て、建物の出口へ向かいつつ近きん況きようを聞く。

「大学校はどうだい？」

「つまんねーっす。アレン先輩と姐御の卒業以降、静かなもんすよ」

「……僕等だけが騒そう動どうの中心にいた、みたいに聞こえる。止やめよう。ハワード家のメイドさんもいるんだ。あいつの件全てに僕も関かん与よしてた、と思われるだろ？」

「え？　事実じゃないっすか??」

　きょとん、とし、ギルは首を捻ひねっている。

　疑問を持ってない!?　……この四年間に関してはそうだけどさ。

「来て良かったっすよ。長年の疑問が一つ氷解したっす」

「長年の疑問？」

「王国の誇る『剣けん姫き』が積み上げてきた武ぶ勲くん、功績は数知れず。名めい誉よ以外にも膨ぼう大だいな実入りがあった筈はずっすけど、実際の姐御はあんな感じで、どうやって管理してたのかと。散財した方に賭かけて……アレン先輩」

「ん？　続けて、続けて」

「い、嫌いやっすっ！　何で映像宝ほう珠じゆを持ってるんすかっ!?　どうするつもりなんすかっ！」

「リディヤへ見せる。あいつが研究室に顔を出す時は──……生きるんだ、ギル」

「あ、あんまりっすっ!!　姐御を侮ぶ蔑べつしたジェラルド王子をぶっ飛ばして、目標にしてた王宮魔法士をあっさり蹴けるくらい、大事に想おもってるからって、後輩を売る、むぐっ」

「……ギル・オルグレン公子殿下、黙だまりましょう。ね？」

　お喋りな後輩の口を押さえつける。あと、あいつだけが理由じゃないって。

　丁度、蒼あおい線が特とく徴ちよう的なメイド服を着ているハワード家メイドさんと、紅あかい線が入ったメイド服のリンスター家メイドさんが通りかかったので、会え釈しやく。

　聞こえていたのか、上品に笑われた。うぅ……手を叩いてきたので外す。

「ぷはっ。いいじゃないっすか。知らない方が少数派っすよ。王立学校の騒さわぎも同じっす。白昼、あれだけの人数が見てたら幾いくら王家が関わってても、噂うわさが出回るのは防げねーっす」

「あーあー僕は何もしてない。あれは成り行きっ！　王立学校の一件も知らない！」

「アレン先せん輩ぱいの窮きゆう地ちを姐あね御ごが颯さつ爽そうと救ったそうっすね？　女子共が騒いでたっす！」

「っぐ……」

　ここぞ、とばかりに傷を抉えぐってくる。教授の教え子は質たちが悪いっ！

　二人して黙り込む。ポツリ、とギルが不満を零こぼした。

「……つまんねーのは本当っす。アレン先輩も顔出してくれねーし」

「？　僕は出してるよ？　週の内、二、三日」

「はぁぁぁ!?　だ、だって、会ってねぇですよ！」

「教授が、空いてる時間に研究室を使えって、言ってるせいじゃないかな？」

「……早さつ急きゆうに教え子裁判を開かい廷ていするっす」

　いい顔だ。応おう援えんは幾らでもしよう。僕も含ふくむところがある。

　くっくっくっ……そろそろ、身を固めてもらいましょうかねぇ、教授ぅ？

「う、うわぁ……アレン先輩が黒いっす。にしても」

「うん？」

「先輩も大変っすねぇ……過労で死ぬっすよ？　姐御の休きゆう暇か拉ら致ち待ったなしっす！」

「裏はどうあれ……両公こう爵しやくとリサ様に直接依い頼らいされた形なんだ。君、断れるかい？」

「無理っす」

「だろ？　選定役は精々一ヶ月半。再来週の面談で終わりだよ。来春以降、本格的に動きだしたら、偉えらい人が仕切る」

「……だといいっすけどねぇ」

「僕は家庭教師でいっぱいいっぱいだよ」

　王国の一週間は大陸統一暦れきに合わせ八日制で、炎ほのお・水・土・風・雷かみなり・氷・光・闇やみ、の旧八属性に曜日が割わり振ふられている。

　一いつ般ぱん慣習としては光曜日が礼拝の日で、闇曜日は完全休息日。この二日間が休日だ。

　ティナ達は平日、炎～氷曜日のお昼まで王立学校。

　その為ため、家庭教師は氷曜日の午後開始して闇曜日の夜終しゆう了りよう。場所は、ハワード、リンスター家で週毎ごとに持ち回り。アンナさんが意気込んでいたように、今週はリンスター家だ。

　週が始まり炎～風曜日が臨時の選定役。

　雷曜日と氷曜日午前中はお休みだけど、授業の準備があるし、リディヤもやってきたり、大だい魔ま法ほうや日記帳の件で学校長を訪ねたりもする。

　平日夜はティナ達のノート作りと、文ぶん献けん調査。最近は、主に百年前──大魔法『光こう盾じゆん』の暴走を記した物を探している。当たりは引いていない。

　記述すらないし、組織的な情報隠いん蔽ぺいの気配がする。最悪、王宮書庫にしかない可能性も。頭が痛い。

　これが、ここ一ヶ月半の僕の一週間。




　……うん、かなり働いてる、と思う。




　どうして、こんなことになっているのやら。

　自分が置かれている立場に疑問を感じていると、ギルが質問してきた。

「噂は聞いてるっすけど、教え子さん達は半はん端ぱないんすか？」

「凄い成長速度だよ。楽しみでしょうがない」

「嬉うれしそうっすねぇ」

「嬉しいさ。僕なんかすぐ追い抜ぬかれそうだ」

「アレン先輩を追い抜くって……なんなんすか、その無理を通り越こした無理。つーか、教え子さん達の目的って先輩を追い抜くっていうより──いやいいんすけどね。天下無む双そうの『剣姫』に挑いどむ気き概がいがあるだけですげーっす。ただ」

　出口が見えてくる。

　ギルは立ち止まり姿勢を伸のばし僕を見た。口調がガラリと変化。

「アレン先輩の名、先の一件で国の内外に聞こえてます。馬ば鹿か王子──ジェラルドがうち預りになり、無期限謹きん慎しん処分。関わっていた貴族達も重く処しよ罰ばつ。半面、先輩と教え子さんには御お咎とがめなし。姐御は王女付きへ異例の栄転。実力主義に異議を叫さけんできた守旧派は先輩を『災さい厄やくをもたらす男』と呼んで歯は軋ぎしりを。王宮魔法士筆頭ゲルハルト・ガードナーは沈ちん黙もくしてますが……謹慎中のジェラルドに接近しようとする輩やからもいて、実家の諜ちよう報ほう部ぶと近衛このえも内ない偵ていに動いているようです。くれぐれもお気をつけて」

　普ふ段だんもこうでいいのに。大学校で出来ない訳が、今いま更さら恥はずかしい、っていうのは。

　わざわざ伝えに来てくれたのだろう。僕の後輩はいい奴やつなのだ。

「ありがとう。気を付けるよ。またゆっくり話そう」

「──うっす」




　　　　＊




　王都の西大通りにはカフェが多い。それぞれ屋根の色が違ちがっていて、僕等の行きつけは空色屋根だ。

　近きん隣りんに王立学校をはじめとして多くの学校施し設せつがあり、需じゆ要ようを当て込んで増えていった、と何かの本で読んだ。お昼時ともなれば多くの学生達が抜け出してきて、ランチを楽しんでいる姿をよく見かけるし、当たっているのかも？

　季節は初夏の気配。とても清すが々すがしい。外の席にして正解。

　珈琲コーヒーカップを片手に午後の授業内容を確かく認にんしていると、元気よく駆かけてくる複数の音。

「アレン先生！」「兄様！」

　僕を見つけた途と端たん、制せい帽ぼうを被かぶり、半はん袖そでブレザー姿の少女達が歓かん声せいをあげた。

　ブロンド髪がみの少女は、北方ハワード公爵家を支えるウォーカー家の跡あと取とり娘むすめであるエリー・ウォーカー。ティナ・ハワード公女殿でん下かの専属メイドでもある。

　赤髪の少女は、南方を治めるリンスター公爵家次女のリィネ・リンスター公女殿下。僕の腐くされ縁えんである『剣けん姫き』リディヤ・リンスターの妹さんだ。

　何十回も見ているけど、似合っている。王立学校の制服は夏服も御お洒落しやれだ。

　二人は速度を落とさず近付いてきて、僕の両りよう隣どなりに着席。

「えへへ♪　さ、三連勝です」「やりました。今週は勝ちました」

「二人共、転んだりしたら大変です。ゆっくり来てください」

「「は～い」」

　注意をすると、仲良く返事。よろしい。

　顔かお馴な染じみの女性店員さんへ冷たい果実水を三つ頼たのみ、尋たずねる。

「ティナはどうしたんですか？」

「「…………」」

　二人が顔を背そむけた。リィネはともかくエリーまでなんて。

　遅れて地面を踏ふみしめる音。巨きよ大だいな魔力の波動と冷気。

　そこにいたのは、薄うすく蒼みがかった白はつ金きん髪ぱつに純白のリボンを着けている、制服姿の小こ柄がらな少女。

「………………」

　微び笑しようを浮うかべ無言のまま杖つえを構えている。周囲には数えきれない雪せつ華か。既すでに氷属性初級魔法が展開済みで、即そく時じ発動可能。照準はエリーとリィネ。

　この子はティナ・ハワード公女殿下。つい半年前まで膨大な魔力を持っているのに魔法が一いつ切さい使えなかった子で、僕が家庭教師をする切きっ掛かけと、続ける理由になった公こう爵しやく令れい嬢じようだ。

　何時いつもは遊び半分なんだけど……

　見ると制帽と制服の所々に葉っぱがくっついていて、髪の毛も乱れている。

　エリーとリィネは椅い子すを動かし僕の後ろへ。ふむ。

「ティナ、杖を下ろしましょう」

「……先生、どいてくださいっ。二人にも、私と同じ思いをしてもらいますっ！」

　前髪がピン、と立っている。後ろへ目配せ。何をしたんだい？

　エリーとリィネは僕の背中から顔を出し、反論。

「テ、ティナ御嬢様が、抜ぬけ駆がけしようとなさったのが、い、いけないと、思います」

「そうです。兄様、首席様は隣に座りたい、と私達に黙って先へ行こうとしたんです」

「う……だからって、二人して、風魔法の罠わなを張らなくてもいいじゃないですかっ！」

　杖をぶんぶん動かし、公女殿下が抗こう議ぎ。

　少し力が入ってしまったようだ。友達になったんだなぁ。思わず笑ってしまう。

「……先生ぃ」

　ティナは頰ほおを膨ふくらましている。拗すねさすのは本意じゃない。

　鞄かばんから腐れ縁に持たされている櫛くしを取り出し、優やさしく名前を呼ぶ。

「ティナ」

「な、何ですか。い、幾ら先生に言われたって、私の怒いかりは収まりませんっ」

「髪を直してあげます。こっちへ来てください」

「っ！　……先生がどうしても、と仰おつしやるなら」

「どうしても、です。お願いします」

「…………」

　ティナは杖を下ろし、魔法を解除。

　ささっと、近寄ってきて椅子を確保し移動。背を向け座る。

　あくまで、私は怒おこってるんですっ！　を貫つらぬくつもりなのか腕うで組ぐみをし、頰は膨らませたまま。前髪は機き嫌げんよさそうに揺ゆれている。

「勘かん違ちがいしないでくださいね？　私は二人を許した訳、ふわぁぁぁ」

　制帽を外し、魔法で暖かい風を送りつつ葉っぱを飛ばす。ほんの少しだけ水を発生させ、跳はねている髪を丁てい寧ねいに直していく。

　ティナが沈黙したところで、覗のぞき込んでいる二人を呼ぶ。
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「エリー、リィネ」

「は、はひっ」「はい」

「無茶をしないように」

「あぅあぅ……」「あ、兄様ぁ」

「むふふ♪　そうです。私は被ひ害がい者しや。当然の権利ですっ」

「ティナも、街中で魔法を展開しながら駆けまわるなんて。いけない子です」

「！　せ、先生ぃ」

「三人共、いけないことや、やり過ぎてしまったら」

「「「……ごめんなさい……」」」

　僕の教え子達は素す直なおでいい子達だ。

　時折、やり過ぎちゃうのは、今後の課題にしておこう。

「よく言えました。さ、飲んだら、リンスター家の御お屋や敷しきへ行きますよ。お昼が食べられなくなると、アンナさんに怒られてしまうので、ケーキはなしです」




　　　　＊




　家庭教師の授業は天気が良ければ、両公爵家の内庭でしている。過ごしやすい季節だし、知識は雨風さえ凌しのげれば外で教えられるし。

　問題は実技。室内だと、二人の公女殿下の魔法威い力りよくがあり過ぎて……大変なのだ。毎回、高価な家具や調度品が壊こわれるのは胃にくる。

　なら、外でやらせた方がいい。王都にある両家の御屋敷の庭が広くて助かった。

　王立学校の実習場は学校長が嫌いやがって貸してくれないんだよなぁ。入学試験の悪夢を思い出してしまう、って言われても……確かに二人なら吹ふき飛ばすかもしれないけど。

　僕の前で一いつ生しよう懸けん命めい、魔法を操あやつっている私服姿の少女達。

　ティナは軍用対氷結界内に吹雪ふぶきを、リィネは自力で張った結界内で火か焰えんを制せい御ぎよしている。

　魔法式自体は中級魔法。威力は上級魔法規模。末すえ恐おそろしい。

「ティナ、魔力が無む駄だになっていますよ。威力を意識しましょう」

「は、はいっ！」

「リィネ、結界が所々綻ほころんでいるよ。細部にも目を。前より、随ずい分ぶんと上手うまくなったね」

「はい！　……ふっ」

「っ！　リィネェェ」

　赤髪少女が隣の薄うす蒼あお髪がみ少女を挑ちよう発はつし、釣つられて余よ所そ見み。

　吹雪が勢いを増し、軍用対氷結界に亀き裂れつが走る。

　もう少しさせたいんだけど……魔ま法ほうへ介かい入にゆう、消失させる。

「「！」」

「二人共、魔法を扱あつかっている時はじゃれ合い禁止と、何度言えば分かってくれるんですか？　仲良しなのはいいですが、時と場合をですね」

「「じゃれ合ってませんし、仲良しじゃありませんっ！」」

「……休きゆう憩けいにしましょう。お昼を食べ終えてずっと練習してますし」

　まったく。初めて出来た同年代の友人同士で、気になってしょうがないにしたって、加減を覚えてほしい。

　ほら、前髪で喧けん嘩かは──左ひだり袖そでを引かれた。二人と違い制服姿のエリーだ。

「ア、アレン先生。わ、私も、見てくだしゃい……あぅ」

「そうですね。すいません、どなたかいらっしゃいますか？」

「ここに」

　凜りんとした黒茶髪のメイドさんが音もなく現れた。

　名前はエマさん。母方に南方系の血が入っていると以前教えてもらった。後ろには台車を押しているメイドさん達。準備万ばん端たんのようだ。

「ティナとリィネにお茶をお願いします」

「先生！」「兄様！」

「かしこまりました。本日は気持ちを落ち着かせるハーブティにしております」

「ありがとうございます。エリー」

「は、はひっ」

「二人は、僕の言うことを聞いてくれない悪い子になってしまいました」

「わ、私は、いい子です」

「良かった。では、一いつ緒しよに練習しましょうか」

「は、はひっ！　……えへへ」

　天使がはにかむ。癒いやされるなぁ。

　悪い子達はぶつくさ、文句。

「むー。そうやって、先生は」「兄様。リィネは反省しました。そちらに」

「御二人共、お座りください。……先々週のお泊とまり映像を、アレン様へ」

「「！」」

　慌あわてた様子で二人は離はなれた椅子に行ぎよう儀ぎよく着席した。

　アンナさんが推すい薦せんしただけのことはある。見事なお手並み。

　御ご本人曰いわく『リディヤ御お嬢じよう様さま、リィネ御嬢様を陰かげ日向ひなたからお見守りする会』第四席らしい。

　……まだ見ぬ二人に会いたいような、会いたくないような。

　目礼すると、手早く準備をし終えた後、微笑ほほえんで下がられていく。自分がいると話せない内容もある、というのを察してくれているのだ。エリーを促うながす。

「では、見てみましょうか。魔法の威力制せい御ぎよと結界内発動を」

「は、はい」

　緊きん張ちようした面おも持もちで、制服姿のメイドさんが手をかざす。

　すると──

「ど、どうでしょうか？」

「御見事です」

「「…………」」

　ワインを保存する木箱程ほどの結界内で、風の中級魔法が発動していた。

　細かい制御はティナ達よりも数段上だな。

「ア、アレン先生。な、撫なでてほしい、です」

　エリーが制せい帽ぼうを外し、半歩、距きよ離りを詰つめて来た。

　癖くせ、是ぜ正せいしようとしているんだけど──不ふ可か抗こう力りよく。優やさしく撫でる。

「エリーは凄すごいですね」

「♪」

　ガタ、という音と共に、ティナとリィネがテーブルに両手を突き、立ち上がった。

「先生っ！」「兄様っ！」

「御嬢様方、冷めてしまいますよ？　お座りください」

「う～！　先生の意地悪」「……兄様は意地悪です」

　椅子に再着席し、エマさんが淹いれてくれたハーブティを飲み、ジャムがついた焼き菓が子しを食べている。僕等の分、残るかな？

　威力制御と結界内発動はほぼ良し。となる、と。

「エリー、次は何を覚えたいですか？」

「えっと、えっと、じ、上級魔法が、いい、です」

「上級魔法ですか」

　エリーは旧八属性の内、炎ほのお・水・土・風・氷・闇やみを使える。雷かみなりと光は苦手にしているけど、大半の魔法士が一属性しか使えないことを考えれば特筆に値あたいする。

　ただ、中級魔法までの取得を優先したので、上級魔法は習得していない。

　膝ひざを曲げて、視線を合わせ謝る。

「魔法式は教えてあげられるんですが、僕の魔力だとお手本をお見せ出来ないんです。ティナかエリーに」

「ア、アレン先生」

　メイドさんが、頰ほおを紅潮させ両手を胸むな元もとで組み、見つめてきた。

「わ、私と、魔力を繫つなげば、で、出来ると思う、んです！」

　……そうきたか。

　魔力を繫ぐ、というのは、字義通り他者と僕の魔力を繫ぐ能力。

　それにより、僕は相手の魔力を使えるようになる。深く繫ぎ過ぎると、お互たがいの感情が駄だ々だ洩もれという弊へい害がいもあるけど。

　今までに繫いだのは、腐くされ縁えんのリディヤと妹のカレン、そしてティナ。

　三人共、代だい替たいが利きかない緊きん急きゆう事態だった。今は、丁てい重ちように断る。

「……御気持ちはとても嬉うれしいんですが、簡単にしてはいけないものです。僕が見本を見せなくても、必ず使えるようになります」

「こ、この前みたいな時……ア、アレン先生の、わ、私、御力になりたいんです！」




　──二ヶ月前、僕は因いん縁ねんのある王国第二王子ジェラルドと、再び戦った。




　殆ほとんどはリディヤ一人が片付けてくれたものの、エリーとリィネは落ち着きを取り戻もどした後、僕達へ矢や継つぎ早ばやに質問を投げかけたのだ。

『テ、ティナ御嬢様の魔法、凄くなりました！　ハワードの御屋敷の時と一緒ですっ！』

『姉様の魔法もです。白い『火か焰えん鳥ちよう』──初めて見ました』

『『どういうことですか??』』

　誤ご魔ま化かそうとする僕へ、腐れ縁が一言。

『この際よ。話しときなさい』

　結果、僕の能力や、ティナの身に宿っている大魔法『氷ひよう鶴かく』、学校長に解読を依い頼らいしている謎なぞの女魔法士が遺のこした日記帳、ジェラルドが使用した大魔法『光こう盾じゆん』の残ざん滓しの話を伝えた。

　二人は驚おどろきつつも、納なつ得とくしたようだった。『紅く剣けん』は凄すさまじかったしね。

　リディヤにだけ話したのは、ティナのお母様、ローザ・ハワード公こう爵しやく夫人に暗殺の可能性がある、という不確定情報と、エリーの御両親が亡なくなった真相。『氷ひよう鶴かく』が戦せん闘とう中に告げてきた『鍵かぎ』『マガイモノ』という言葉。

　エリーの御両親の話は、何いずれグラハムさんとシェリーさんが告げる日もくるだろう。ローザ様の件は謎が深過ぎる。

　何しろ──二大公爵家が探さぐって未いまだ一いつ切さい不明なのだ。

　いじらしいメイドさんに微笑みかける。

「ありがとうございます。他者に自分の魔力を委ねるのは、想像以上に危険なんです。どうか自分自身を大切にしてください」

「…………ティナ御嬢様は、私やリィネ御嬢様に、とっっても自じ慢まんされます」

「……ティナ？」

　焼き菓子を食べている公女殿でん下かを見ると、鳴らない口笛を吹く真ま似ね。確信犯だな。

　リィネが挙手。

「兄様、首席様だけとされるのは不公平だと思います。私とも」

「駄だ目めです」

「……兄様なんて、しりませんっ」

　赤髪少女も焼き菓子を手にそっぽ。勝ち誇ほこる薄蒼髪少女。

「ふっふーん。二人共、先生が駄目だ、と言ってるんですよ？　いさぎよく諦あきらめてくださいっ。先生、上級魔法を使われたいんですよね。とぅ！」

　ティナは跳とび上がり、着地。こーら、はしたないよ。ハンカチを取り出す。

「さ、先生、私と魔力を──」

「動かないでください。はい、取れました。ジャムがついてましたよ？」

「あ、ありがとうございます」

　リィネもこちらにやってきた。前まえ髪がみは不満表明。

「兄様、甘やかしは良くないと思います。そうですよね、エリー？」

「は、はひっ！　テ、ティナ御嬢様は、ズ、ズルいと思いますっ！」

「ズ、ズルくないもんっ！」

　じゃれ合い始める。今日も平和だ。

　上級魔法の実演は、落ち着いたら、後でティナかリィネに任せよう。

　入れ替かわりで椅い子すに座りハーブティを飲もうとし──肩かたを叩たたかれた。

　振ふり向くと、頰に人差し指の感かん触しよく。

「引っかかったわね。ふふ、た～んじゅん♪」

「……リディヤ、何で？　魔力まで消して」

　立っていたのは長く美しい紅あか髪がみの美少女。僕の腐れ縁にして『剣けん姫き』の異名を持つ。リディヤ・リンスター公女殿下だった。

　普ふ段だん通りの剣士風。先日の件の後、王女殿下付きへ栄転したのに服装は替かえず。怒おこられないのかな……じろり、と睨にらまれる。

「ここはリンスター家よ。私がいて問題が？」

「そうじゃなくて、王宮は？　王女殿下の護衛なんだし、勝手に出てきちゃ」

「腹黒お姫ひめ様さまは帝てい国こく大使と会談中。護衛には近衛このえ騎き士し団だん団長が出で張ばってるわ」

「……そっか」

「何よ？　文句があるわけ？」

「ないって。王女殿下は元気？　陛下には一度、機会云うん々ぬんって言われて」

「…………わざわざ、話す必要が、ある？」

　怖こわっ！　同級生の近きん況きようを聞くのがそんなにいけないのっ!?　腐れ縁が見つめてくる。

「どうかした??」

「……上級魔法の実演、するんでしょ？」

「聞いてたのか。お願い出来るかな」

「分かった。ん」

「？　リディヤ、その手は？」

「ん！」

「いや、そうじゃなくて、君に実演を」

「んー！」

　両手を伸のばし頑かたくなな要求。目には甘え。嫌いやなことがあったらしい。

　……教え子三人もいて、メイドさん達も潜ひそんでるだろうし、抱だきしめはせず手を優しく握にぎり、感情の傾けい向こうくらいで済む程度に、極ごく々ごく浅く魔力を繫ぐ。

　ずばり、今のリディヤは不ふ機き嫌げんです。

「………ねぇ」

「少し借りる。エリー」

「！　は、はひっ！　あ、リ、リディヤ先生!?」

「！　リ、リディヤさん、何時いつの間に……」

「！　姉様。お帰りなさい」

　三人が目を丸くし、歩いて来る。

　僕は立ち上がり手を離はなそうと──強く握りしめられた。

「……痛いんだけど？」

「男は我が慢まんするのっ！」

「はいはい」

「はい、は一回！　何が見たいの？　エリー」

「え、えっと、えっと……」

「返事が遅おそい」

「あぅぅ……ご、ごめんなさいぃぃ……」

「リディヤ、言い過ぎ。炎の上級魔法を使ってみますね」

　内庭の上空一帯に、最も一いつ般ぱん的な炎属性上級魔法『灼しやく熱ねつ大火球』を結界内に展開していく。

「綺き麗れいな魔法式っ……！」

「あぅぅ、熱くないです」

「姉様と兄様にかかれば」

　威い力りよく制せい御ぎよと結界内発動は見せられたかな。指を鳴らし、魔法を消す。

　これだけだと芸がない。隣となりの腐れ縁へおうかがい。

「……次、属性偽ぎ装そう」

「了りよう解かい」

　無数の火球を結界内で発動し、ぶつける。

『!?』

　ティナ達は目を見開いた。火球は氷へと変化し結界を染め上げている。

「初見では、『剣姫』様にも通じました。奇き襲しゆう用には悪くないです」

「……噓うそ言わないの！」

「噓じゃないだろ？　後はそうですね」

『魔力が足らない？　もっと繫げればいいじゃない』とリディヤが訴うつたえてきてるけど、僕は何も見ていない。

『先生！　次は私、私の番ですっ!!』と、ティナも言っているような気がするけど、やっぱり、僕は見ていない。

　……そうだなぁ。手を離すと、腐れ縁が抗こう議ぎしてくる。

「ちょっと」

「ティナ、杖つえを貸してもらえますか？」

「え？　はいっ」

「リディヤ、もう少しだけ魔力借りるね」

「…………高いわよ」

　ティナの杖を受け取りつつ肩を竦すくめ、杖を真横に勢いよく振る。

『！！！！』

「まぁまぁね」




　──上級魔法を八つ、内庭上空の結界内で構築。




　赤・青・茶・緑・紫むらさき・蒼あお・白・黒。八色の精せい緻ちな魔法式を描えがき発動、炸さく裂れつ。

　結界内では魔力が奔ほん流りゆう。八つの大きな渦うずになる。

「わぁわぁわぁ！」「す、凄すごいですっ！」「美しい、美しいです」

「…………」

　三人は目を輝かがやかせて、手を取り合い飛び跳はねている。

　対して紅髪の公女殿下は露ろ骨こつに不満気。嫌な予感。

　杖を振り魔法を消し、魔力の繫つながりも遮しや断だん。ティナへ杖を返す。

「ありがとうございました。上級魔法の複数属性同時発動です。『花』で練習しましたよね？　応用版だと考えてください」

「……あれが」「……お、応用」「……ですか」

「三人共すぐに出来るようになりますよ」

『…………』

　ティナ達は顔を見合わせ、沈ちん黙もくしてしまった。

　魔法生物や複合発動の方が難しいんだけどなぁ──リディヤが詰きつ問もん。

「……ねぇ」

「待った。何で杖を借りたのか、だろ？」

「理由！」

「氷属性の上級魔法って使った経験がないんだよ。ティナの杖だと発動し易やすいんだ。……例の白い『火か焰えん鳥ちよう』を見たら、考えが揺ゆらぐけどさ」

　現代魔法の常識とされる、厳密な属性について僕は懐かい疑ぎ的だ。人に魔法を使わせているであろう、精せい霊れいはもっと自由な存在なんじゃないか？　とも思っている。

　そう考えていても、ジェラルドとやり合った際、ティナと一いつ緒しよに放った白い『火か焰えん鳥ちよう』は氷寄りの杖で凄すさまじい威力を発揮した。

　大魔法『氷ひよう鶴かく』が力を貸してくれたとはいえ……情報不足だ。

　両手を挙げる。

「いきなりは自信がなかったんだ。それ以上でも、それ以下でもない」

「…………」

「ふっふっふっ！　先生はリディヤさんではなく、私の杖を信じてくれたみたいですねっ！　魔ま力りよくも私と繫いだ方が上手うまくいくのでは？　試ためす必要が！」

「ないわね。必要だったのはあんたじゃなくて、あんたの杖。万歩譲ゆずって、氷はハワード直系である、あんたに後おくれを……ないわね。うん、ないわ」

「や、やってみなきゃ」

「試してみる？　ん」

　リディヤが手を伸ばしてきた。

「……制御で相当、魔力削けずられるんだけど？」

　光速の手刀が前方を通過。ひぃ。渋しぶ々しぶ手を取り再度繫ぐ。

「困った下げ僕ぼく。さ、もう一度よ」

「えー……氷魔法は結構、難しい、痛いって。指、指の骨が軋きしんでるっ」

「とっととやれ」

「…………」

　故郷の父さん、母さん。アレンは無力です。左手を振り結界を構築。

「そうだわ。減った魔力も補ほ充じゆうしなさい」

「別に補充する程ほど、減っては」

「零ゼロ距きよ離りでの『火か焰えん鳥ちよう』、体験したい？」

　繫いでなくても明白。リンスター公こう爵しやく令れい嬢じよう様さまは、大変、大変不機嫌であられる。

「し、しまった！　手を握っておけば、なし崩くずしで！」ティナ、僕を誤解してないかい？エリーとリィネも興味が勝ってるみたいだし……味方がいない。

「それじゃ……魔力もらうよ？」

「さっさとしな……んっ」

　色っぽい声を出して、リディヤが目を瞑つぶり身体を震ふるわせた。即そく座ざに僕用の魔力をもらい、極々浅めに繫ぎなおす。

　……こうなるのが嫌だったんだよ。

　魔力を繫ぎ、単に魔法を発動する為ためだけなら、そこまで実害（？）はない。

　けど、僕の制御等で減った魔力を補充するとなると、深くする必要がある。理り屈くつは不明。

　まぁ……瞬しゆん間かんの衝しよう撃げきが発生するみたいなのだ。

「……先生……」「……アレン先生……」「……兄様……」

「ふふ♪　久しぶりね。あんた自身に私の魔力をあげるの」

　教え子達は冷たい視線。リディヤはすこぶる上機嫌。僕はいたたまれない。

「……で？」

「氷以外は任せるわ」

「えっ!?　な、ならっ、私の杖を！　もしくは私と繫いで」

「必要ないわね」

「っ！　ど、どうしてですかっ!!」

「こいつは一度、魔法を使った。二度目は杖の補助なんか必要ない」

「なっ!?」

　腐くされ縁えんの断言にティナが絶句。悔くやしそうに唇くちびるを嚙かむ。

　欠片かけらも僕が失敗すると思っていないようだ。杖の補助があった方が楽だよ？

　ま、折角、『勇者』様の一件以来、日に二度も繫げたんだ。挑ちよう戦せんしてみよう。

　ワクワクを隠かくしきれていないメイドさんへ尋たずねる。

「エリー」

「は、はひっ」

「動物名を挙げてください」

「へっ？　えっと、えっと、お馬さん？」

「分かりました。リディヤ、失敗した時は」

「馬ば鹿かね。あんたは失敗なんかしないわよ」

「…………」

　信しん頼らいが重たい。

　ちらり、とリィネへ合図。腰こしに下げた剣けんの鞘さやを軽く叩たたいてくれた。ありがとう。

「では──いきますよ」

　結界内に氷属性上級魔法『氷ひよう帝てい吹雪ふぶき』と風属性上級魔法『嵐らん帝てい竜たつ巻まき』を構築。

　魔法を集束させていく。荒あれ狂くるう魔力。

　……想像以上に制御が難しい。

　けど、僕もほぼ判読不能だったとはいえ、大魔法『氷ひよう鶴かく』『光こう盾じゆん』の魔法式を見てきた。少しは成長しない、と、ね。

　結界が縮小していき一つに。形を変え──仔こ犬いぬ程の大きさにまとまった。

　薄うす翠みどり色いろの小さな翼つばさをはばたかせ、薄うす蒼あおの馬がエリーの傍そばに近寄り、身体をこすりつける。

「ひゃぅ。く、くすぐったいですぅ」

「ふぅ……『複合発動』と『魔法生物』とを合わせてみました。参考になりましたか？」

「は、はひっ！　ま、魔法式は覚えられた……と、お、思います」

「ノートにも書いておきます。エリーなら、前期試験までには使えるようになりますよ」

「あぅあぅ……で、出来るでしょうか？」

「僕もいます。一緒に頑がん張ばりましょう」

「アレン先生と一緒……わ、私、頑張りますっ！」

　メイドさんが両りよう拳こぶしを握にぎりしめ、決意表明。愛らしい。

　腐れ縁は椅い子すに座り、僕へお茶を要求。はいはい。魔力を再遮断。

　ハーブティをカップに注つぎつつ、ティナ達へ通達する。

「王立学校の定期試験は、前期後期の二度。夏季休きゆう暇か前の前期試験まで後約一ヶ月半です。各自の課題を決めておきましょう。エリーは上級魔法を」

「は、はいっ」

「リィネは、結界内発動を完かん璧ぺきにしよう」

「すぐです。そしたら──いえ、首席の座に就ついたらで」

「？　ティナは引き続き威い力りよく制せい御ぎよと魔力の効率化を……ティナ？」

「…………」

　沈黙し俯うつむいている公女殿でん下か。前まえ髪がみも萎しおれている。気にしなくていいのに。

「ティナ、杖を貸していただけますか？」

「…………はい」

　受け取り杖を振ふる。氷で花束を作製。リボンもおまけ。しょげている少女へ差し出す。

「……先生？」

「お借りしたお礼です。うん、杖を使った方がいいですね」

「……ありがとうございます♪」

　花束を抱だきしめ、はにかむ。良かった。

　手を伸のばし──おっと、無意識に頭を撫なでようとしていた。癖くせを直さないと。カレンにもお説教されてるし。小悪魔なティナが僕へ要求。

「先生、ここは頭を撫でてくださる場面ですよ！　躊ちゆう躇ちよなくどうぞ♪」

「え、えーっと」

「そうやって、すぐ首席様は兄様におねだりして」

「……さっきエリーを見て、撫でてほしいな、って思ってたくせにっ！」

「お、思ってません。ティナとは違ちがいます！」

「あぅあぅ、お、御お二人共、喧けん嘩かはダメですよ」

「「エリーは黙だまってて！！！」」

「あぅぅぅ～」

　変わらないなぁ。それが、とても嬉うれしい。

　リディヤは呆あきれた様子で片手を頰ほおにやり、肘ひじをつく。

「ほんと、騒さわがしいわね」

「そう？　僕は好きだよ」

「軽々しく言わないの。……大魔法と日記帳の件。来週、時間を取ったわ」

「ごめん、巻き込んで」

「はぁ!?」

「いや、怒おこる理由あるかな？」

「バカね。あんたの問題は私の問題。私の問題は」

「君の……じ、冗じよう談だんだよ。何度だって言うけど、零距離での『火か焰えん鳥ちよう』は止やめろっ」

「……本気で、斬きって燃やしてやろうかしらねぇ」

「君が問題を抱かかえていて悩なやんでいるなら、一緒になって解決するよ。嫌いやがっても無む理り矢や理りね」

「…………バカ。ありがと」

　リディヤは内庭に顔を向け、ぶっきらぼうに答えた。耳がほんのりと赤い。僕の腐れ縁は照れ屋なのだ。

『…………』

　教え子達は争いを止め椅子へ着席。無言でお茶を飲み、焼き菓が子しを食べ始めた。

　生み出した羽馬が膝ひざ上うえにやってきたので撫でつつ、問いかける。




「入学して約三ヶ月ですが、三人共、学校生活はどうです？　楽しく過ごせてますか？」




　　　　＊




「──複数属性の魔法を操あやつるのは極きわめて難しい。父祖で発現した例がない属性を用いるのも困難、手を出さないのが無難だ。一属性を極きわめた方が良い」

　黒板に三十代の男性教師が板書していきます。伯はく爵しやく家けの出だそうです。

　内容をノートへ書き写さないといけないのですが、教室内には弛し緩かんした空気が流れています。退たい屈くつです。

　隣となりのティナからメモが回ってきました。『リィネ、お昼は？』

　さっと、書きます。『昨日と同じで』

　エリーに回しましたが、考え込んでいます。真しん剣けんです。

　今日は雷かみなり曜日の午前中。兄様の授業まで丸一日もあります。

　ただでさえお忙いそがしくされているのに、臨時とはいえリンスター・ハワードの新商品取引先選定を……お身体が心配です。お休みになればいいのに。

　……時間を空けていただいて、平日放課後も会えたらいいな、だなんて思っていません。

　本当です。兄様の体調を気き遣づかってであって、決してふしだらな考えは

「ふわぁぁぁ……」

　隣でティナが小さな欠伸あくびをしました。緊きん張ちよう感が足りてませんね。あ、

「はわぁぁぁ……」

　釣つられて欠伸。

　ティナが口を動かしました。『可愛かわいい欠伸ですね。リィネ・リンスター公女殿下♪』。

　上等です。入学試験以来の因いん縁ねんに決着をつけようと思っていました。

　次の休み時間になったら、けちょんけちょんにしてやります。

　ひとまず、ノートへメモを走り書き、破って隣へ。

「？　！　!!」

　慌あわてた様子で、口元を触さわり──騙だまされたと気付いたようです。メモが回ってきます。

『左頰に、食べかすがついてます』

　二に番ばん煎せんじを。……いえ、確かく認にんは大事です。

　そっと、左頰に触ふれます。何もついていません。ティナとは違うのです。

「ぷっ」

　……笑いましたね？

　いいでしょう。そんなにやり合いたいのなら

「ハ、ハワード！　リ、リンスター！　な、何をしているっ!!」

　男性教師が苛いら立だった様子で声を荒あららげました。

　余よ裕ゆうがないようですね。睡すい眠みん不足でしょうか？

「あぅあぅあぅあぅ」

　平然としている私とティナと違い、エリーがあわあわし、身体を揺ゆらしています。

　胸むな元もとを確認します。首席様も暗い瞳ひとみで自分の胸元を見ています。

　一つ年上とはいえ納なつ得とくがっっ！！！

　いいえ……取り乱す必要はありません。母様と姉様を見る限り、私の未来は薔ば薇ら色いろ。

　映像宝ほう珠じゆで見たティナの亡なくなられた御母様は大変お綺き麗れいでしたが、胸は。実じつ姉しである生徒会長は女性らしい方なので、懸け念ねん要素はありますが、確率論としては圧あつ倒とうしています。未来の勝利は約束されたも同然なのです。

「し、質問に答えろっ！」

　再度の怒ど鳴なり声。顔を真っ赤にされて……回答します。

「何もしてません」「そうですね」

「う、噓うそをつけ！　欠伸をしたり、笑っていただろうっ！　お前達、今年度の首席と次席だと言っても、授業態度が悪ければ降格もあるんだぞ！」

　ティナと顔を見合わせます。

「では。この授業内容、先──アレン臨時講師が既すでに終わられている内容です」

「複数属性云うん々ぬんも、ここにいる全生徒が可能です。お辞やめになった方との引き継つぎはなかったのですか？」

「な、な、な、な」

　口をパクパクさせて、魚みたいです。

　教師が教室中を見み渡わたすと、皆みな一いつ斉せいに目を背そむけたり、頷いたりしました。人ってこんなにも青あお褪ざめるものなのですね。

　結局、教師は黒板を手の支えにし、よろよろ、と教室を出て行かれました。

　どうやら駄だ目めなようです。教室内に私語が溢あふれます。

「駄目かー」「困ったものですわね！」「アレン先生、戻もどってきてくれないかなぁ」「難しいだろう。……そうなればありがたいが」

　ふふふ……そうです。兄様は凄すごい方なんです。

　僅わずか五回程ほど、授業を行っただけでクラスメート全員が、著いちじるしく技量を向上させました。大だい偉い業ぎようです。そのまま正講師になられてもおかしくありません。兄様がご多た忙ぼうじゃなかったら……以来、私達は毎日が退屈なのです。

　クラスの方達とは親しくなれたのですが、こう思ってしまいます。

「……早く明日にならないかなぁ」「……早く明日にならないかしら」

「わぁ。御二人共、とっても仲良しですね♪」

　エリーが満面の笑えみを浮うかべて、両手を合わせました。

　ティナと目が合い──瞬しゆん時じに腕うで組ぐみをし、顔を背けます。

「ち、違いますっ！」「そ、そうです！」

「えっと、えっと。アレン先生が『いいかい、エリー？　ティナとリィネの本心はね、前髪に出るんだよ』って♪」

　兄様っ!?　秘密をばらすのはよくありません！　遺い憾かんです。

　ティナも「先生のバカっ。私にも甘く」。私の名前を出さないあたりが、首席様です。

　抗こう議ぎしようと──鐘かねが鳴り響ひびきました。命拾いしましたね。

　皆みな、一いつ斉せいに教室を出ていきます。急がなければ。

　お昼休みです！







「戻りました。？　エリー、ティナは帰ってきていないんですか？」

「おかえりなさい、リィネ御お嬢じよう様さま。ほぇ？　ティナ御嬢様と御ご一いつ緒しよじゃ??」

「教員室に寄ると。場所取り、ありがとうございました」

「あぅあぅ。何処どこへ行かれたんでしょうか。あ、ありがとうございます」

　丸テーブルの上へトレイを置き、エリーへお肉と野菜が挟はさまっているパンを渡わたすと、笑顔。年上なのに頭を撫でたくなります。

　……兄様の言われる『エリーの笑顔には抗あらがえないんだよ』というやつですね。理解しました。納なつ得とくはしませんが。

　王立学校には、昼休みと放課後の間、幾いくつか食事可能な場所が設けられています。

　中でも、私達がいる中ちゆう央おう棟とう屋上は最激戦区。冬場は閉へい鎖さされていますが、良い時季の晴れた日は、学生の姿を見ない日はないそうです。

　入学した当初はあっちこっちに行っていたのですが、最近はここでお昼をとっています。

　カフェテリアや食堂は人で溢れかえっているので。

　結果、誰だれか一人が場所取り。残った二人はパンや総菜が売っている売店へ、という流れが確立された、というわけです。

　エリーがパンを小さな口で食べています。ふんわり眺ながめつつ着席し、私も一口。

　偶たまには二人も悪くありません。首席様がいると騒がしいですし。

　何とはなしに下を見ます。多くの生徒達が楽しそうに行きかい──欄らん干かんに手をかけ、目をこらします。

「？　リィネ御嬢様??」

「エリー、あれ……ティナじゃないですか？」

　学校長の石像を指差します。顔は見えませんが……特とく徴ちよう的な髪かみの毛がゆらゆら。

　パンを咥くわえたまま年上メイドさんが此方こちらへやって来て、頷うなずきました。

「────」

「落ち着いて食べてください」

「……はふっ。テ、ティナ御嬢様です。間ま違ちがいありません。あんな場所に??！　も、もしかして、ま、迷子に!?　た、大変ですぅ。ティ、むぐっ」

　呼ぼうとしたエリーの口を押さえます。

　……怪あやしいです。とても怪しいです。

「声が大きいっ。貴女あなたじゃないんですよ？　迷子ではないでしょう」

「ぷはっ。リ、リィネ御嬢様、わ、私、迷子になんかなりませんっ！」

「……私とティナの目を見て、かつ兄様と姉様にもそう言えますか？」

　エリーが鳴らない口笛を吹ふき始めました。主従共に同じ言い逃のがれ方を！

　──動き出しました。恐おそろしく慎しん重ちような動き。誰かを追っている？

　駄目です。見えません。回り込めば見失ってしまう可能性も。どうしたものでしょうか。

　──エリーがテーブル上のパンを布に包み始めました。手て際ぎわが良いです。

　この子、ティナの専属メイドなんですよね。妹のように感じていますが。

　私が買ってきた冷えた紅茶も飲み干し、カップを私にも渡してきます。飲めと？

　飲み干し空にします。え？　ティナの分もですか??

　……もう、一いつ杯ぱい。

　エリーは空いたカップとトレイを片付け、包んだパンを渡してきました。

「リィネ御嬢様、行きましょう♪」

「？　エリー??」

　年上メイドさんが、欄干に右手をかけ私へ空いた左手を差し出してきました。にこにこしています。……恐る恐る、手を取ると

「えーい！」

「！！！！」

　浮ふ揚よう感を感じ、気付いた時には空中へ。お、落ち、落ちるっ！！！

　魔ま法ほうを使おうとし──気付きました。

　落ちてはいますが、ふわふわ、落下しています。浮ふ遊ゆう魔法!?

「えへへ♪　ア、アレン先生には内緒にしておいてくださいね？　認識阻そ害がいも併へい用ようしてるんですけど……ス、スカートは押さえた方が、い、いいと思います」

「！　…………降りる前に」

「はひっ。ご、ごめんなさいぃ」

　制服のスカートを押さえます。見られたら、お嫁よめに行けなくなってしまいます。少しだけ、ほんの少しだけ、子供っぽいので。

　侮あなどっていたわけではありませんが

「……相手をティナだけ、と思っていたら、足あし下もとをすくわれそうですね……」

「リィネ御嬢様??」

「……浮遊魔法を解除してください。消音魔法を」

「は、はひっ！」

　瞬間──地面へと落下し、音もなく着地。行きかう生徒達には気付かれていません。

　周囲を確認──ティナです。先にいるのは

「兄様と姉様？」「アレン先生とリディヤ先生です」

　御お二人は中央棟の外に面した通路を仲なか睦むつまじげに歩かれていました。

　立ち寄り難がたい空間を形成されています。有り体ていにいって、甘々です。

　……面おも白しろくありません。

　兄様と姉様はお似合いです。分け入ろうだなんて滅めつ相そうもない。

　ですが……面白くないのです。

　兄様は私を子ども扱あつかいし過ぎではないでしょうか？

　私だってちゃんと成長して──左袖そでを突つつかれました。

「リィネ御嬢様、ティナ御嬢様と合流した方が」

「……そうですね。驚おどろかしてやりましょう」

　珍めずらしくエリーが悪い笑顔になりました。頷き合います。

　私達に黙だまって抜ぬけ駆がけしようとするなんて、いけない首席様です。

　前の風魔法に対する意い趣しゆ返がえしでしょうか？　お泊とまり会で散々謝ったというのに。

　ほんと、胸が小……こほん。心が狭せまい公こう女じよ殿でん下かです！




　　　　＊




　希書、古書が無造作に置かれている王立学校の学校長室。

　豪ごう華かな椅い子すに座りつつも、腰こしが引けている齢よわい二百歳をとうに超こえたフード付き白服姿のエルフ──学校長ロッド卿きようへ、執しつ務む机の角を指でなぞっている腐くされ縁えんが鋭するどく反問した。

「で？」

「に、日記帳の解読は終わっておらん。暫しばし猶ゆう予よが必要だ」

「……へぇ」

「ま、待てっ、『火か焰えん鳥ちよう』はいかんっ！　早まるなっ!!　き、君も止めよっ！！！」

「えー」

「えー、ではないっ！」

　必死の形相で、ソファに腰かけている僕へ助けを求めてきた学校長を一いち瞥べつ。助けを求める態度ではないような？　手に肉球の感かん触しよく。

　膝ひざ上うえを見ると、諸事情あり来られなかった教授の使い魔である、黒くろ猫ねこなアンコさんが要求。あ、すいません。撫なでますね。

「申し訳ないですが、僕はアンコさんの御世話で手が離はなせません」

「なっ!?　わ、私よりも、性格が大だい崩ほう壊かいしている若造の使い魔を優先するとっ!?　私はこれでも『大だい魔ま導どう』の異名を持ち、それなりに偉えらいのだぞっ！」

「教授に遺い恨こんはありますが、アンコさんは大切にしないと。非公式ではありますが、王都愛あい猫びよう会選出、王都美猫部門第三位！　僕等がいた頃ころは大学校内で、リディヤに次いで偉く、人……猫望という面では圧」

　アンコさんを抱だきかかえ。身体を逸そらして手刀を回かい避ひ。

　腐れ縁はアンコさんの首根っこを摑むと、浮遊魔法をかけて放り投げた。使い魔様は空中で魔法を解除し、執務机へお淑しとやかに着地。眠ねむそうに丸くなった。

　拍はく手しゆをしていると、リディヤが隣となりへ座り、にじり寄って来る。

「……私とアンコ、どっちが大事なわけ？」

「言わなくても分かるだろ？」

「……言葉にして」

「あー」

　耳元で囁ささやく。

　ぱぁぁ、と表情を明るくし、中ちゆう腰ごしで逃とう走そうを企くわだてていた学校長へ数本の炎ほのおの短たん剣けんを放つ。

　幾いく重えにも張られた魔法障しよう壁へきを九割方貫かん通つう。全て人体の急所。おー。

　リディヤが冷然と言い放った。

「話は終わってないわよ？」

「こ、こ、殺す気かっ!?」

「馬ば鹿かね。可愛かわいい元学生のお茶ちや目めじゃない。笑って受け止めなさいよ」

「…………なぁ、本気かね？」

「本気です。挨あい拶さつはこれ位にしておくとして」

「挨拶、だ、と？　死にかかったのだがっ!?」

「？　リディヤと一緒にいたら日常ですよ？　『火か焰えん鳥ちよう』の方が？」

「さ、始めようではないか。時間は有限だ。うむ」

　学校長は一いつ瞬しゆんで椅子へ座り直した。転移魔法をお手軽に使える魔力は羨うらやましい。

　隣の公女殿下が目で僕へ『燃やしていい？』。『却きやつ下か。ここにある本は貴重なんだよ？』『……ケチ』

　唇くちびるを尖とがらせ肩かたをくっ付けてくる。慣れない宮仕えで疲つかれているらしい。美味おいしい料理でも作ってあげようかな。

「──うっほん。すまぬが、話を進めてもよいかね？」

「どうぞ」「とっととしなさいよ」

「っぐ……き、君達……。日記帳の件だが」

　机の上にハワード公こう爵しやく家けの書庫で眠っていた謎なぞの日記帳が浮うかび上がり、頁ページが捲めくれる。

　王都で、一、二を争う解かい呪じゆ術じゆつ者しやの学校長に託たくし早三ヶ月近く。ここまで手て子こ摺ずるとは。

「解読は約八割終わった。……苦労したぞ」

「すいません。他に頼たよれる方というと、教授だけだったので」

「……ふんっ！　あんな若造に任せていては、一年経たっても解読出来なかったろう。私だから、着々と進んでいるのだ。感謝したまえよ」

「ありがとうございます、『大魔導』ロッド卿きよう。二百年前の魔王戦争にも従軍された歴戦の勇士は違ちがいますね」

「そうだろう、そうだろうともっ！」

　胸を張り、学校長は鼻高々。

　アンコさんが移動し僕の膝上へ。撫でるのを再開しろ、ですか？

「だけど、完全解読には至ってないんでしょ？」

「うぐぐ……」

　僕の膝上を凝ぎよう視ししているリディヤの指し摘てきに学校長が口ごもった。確かく認にんする。

「書き手は女性で優すぐれた魔法士。年代は五百年以上前。内容は、愚ぐ痴ちや好きな人への想おもい、日常の話……私的な内容なんですよね？」

「君達と同年代だろうな。最新の解読箇か所しよでは遂ついに想い人と結ばれたようだ。幸福に満ち満ちている。ここまで大魔法に関わる話はない…………が」

「が？」

「先の頁、暗号の難易度が跳はね上がった。別物だ」

「どういう？」

　撫でている手を止め尋たずねる。

　リディヤはアンコさんを抱かかえ、自分の隣へ。何やら交こう渉しよう中。

「誰だれにも読まれたくなかったのだろうよ。私は王国騎き士し団だんが用いている軍用魔法暗号も作成したが、優に超えている。……現状、判明しているのは、日付と場所だ」

「日付と場所、ですか」

「『彼女』はずっと日付も場所も書き記してこなかった。しかし」

　学校長は沈ちん痛つう。

　腐れ縁は未いまだ、アンコさんとお喋しやべり中。「いい？　こいつの膝は私のなのよ？　許可を取り──なっ!?」研究室でもやってたなぁ。

「この日だけは──想い人と恋こい人びと同士になれた記念日だけは、別だったのだろう。はっきりと記されていた。大陸暦れき四百九十九年初夏。場所は神都セイレーン」

「四百九十九年、神都セイレーン……まさか」

「その年の秋より、世界全体を巻き込んだ大陸戦争が勃ぼつ発ぱつする。そして、セイレーン──現東都は翌年、大魔法『炎えん麟りん』によって極ごく一部を除き焦しよう土どと化した。アレン君」

「はい」

「私の胃をこれ以上痛めつけてくれるなっ！　老体を労いたわろう、とは思わんのかねっ!?」

「常つね日ひ頃ごろ、私は若い、と広言されているのはどなたでしたっけ？」

「うぐっ！」

「僕は学校長を信じています。『氷ひよう鶴かく』の情報も集まっていませんし、日記帳だけが残された細い糸なんです。……それとも」

『氷ひよう鶴かく』らしき存在については伝つ手てを頼り、資料を集めているものの、捗はか々ばかしい成果は上がっていない。一刻も早く制せい御ぎよ方法を見つけたいのに。問い質ただす。

「学校長は制御方法を知っておられるんですか？」

「前回の事件の後、言ったろう。知らんよ」

「本当ですか？」

「制御方法を知る生者など、最も早はや……。多少、人族よりも伝承されているに過ぎん」

「『光こう盾じゆん』については詳くわしく知っておられたのに？　大陸戦争終結の英えい雄ゆうの一人である『騎士』直系がウェインライト王家で、残ざん滓しが短剣に封ふうじられ、代々継けい承しようされているのはお聞きしました。リディヤの『紅く剣けん』を受けてなお破損程度で、回収されたとも。ですが」

「……何かね？」

　僕は小首を傾かしげ、疑問を呈ていす。膝上にアンコさんが再進出。

　話し合いは決けつ裂れつした模様。腐れ縁は不ふ貞て腐くされている。

「不思議だったんですよ。『光こう盾じゆん』の暴走に取り乱されていた貴方あなたが、ティナの件では平静を保たれている。いったいどういう訳なんですか？」

「…………言えん。私だけの問題ではないのだ」

　エルフ族全体──いや、他の長命種との間にある誓せい約やくにも関わる、と。

　髪かみを撫でつつ、考える。

「ち、ちょっと」

　二百年前の魔王戦争以後、人族を除いた長命種の長老達の間で、魔法に関して取り決めがあったのは確定的だ。おそらく、教育面。

「ね、ねぇ」

　結果、人族の魔法技術は緩ゆるやかに退化。

　当時でさえ、伝説化していた大魔法は、今や御お伽とぎ噺ばなしの世界へ。王国の四大公爵家ですら極きよく致ち魔法や秘伝の継承に四苦八苦。魔法の使用者は大おお幅はばに増加したものの、一人で戦局を変え得えるような英雄はほとんどいなくなった。

「…………うぅぅぅ」

　誤算だったのは長命種ですら、魔法技術が退化しつつあることかな？

　学校長は凄すごい方だけど、他の名のあるエルフ族を王国内ではそこまで聞かない。

　左ひだり肩かたに重み。小さな頭がちょこんと載っかっている。

「リディヤ？」

「……うるさい。バカ。もっと撫でるのぉ」

「はいはい」

「はい、は一回でしょ……」

　撫で続けると腐くされ縁えんはふにゃふにゃになっていく。習慣を直すのは大変だ。

　学校長、どうかされましたか？　そんな顔をされて。

「…………終わりで、いいかね？」

「ティナの内にいる『氷ひよう鶴かく』らしき存在、危険性は」

「何度でも言おう。ない。邪じや悪あくとは真逆の存在だ。ティナ・ハワード本人が強く望まぬ限り、暴走などあり得ぬ。『光こう盾じゆん』とは異なるのだ。あれらからすれば、紛まがい物であろう『光こう盾じゆん』とて君が使うのなら本来の力を……アレン君」

「はい」

　最大限の情報提供。重要なのは、やはり、ティナの感情、と……。日記帳の解呪も、ギリギリの線なのだろう。学校長が椅い子すにもたれかかり顔を顰しかめた。

「新入生達にも知ち恵えをつけてくれたようだな。やり過ぎるな、と私は伝えたが？」

「普ふ通つうに講義をしただけですよ」

「ほぉ……僅わずか五日間受けた結果、最さい優ゆう秀しゆう組の生徒達は、皆みな二属性以上を使えるようになり、制御や魔力の効率的運用も飛ひ躍やく的に向上した。君以降、何人もの教師が心を折られ、交代しているのだが？」

「生徒さん達が優秀なだけです。心折られてる教師の方々は所謂いわゆる、実力主義に否定的な貴族──守旧派ですよね？　王子の問題に関連付けて追放しそびれた」

「君は心底っ……まぁいい。私が見るとしよう」

「よろしくお願いします」

　目礼。隣でリディヤは鼻はな唄うたを唄っている。こうなると、しばらく戻もどらない。

　他は──そうだ。

「ステラ様の様子はどうですか？」

「……彼女か」

　整ったエルフの顔が憂うれいを帯びた。

「事件以来、落ち込んでいる。良い子なのだ。真ま面じ目めで努力家。教師、生徒達の信しん頼らいも篤あつい。しかし、成績等を鑑かんがみれば生徒会長になるのは君の義ぎ妹まいである、カレン君だったろう。そこへ、魔法が使えなかった妹に追い抜ぬかれるのを見せつけられては……時間が必要だ」

「必要なら僕も手を──」

「…………」

　リディヤが何事かを要求中。両手を少し挙げる。

「その時は君にも相談するよ」

「よろしい。いい？　これ以上、女の子に手を出したら許さないんだからねっ」

「手を出すって……人聞きが悪いなぁ。何時いつ、何処どこで、誰が、手を出したのさ」

「い・い・か・らっ！　禁止よ、禁止っ！　人の苦労も知らないで。王立学校、大学校と私がどれだけ……。私が傍そばにいない合間に引っかけてくるなんてぇぇぇ。バカ。バカバカ。鈍どん感かん。死ねば──私より先に、私を残して死ぬのはダメ。絶対、絶対、ダメ。死ぬのは一いつ緒しよの日って決まってるんだからねっ！」

　途と中ちゆうまで怒おこっていた腐れ縁は、頰ほおを染めてぶつぶつ。

「リディヤ？」

「！　何でもないわ」

「え？　だけど」

「何でも、ないわ」

「……はい」

　綺き麗れいな笑えみ。こういう時に突つっ込こんではいけない。死ぬ。そういうのはリチャード、学校長、教授に任せるべきだ。腐れ縁が老エルフへ向き直った。

「日記帳の暗号、解読にはどれくらいかかりそうなの？」

「……検討もつかぬ。糸口が見つかれば進むだろうが」

「そ。なら、教授と協力して進めて」

「なっ!?　だ、誰が」

「向こうは陥かん落らくしたわよ？」

　アンコさんを細い指が撫なでる。

　僕等の恩師と学校長は似た者同士で同族嫌けん悪お。不ふ俱ぐ戴たい天てんの天敵。協力してほしいのに、双そう方ほう『相手が先に頭を下げれば』という条件を緩かん和わせず、解読は停てい滞たい。

　なので──元生徒として、お節せつ介かいをやかせていただいた。両公爵家の新商品取引選定役に座らされたりもしたし？　学校長へ首を傾げる。

「教授の救きゆう援えん要よう請せいを受け取りました。『よ、嫁よめ候補はもういらない。か、解読に手を貸そう。た、助けてくれっ！』だそうです。そういえば学校長も独身であられる？　取引選定役の件も、知っておられて僕に教えてくださらなかったような？」

「！！！　い、致いたし方かたあるまいっ。あ奴やつに連れん絡らくを取り、解読を進めようっ」

「夏季休きゆう暇か前までにいただけると」

「……善処する」

「よろしく願います。アンコさん、教授にもお伝え願えますか？」

　了りよう承しようの一鳴き。ありがとうございます。

　あとは何もないかな？　お腹なかが減った。

「リディヤ、王宮へ戻るよね？　お昼、どうする？」

「食べるわよ。言ったでしょ？　帝てい国こく大使がいる間は近衛このえが出で張ばってるって。夏場まで滞たい在ざいするらしいし、私までいると筋肉お化けが五月蠅うるさくて大変、って愚ぐ兄けいが泣いてたわ」

「……なるほど」

　リチャードも苦労が多い。二人が遊びとはいえやりあったら大変だ。王宮が崩ほう壊かいしかねない。蛮ばん勇ゆうな学校長が茶ちや化かす。

「聞いたぞ。『剣けん姫き』殿どのは大使に求きゆう婚こんされたそうだな？　王宮内で噂うわさ、ひっ」

「……いらない事を話すと長生き出来ないわよ？　二百年以上も生きたし、十分よね」

「待」

「問答無用」

　学校長の悲鳴が響ひびく中、僕は少しだけ、ほんの少しだけ落ち込んでいた。

　リディヤへ求婚、か。

　黙だまっていればこの子は誰よりも綺麗だ。王女殿でん下かに謁えつ見けん可能なら、身分も相応だろう。

　……お似合いなのかもしれないなぁ。腐れ縁が覗のぞき込んで来た。

　しまっ──大輪の花が咲さくような満開の笑み。

「あら？　あらあら??　あらあらあら？？？」

「っ。が、学校長、僕等はそろそろ、わっ」

　喜びが許容量を超こえたのか、抱だき着いてきた。壁かべにめり込んだ学校長は沈ちん黙もく。

「ね、不安になった？　不安になっちゃった??　うふふ♪　即そく、断ったわよ♪」

「ふ、不安になんか」

「うーそ。こういう時のあんたってとっても素す直なおよね♪」

「…………」

　片手で顔を覆おおう。付き合い長いしなぁ……愚ぐ痴ちが零こぼれる。

「疲つかれたよ。選定役をやって、家庭教師もやって、文ぶん献けんを調べて……学生時代よりも、忙いそがしい気がする」

「ちゃんと寝ねてるんでしょうね？」

「あー……」

「返事」

「それなりに」

「有罪」

　判決が下った。頰を指で搔かく。学校長は依い然ぜんとして沈黙。……生きてますか？

　リディヤへ言い訳。

「時間が足りないんだ。どれも重要だし」

「簡単よ。夜、本を読むのを止やめなさい」

「僕に息をするな、というのと同義だと思う」

「なら、仕事を半分にしてちゃんと寝る。返事っ！　はい、以外は認めない」

「いやでも」

「はい、でしょぉぉ。……眠ねむれないなら、添そい寝しに行ってあげても……いい、わよ？」

「……リディヤ。前にも言ったけど、さ、そういうのは無理にしなくてもいいんだよ？」

「………………」

　林りん檎ごのように頰を紅潮させた公こう女じよ殿でん下かが無言で離はなれた。

　学校長は生きていて聞き耳を立てているようだ。

　立ち上がると、ゆっくりと剣けんを抜き放っていく。

　美しい微び笑しよう。

「……斬きるわ……」

　歴戦の老エルフが跳はね起き、入り口へ向け逃とう走そうを開始。いや、逃にがしませんよ？

「思い出した。わ、私は大事な会議がある。進展があれば報しらせると約束──は、離せっ、離すのだっ！　た、盾たてにしようとするなっ!!　『剣姫』の一いち撃げきは魔ま法ほう障しよう壁へきをバターの如ごとく切り裂さくのだぞっ!?　受ければ私とて死ぬっ！！！　痴ち話わ喧げん嘩かは他所よそでやれと何度言えば、分かるのだっっ！！！！」

「ははは、僕と学校長の仲じゃないですか。見捨てて逃げるなんて……ねぇ？　一撃受けていただければ逃走する時間が稼かせげます。あと、痴話喧嘩ではないのでお間ま違ちがいなきよう」

「と、時々、思うのだが」

「？」

「君のせいで余計な被ひ害がいが出ているのでは？　二人でいちゃついていれば、王国は平和」

「リディヤ、斬っていいよ！」

　失礼なエルフだ。暴れないでくださいね。ん？

　羞しゆう恥ちを溜ためている少女は剣を振ふりかぶり──扉とびらが開いた。

「きゃっ」「ひゃぅ」「わっ」

　足あし下もとに教え子達が転がりこんできた。

　──激しい金属音。

「兄さん、御ご説明を」

　剣けんを短剣で防ぐ口調は冷たい。室内に炎えん羽ぱと紫し電でんが飛び散る。

　制せい帽ぼう脇わきから覗く灰銀色の髪かみとふさふさの尻尾しつぽ。

　リディヤの一撃を受け止め、僕を詰きつ問もんしてきたのは王立学校副生徒会長にして、僕の妹であるカレンだった。

　手を離すとエルフは荒あらく呼吸を繰くり返す。大おお袈げ裟さな。片目を瞑つぶる。

「ちょっとね。助かったよ」

「ちょっと、で剣を振るわないでください！　リディヤさんもです！」

「……だってこいつが」

「だってもなにもありませんっ！　兄さん、甘やかし過ぎですっ!!」

「そんなことはないと思うよ？」「そうよ。足りないくらいだわ」

「……後で御お二人共、お説教します。貴女達もです。盗ぬすみ聞きしようとするなんて」

　カレンが、僕の足下にいるティナ達を𠮟しつ責せき。

「だ、だって」「あぅぅ」「気になったので」

「言い訳しないっ！」

『は、はいっ！』

　声を揃そろえ、三人は風のように出ていった。駆かけると危ないよー。

　リディヤとカレンも、納剣。

「多少はやるようになったじゃない。私の義妹になるんだし、より一層鍛たん錬れんなさい」

「どなたと間違っているか知りませんが、私に義ぎ姉しはいません！」

「あらそう？　私には義妹が出来ると思うわよ？」

「貴女が私の義姉になるなんて、あり得ませんっ！　そうですよね？　兄さん」

「んー……カレン、用事があったんじゃないのかい？」

「「…………」」

　無言の同時要求。どうしろと。

　やがて、互たがいに目配せをし、これみよがしな深い溜め息。き、傷つく反応だなぁ。

　──控ひかえめなノック。学校長が威い厳げんを正し、返答。

「入りたまえ」

「失礼します。カレン、ティナ達が──っ」

　入ってきたのは、長い薄うす蒼あおの白はつ金きん髪ぱつを編み込み空色のリボンで結んでいる少女──王立学校生徒会長ステラ・ハワード公女殿下だった。

　僕とリディヤを見ると影かげが差し、すぐに消えた。笑顔で話しかけてくる。

「アレン様、リディヤ様、お越こしになられてたんですね。ティナ達が外で様子を窺うかがってますよ？　カレン、学校長にお伝えした？」

「まだです」

「なら、私が話すわね」

　ステラ様は用紙を学校長へ手て渡わたした。サインが見える。『フェリ──』。後は読み取れず。

「お忙しいところ申し訳ありません。級友が復学します。御ご確かく認にん願います」

「ほぉ……身体は良いのかね？」

「随ずい分ぶん良くなったそうです」
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「そうか。何よりだ」

「出席日数が足りない分は、私とカレンで面めん倒どうを。よろしくお願いいたします」

「考こう慮りよしよう。大変だろうが頑がん張ばりたまえ」

「はい！」

　一見いつも通り。だけど……リディヤが僕を見た。心配だね。

　ずい、とカレンが僕達の間に入って来た。

「兄さん、可愛かわいい妹を差し置いて、こんな何でも斬って燃やします！　な人と目で会話するなんて、いけないと思います。まだ時間があります。一いつ緒しよにお昼を食べましょう」

「うふふ……カレン。私の前でそいつに手を出そうなんて、いい度胸してるわね」

「ちら」

　カレンは胸むな元もとにつけている、蝶ちようの形をしたネックレスを見せた。

　リディヤに大打撃。身体がよろめく。

　きっ！　と僕を見てくる。……誕生日に渡わたしたの知ってるだろ？

　持ち直した腐くされ縁えんは小さな懐かい中ちゆう時計を取り出した。僕のと同じ物だ。

「あー何時かしらねー」

　カレンに大だい衝しよう撃げき。片かた膝ひざをつきそうになる。

　じー、っと僕へ圧力。……交こう換かんしたの、話したよね？

　不毛な争いに終しゆう止し符ふを打つべく、手を鳴らす。

「三人で──いや、みんなで食べに行こう。ティナ、エリー、リィネ」

「行きますっ！」「は、はひっ！」「兄様♪」「……えっ？」

　歓かん声せいをあげ、扉が再度開き教え子達が飛び込んできた。

　唯ゆい一いつ、ステラ様は戸と惑まどっているようだ。ティナとエリーが小首を傾かしげる。

「？　御姉様、どうかされたんですか？」「ステラ御お嬢じよう様さま、行きましょう」

「え……う、ううん。そうね。みんなで食べるのもいいわよね」

　二人に手を引かれステラ様が出ていき、リィネも後へ続く。

　リディヤとカレンは呆あきれ顔がお。な、何さ。

「……まぁいいわ。あんただもんね」

「……そうですね。兄さんですしね」

　何だかんだ気は合ってるんだよなぁ。妹を呼ぶ。

「カレン」

　近付き、耳打ちする。

「（ステラ様の様子は？）」

「（……大だい丈じよう夫ぶ、だと思います。あの子は強い子です）」

「先生ー」「アレン先生」「兄様、姉様」

　ティナ達が呼んでいる。左手を握にぎりしめられた。

「……兄さん」

「何かあったら、手を貸すよ」

「……ありがとうございます」

「ほら、行くわよ。カレン、躊ちゆう躇ちよせず相談なさい」

「……はい」

　リディヤが僕の右手を握りつつカレンへ注意した。学校長、ではよろしく。

　──その後、みんなで昼食を摂とっていると、やって来たティナ達のクラスメートが、リディヤを見て硬こう直ちよくしていた。

　こいつは大陸に名を轟とどろかせている『剣けん姫き』。生きた英えい雄ゆうなのだ。素す直なおに照れている腐れ縁の姿は新しん鮮せんだった。

　食事の間中、ティナ達は元気いっぱいだったけど、ステラ様は心なしか元気がなく。

　カレンに聞いたところ、病気で休学中だった友人さんが近々復学するらしい。その子の存在によって、立ち直ってくれると良いんだけど。

　名前は、フェリシア・フォスというそうだ。




　……フォス？　最近、見たことがあるような。








第２章









　風曜日の朝、部屋で仕事の準備をしていると、一人ひとり娘むすめのフェリシアがやって来て、不安そうに尋たずねてきた。

「父さん……例の商談、今日の午後だよね？　……私も、ついて行く？」

「何を言っているんだい。お前は今日から王立学校復帰じゃないか。見知らぬ男と話すのも無理だろう？　父さんはフォス商会会頭なんだ。この程度の仕事は任せておくれ」

　王国の栄はえある名門、王立学校の制服に身を包んだ娘に向かって胸を叩たたく。

　長きに亘わたる病気療りよう養ようで肌はだは青白くなり、華きや奢しや。十六歳だというのに、背も低く化け粧しようもしていない。ベッドの上で本を読み過ぎた結果、視力を落とし眼鏡をかけている姿を見ると、父親として心が痛む。

　一時は寝ねたきりだったのだ。ここまで回復してくれたのは親として喜ばしいが、無理はさせられない。我が商会の今後もある。

　娘は長く淡あわい栗くり色いろの前髪を触さわりつつ、続けた。

「ならいいんだけど……。私の王立学校復帰と重なってたのと、話が急だったせいで内容見れていないし、変な条件とかにしてないよね？　商会の人にも相談してないみたいだし……相手は公こう爵しやく家け、しかもハワード・リンスター家合同だって」

「フェリシアは心配性しようだな。よし、お前を安心させようか」

「？」

「商談相手は十七歳の青年だそうだよ。準備期間は短かったし、多少、取引量は多いが、良い条件も出した。今日で契けい約やく出来る案件さ」

「じ、十七歳!?　そんな若い人が窓口をして……と、取引量も多い？　どれくらい」

　ノックと同時に「会頭、お客様が……」という、酷ひどく慌あわてている部下の声。

　客？　こんな時間に誰だれが。身体を硬直させている娘に気付く。まずい。

「失礼する」「お、お待ちを！」

　止める間もなく濃こい緑色の騎き士し服を着こんだ貴族風の中年男が入ってきた。

　薄い髪かみと肥えている身体。卑いやしさが隠かくしきれておらず、騎士には到とう底てい見えない。王国東方を統すべるオルグレン公爵家の遠えん戚せきだとかいう話をしていたが……胡う散さん臭くさい男だ。

　こちらの困こん惑わくも気にせず話しかけてくる。

「久しいな！　エルンスト会頭。先日話した資金提供の件──ん？　そちらは娘さんか？　がはは、随分と胸が育っておるな」

「～～～っ」

「……その件は、先日、御断りしたかと」

「簡単に引き下がれはせんよ。公爵家の覚えが目め出で度たくなれば、商売も上手うまくいくぞ？」

「お話ししたように、詳しよう細さいが分からないのであれば資金提供は──フェリシア？」

　娘は両手を握りしめ、ブルブル、と震ふるえていたかと思うと

「……きゅう」

「フェリシア！　誰か、来てくれっ！　……娘は体調が優すぐれぬようです。今日のところは」

　男が大の苦手な娘は気絶。受け止めつつ中年男へ強く告げる。すると、「では、また後日。乗り遅おくれぬことだ」と言い捨て、出て行った。……何なのだ、いったい。







「エルンスト・フォス様でございますね。お待ちしておりました」

　午後、指定された場所に赴おもむいた私は建物入り口で面食らっていた。

　二大公爵家合同というから、上流階級が住む王宮周辺地域と思っていたが……。

　届いた書面に記されていた住所は王都西部。東部にある我が商会とほぼ反対側。

『格』を考えれば商業地区よりも下の学校地区。面子メンツを重んじる貴族、まして公爵家が使う場所ではない。

『箱』に金はかけず中身で、という判断なのだろうが……建物も古過ぎやしないか？　しかも、入り口にいたのは

「如何いかがされましたか？」

　──案内役がメイド？

　服に使われている布地に光こう沢たくはなく、安物。メイド本人は黒くろ茶ちや髪ぱつが映はえる美形だが。

「……ははは、お嬢さんのような美しい方が案内役とは思っていなくてね」

「ありがとうございます。此方こちらへ」

　通された部屋も地味な部屋だった。調度品は机と椅い子すと花か瓶びん程度。高価な品はない。

　椅子に腰こしかけ、整えた頭へ手を置き考える。

　……騙だまされたか？

　いや、これは信しん頼らいの置ける筋の話だった。

　公爵家の名前を騙かたる命知らずがいるとも思えない。リンスター家とハワード家と言えば、王国内外に武名を知られた存在。敵に回すのは自殺行こう為いだ。

　そうは言うものの、この建物と調度品、メイドが着ていた服……。

　条件を良く提示し過ぎたかもしれないな──扉とびらが開いた。慌てて立ち上がる。

　入って来たのは礼服を着ている青年と、案内してくれたメイドとは異なる、胸が残念な栗色髪がみのメイドだった。メイド服の質が明確に違ちがう。最上級品か。

「お待たせしました、アレンです。こちらはアンナ」

「アンナと申します」

「フォス商会代表のエルンストです」

「よろしくお願いします。おかけになってください。本題に入りましょう。実りあるものにしたいですね」

　アレンと名乗った小こ僧ぞうは微笑ほほえんできた。

　機先を制したつもりだろうが、若い。主導権を握って、もっと多くを搾しぼり取れるか？

　だが、若さといい、安そうな礼服といい、そこまでの権利は──そうか、メイドこそが。

　椅子へ腰かけつつ考えている私の様子に気付かず、小僧は口を開いた。

「提案書、読ませていただきました。素す晴ばらしい条件です。しかし……よろしいのですか？」

「と、言いますと？」

「扱あつかいたい商品として、リンスターのワイン、ハワードの農作物一式を指定されておりますが、この値で儲もうけを出せるのかな、と」

「出せる、と判断しております。試飲、試食させていただきましたが、素晴らしい。アンナ様はどう思われたのでしょうか？」

「私は御ご主人様に従うだけですので」

　つれない返事。表向き交こう渉しようの主体は小僧、という訳だな。終わった後で本交渉、と。

　──読めた。フェリシア、お父さんも冴さえてるだろう？

　内心ほくそ笑えんでいると、矢や継つぎ早ばやに質問が飛んできた。

「では、どうやって要求された物量を捌さばかれるのでしょうか？　これだけの物量を扱った経験は、失礼ですがないのでは？　保管場所も書かれておりませんし……」

「確かに公爵家のような大貴族様と取引をさせていただいた事はございません。ですが、これだけの量です。一いつ括かつ納品は難しいでしょう。分割ならば私共の倉庫で対応可能ですし、順次、販はん路ろも開かい拓たくいたします」

「……条件書には分割納品の文言はありませんが？　販路も決まっていないと？　保管場所も確保していないのに、ですか？」

「ははは。アレン様は商売というものを御存じでないようだ。全すべては契約後ですよ」

「……では、本当によろしいのですね？　契約書もこのままで構わないと？」

「？　質問の意味が分かりかねます。条件書には私──フォス商会会頭エルンスト・フォスのサインもあった筈はず。細部はともかく、大筋はそのままで構いません」

「……そうですか。アンナ、他に何かあるかな？」

「何もございません」

「──本日はありがとうございました。正式回答は後日、書面にて」

「えっ？　お、終わりですか？」

　細部について話していないぞっ！　何も知らない小僧めっ！

　アンナ様は──っ！　笑え顔がお。が、極ごつ寒かんの雰ふん囲い気き。な、何な故ぜ？

　小僧は困惑した様子で通告してきた。

「大変、残念です。リストの商品は全て両公爵家の家か紋もんが付いている物ですので、無理な条件での取引は出来かねます。お気を付けてお帰り下さい」




　　　　＊




「「ただいま」」

　週末の氷曜日。午前中の講義を受け終え寮りようへカレンと一いつ緒しよに戻もどると、復学したばかりの親友──フェリシア・フォスがベッドに小さな身体を投げ出し、制服姿のまま頭を抱かかえていた。

　めいっぱい講義を取っている私やカレンと違い、身体が弱く、人見知りなフェリシアは最低限しかとっていない。私達や同級生の女の子がいない時に男の子と接したら、倒たおれてしまうかもしれないし……。

　親友は「あ～う～え～……」と唸うなり、何かの資料を読み、頭を抱えるのを繰くり返している。

「フ、フェリシア？　ど、どうしたの??　身体の調子が悪いの？」

「あ、ステラ、カレン、おかえり～……ううん、平気。ありがとう」

　ようやく気付いた小さな眼鏡をかけている親友は、私達に儚はかない笑みを向ける。起き上がり、私へ抱だき着いてきた。

「ち、ちょっと、フェリシア？」

「はぁぁ……落ち着くぅ～……ステラって抱き心ごこ地ちいいよね～。カレンだと柔やわらかさは感じられ──い、いたっ。カレン、頭、叩たたかないでよ」

「制服が皺しわになる。ステラも甘やかさない。いい加減、私達がいなくても男の子と話せるようにならないと」

「え、えーっと……カレン、厳しいんじゃない？」

「そうよ！　カレンだって、男の子とあんまり話さないじゃないっ！」

　私の腕うでの中でフェリシアがカレンへ文句。慣れるとたくさん話す子だし、女の子とは話せば仲良くなるんだけど。

　対して親友は制せい帽ぼうを木製の帽子掛かけに引っ掛け、制服の上着を脱ぬぎつつ、応じた。

「私は必要がある時は話しかけてる。フェリシアとは違うわ」

「う……で、でも、学内で仲良い男の子はいないでしょ？　ステラも」

「え？　わ、私？」

　考えてみると、親しい男の子はいないかもしれない。みんな、他所よそ他所よそしいし……。

　シャツ姿のカレンは、フェリシアのベッドに腰かけた。

「別に特定の男の子と仲良くなる必要性はないのよ。フェリシア、その資料は？」

「あ……な、な何でもないよ」

「噓うそつくなら、話は聞かない」

「カ、カレン～。うぅ……ステラ、副生徒会長が虐いじめるぅ」

「だ、大だい丈じよう夫ぶよ。私が聞くし。カレンだって！　ね？」

「早く話して」

　カレンが先を促うながしてくる。腕の中の眼鏡少女は答えにくそうに口を開いた。

「……うちの商会、一昨日おととい商談をしてね。……見事に失敗したの」

「えっと……残念だったわね」

「再さい確かく認にんしてたのは？」

「王立学校の復学と重なって、見てなくて。そしたら……」

　力なく項うな垂だれてしまった。

　フェリシアの御実家は中規模の商会を経営されていて。ここ数年、急成長。少しずつ名が広まっている。

　そこには眼鏡をかけてる親友の助言も大きく寄き与よしている……らしい。

　カレンは『実質的な経営者』なんてよく言うけど、話が大きすぎる。

　確かに座学は優ゆう秀しゆうだし、魔ま法ほうも平民出身としては相当な才がある。けど、身体を動かすのが苦手で、性格も……。だいたい、経営なんて。フェリシアは人見知りで、知らない男の人とも話せないのに。

　私は親友の小さな左ひだり肩かたに手を置く。

「商談は幾いくつもあるんでしょう？　忘れて、次に進んだ方がいいわよ。ね？」

「うん……そう、だよね……」

　励はげましても曇くもり顔。普ふ段だんはすぐに切り替かえるのに。

　カレンが、フェリシアのおでこを指で弾はじく。小さな紫し電でんが飛び、眼鏡少女はベッドへ倒れこんだ。

「きゃん！　カ、カレン……」

「詳くわしく話して。聞いてあげるわ」

「…………うん。ありがと」

　カレンは親友のおでこへ手をやり、問いかけた。御お互たがい、信頼し合っているのが伝わってくる。

　──ズキリ、と私の胸が痛む。

　同時に打ち消す。何を、何を考えてるの、私は。カレンもフェリシアも大事な親友。私だってフェリシアを信じてる。気にする必要なんてない。ないのだ。

　──眼鏡の位置を調整した親友は、私達へ何があったのかを説明してくれた。

　取引先や相手の名前はぼかしていたものの、御実家の今後を左右するくらい大事な商談だったようだ。それを、お父様が示した無理な条件が台無しにしてしまったらしい。

　聞き終えたカレンが静かな声を発した。

「……フェリシア」

「ごめんね、聞いても困るよね。うん！　次に活いかす！　ありがとう。すっきりした。さ、お昼に」

「御父様は、商談相手を『十七歳』と言ったのね？　そして、取引先は貴女あなたが悔くやんで、再さい交こう渉しよう出来ないか、と悩なやむ程ほどの相手。確かく認にんだけど、男性よね？」

「う、うん、そうだけど」

「…………」

　親友は無言のまま立ち上がると、制帽を再び被かぶり、制服の上着を羽織った。

「カ、カレン？」「どうしたの？」

「出てくるわ。お昼は先食べてて。フェリシア」

「？」

「──再交渉、したい？」

「！　う、うん……だけど……」

「話してみる。午後はそのつもりでいて」

　親友の提案に私は戸と惑まどう。今日は──心が重くなった。躊躇ためらいつつ尋たずねる。

「カレン。午後は、ハワード家へ、行くのよね？　ティナ達と訓練してほしいって……アレン様が、言ったんじゃないの？」

「!?　わ、私、聞いて、ないっ！　あ、あと、ステラ、今、言った人って……！」

「カレンのお兄さんよ。『剣けん姫きの頭脳』、聞いたことない？」

「!?　そ、そんな……で、でも、カレンは狼おおかみ族ぞくで……」

　フェリシアが瞳ひとみを大きく見開き私達を見た。同時に頷うなずく。更さらに大きく瞳を開き

「……きゅう」

　可愛かわいい声を出し親友はベッドへ倒れこんだ。……え？　そんなまさか。

　カレンは大きく肩かたを竦すくめた。

「行ってくるわね。……覚かく悟ごは固めておいて」




　　　　＊




　カフェの外席で、僕は先日不採用にしたフォス商会の資料を読み直しながら三人を待っていた。何度読み直しても、違い和わ感かん。資料を読む限り、優秀な経営者じゃなければこんな躍やく進しんは──拗すねた声。

「兄さん、可愛い妹がいるのにお仕事ですか？　優先順位が違ちがうのでは？」

「ああ、ごめんごめん、カレン」

　紅茶カップを手に、ジト目で僕を見る制服姿の狼族の少女。制帽には王立学校生徒会副会長の証あかしである『片かた翼よくと杖つえ』の銀ぎん飾かざり。後ろではふさふさの尻尾しつぽが揺ゆれている。

　二人きりになる時間は最近なかったし嬉うれしいらしい。資料を鞄かばんへ仕し舞まう。

「で、どうしたんだい？　ステラ様の件かな？　午後、ティナ達の相手をするのは嫌いやと？」

「いえ。お話ししたいのはもう一人の子のことです」

「もう一人？」

　まじまじと憂うれい顔がおのカレンを見つめる。ずっと休学をしていた、っていう子かな？　確か名前は──あ。

「フェリシア・フォスって」

「先日、お父様と面会されたそうですね？」

「……カレン、これは僕だけの話じゃないんだ」

「はい。けど、落ち込み様が尋じん常じようじゃなくて……兄さん」

「本人と直接会ってみないと何とも言えないよ。そういう子なのかい？」

「…………」

　ティースプーンを、カレンが無言で回している。どうやら違うようだ。

「フェリシアは優秀です。ただ、身体が弱くて、人見知りも。特に男の人を苦手としています。学内で男の子と話しているのを見た記き憶おくがありません。最初は、授業へ出るのも苦労していたくらいです。女の子には可愛がられますし、慣れれば話すのですが。特に、商売や裁さい縫ほうは幾らでも」

「そんな彼女を助けてきたのが、ステラ様と僕の可愛い妹、というわけだね」

「……兄さん、からかわないでください」

「本心だよ。連れてきていいのか、聞きに来たんだね？」

　こくり、カレンは頷いた。

　可愛い妹の頼たのみだし、助けてあげたいけど。

「とりあえず、一緒に連れておいで。話は聞くよ」

「……よろしいんですか？」

「うん。面おも白しろそうな子だしね。お兄ちゃんとしても妹の親友へお願いもしておかないと」

「お願い？」

　カレンが、きょとん、とする。おー。映像宝ほう珠じゆを取り出し撮さつ影えい。

「！　兄さん!?　い、今、どうして撮とったんですか!?」

「母さんとの秘密は話せないなぁ。簡単なお願いだよ。『カレンが何時いつも迷めい惑わくをおかけしています。妹は甘えたがりなので、仲良くしてください』ってね」

「わ、私は甘えたがりじゃありませんっ！　変な映像を母さんに渡わたさないでくださいっ!!」

「だーめ。なら、甘えたがりじゃないカレンは今後、僕の下宿先へ泊とまりに」

「──行きます。それとこれとは話が別です。あれは妹としての正当な権利であり、神聖な義務であり、兄さん独どく占せん法に定められてもいます。兄さんに拒きよ否ひ権けんはありません！」

「カレン、紫電が出てるよー」

　周囲に飛び散り始めた紫電を消す。眼めまで紫にして、まったく。

　なだめるべく焼き菓が子しを差し出すと、口を開けてぱくり。

「……兄さんのいけず」

「もう一個食べるかい？」

「……食べます」

　──妹へ焼き菓子を食べさせたり、食べさせてもらったり、他た愛わいない話をしていると、にぎやかな話し声が聞こえてきた。来たかな。

　顔かお馴な染じみになった女性店員さんへ果実水を三つ頼むと、即そく、用意してくれた。焼き菓子はいいです。何ですか？　残念そうな顔をして。

　待っていると、通りに僕の教え子達が姿を現した。手を動かして議論している。

「初手全力全開でいくべきですっ！　開幕『氷ひ雪せつ狼ろう』と『火か焰えん鳥ちよう』を発動して、エリーには中級魔法を連射してもらえば！」

「首席様は甘いです。相手はカレンさん。兄様に全てを習われた方なんですよ？　初手は様子見。私達は欺ぎ瞞まん魔法と初級魔法で援えん護ごしつつ、エリーの静せい謐ひつ性せいを活かして奇き襲しゆうを」

「ぜったいっ、速そつ攻こうすべきですっ！」

「無理だ、と、言ってるんですっ！」

「あぅあぅ。テ、ティナ御お嬢じよう様さま、リ、リィネ御嬢様、お、お声が大きいんじゃないかなって、お、思うんですけど……あ、アレン先生ぃ」

　激論中。ステラ様の対策を忘れてるよ？

　エリーが困った顔で僕を見て駆かけてくる。

　肩には魔法生物の黒の子こ猫ねこ。先日、遂ついにコツを摑つかんだのだ。そんなに急いだら──案の定、転びそうになるもカレンが受け止めた。

「何もない所で転びそうにならないでください。演技ですか？」

「ち、違いましゅ……ごめんなさい。ありが──ひゃぅ！　カ、カレン様？」

「…………カレン、でいいです……兄さん」

「僕に話を振ふらないでほしい。ティナ、リィネおいで」

「先生！」「兄様！」

　エリーを抱だき締しめた妹へ首を振る。身体的なものだしね。

　呼びかけた二人の公女殿でん下かも駆けてくる。

　メイドさんを検分中のカレンを認識し「副会長は」「味方です」。通り過ぎ僕の傍そばへ。

「先生！　私達、今日は喧けん嘩かしませんでした」

「兄様、リィネは首席様に虐いじめられてしまいました。慰なぐさめてくださいませんか？」

「……リィネ？」

「事実です」

「二人共、座ってください。カレン、エリーを返しておくれ」

　ティナとリィネをたしなめ、妹を止める。

　渋しぶ々しぶエリーを解放した妹が僕の前へ戻もどり、涙なみだ目めのメイドさんの頭を、ぽん。「先生、私もですっ」「首席様はそうやって……兄様？」とティナ達も騒さわぐので、同じく、ぽんぽん。

　三人は嬉しそうに身体を揺らす。子猫は僕の肩へ。

　お澄すまし顔のカレンはカップを手に取っている。副会長の体面もあるしね。エリーにはあんなことしたけど。

　リィネが鞄から何も書かれていない大きな封ふう筒とうを取り出し、差し出してきた。

「兄様、アンナからです」

「アンナさん？　何か言ってたかい？」

「渡した後、部屋の隅すみっこに座り込んでいじけてました。『アレン様の貴重な御時間を奪うばうなんてっ！　嗚呼ああ……私はメイド失格です……。シェリー様にも御ご指し摘てきを受けていたのにっ……何たるっ、失態っ！』って。何かあったんですか？」

「少しね。気落ちなさらず、と伝えてくれるかい」

　中身を取り出す──フォス商会の資料だ。調べなおしてくれたらしい。アンナさんも、おかしい、と思われたのだろう。

　やっぱり、あそこには別の──ティナとリィネが興味深そうに覗のぞき込んできた。

「直近数年分の、売上と利益の細かい推移表ですね。一年目は落ち込み続けていますけど、二年目の途と中ちゆうに止まって、黒字転てん換かんしてます。あとは経営者の評判と、従業員の変へん遷せんですね」

「従業員数は増えているものの、経営層の顔ぶれはここ数年変化なし。会頭への大半の評価は『食品の目め利きき。やり手という印象はない。されど、フォス商会の経営は順調』と。この方が赤字だった商会を建て直したんですか？　違う人が会社を率いているみたいです」

「……経営層は変わっていない……違う人……カレン？」

　妹を見やると半ば首しゆ肯こう。確信までには至ってない、と。

「兄さん。私は学校へ戻ります。後のち程ほど、伺うかがいます」

「うん。カレン」

「フェリシアはしっかりした子です。自分で動く決断をすると信じています」

「そっか。待ってるよ」

「はい──貴女あなた達、兄さんが甘やかしの達人でも、甘えすぎないように。でないと、リディヤさんみたいになってしまいますよ？」

『！　はいっ!!』

　カレンは背筋を伸のばし歩き出した。きちんと先せん輩ぱいをしてる。お兄ちゃんは嬉しいです。

　教え子達へ向き直る。

「僕等も飲み終わったら行きましょうか。シェリーさんが、アンナさんに負けじ、と張り切っておいでのようですよ？」




　　　　＊




「はぁぁ～ん♪」「ん～～～♪」「はむ……シェリー、とても美味おいしいです」

「ありがとうございます。皆みな、喜びます」

　三人並んで座り美味おいしそうに食べるティナ達を、ハワード家老メイド長のシェリーさんが後ろで見守っている。本当に美味しい野菜シチューだな。

　丁てい寧ねいに丁寧に調理しているんだろう。何事も手て間ま暇ひまは大事。

「シェリー、シチューに使ってるお野菜って北方のよね？」

「はい。ティナ御嬢様の御ご尽じん力りよくにより、生産量も増えているようです」

「そっかぁ……えへへ。先生！」

　全身で『褒ほめてほしいです！』。こんな美味しい野菜類を王都へ回せる生産体制の土台を作ったのはティナ・ハワード公女殿下なのだ。目の前の少女を素す直なおに称しよう賛さんする。

「ティナは凄すごいです。尊敬しています」

「！　そ、そ、そ、尊敬だなんて…………私も、私も先生を」

「シェリーさん、お肉も北方産なんですか？」

「雪ゆき鹿じかでございます」

「む……」

　右隣のリィネが会話を遮さえぎってきた。前まえ髪がみは悔くやしいのか途中で折れている。ティナは気付かず不満を口にしようとし

「♪」

　エリーが幸せそうにスープを飲む様子を見て止まった。天使だ。

　──食後、ティナへ教えを乞こう。

「単純に生せい鮮せん品は冷やして運べば良い、というわけではないんですね？」

「はい。果物や野菜、お花と他の植物にも、最適の温度があります。あと、飛ひ竜りゆう便かグリフォン便で運ばない方が良い物もあります。振しん動どうで傷いたむ場合もありますし」

「生鮮品の輸送方法や保存方法は検討余地がありそうですね。ありがとうございました。意見書を書けそうです」

「えっへん！　もっと頼たよってくださってもいいですよっ！　……先生、臨時のお仕事は終わられたんですよね？　まだ調べておいでなんですか??」

　椅い子すの前でティナが胸を張り、直後疑問を浮うかべた。手帳へメモを走らせ、応じる。

「終わりましたよ。ハワードの農作物は、君が頑がん張ばった成果です。僕も全力を尽つくさないと」

「っ！　……先生のそういうところ……ズルいです……」

　少女は恥はずかしそうに顔を伏ふせ、照れている。

「認めざるを得ませんが……前期試験は負けません」

　友人を称賛し、闘とう志しを燃やしているリィネ。

「ティナ御嬢様はとっても、とーっても、凄いんです♪」

　エリーは毒気零ゼロで純じゆん粋すいな賛辞。

　ほんわかするなぁ。話題を変え、気になっていることを質問してみる。

「ティナ、エリー。ステラ様なんですが、変わった様子はありませんか？　以前、落ち込まれていたので」

「御姉様ですか？　確かにあの後、少しだけ元気がなかったですけど……今は変わらず、しっかり者な生徒会長さんです！　私の御姉様ですからっ！　今日も御お屋や敷しきに来てくれますし、すっごく楽しみです♪」

「ステラお姉──御嬢様は、と、とっても頑張っておられます！」

「そうですか」

　リィネも疑問は感じてないようだ。

　深刻に考えすぎなのかな？　思考を切り替かえる。

「では、雑談はここまでにして真ま面じ目めな話を。前にも話した通り、王立学校の前期試験が迫せまってきています。課題の進み具合はどうですか？」

「う……」「あぅぅ……」「わ、私は……」

　三人共、苦戦しているらしい。エリーも魔ま法ほう生物は生み出せたけど、実戦に出せる水準ではないし。

　日々、急成長しているとはいえ学校に通いつつ。前期試験まで、とは言ってあるものの、本音を言えば間に合わなくてもいい。少しずつ前へ進んでくれれば。

「では、エリー」

「は、はひっ」

「ティナとリィネに、威い力りよく制せい御ぎよと結界内発動のコツを教えてあげてください。出来たら魔法生物も」

「！　わ、私が、御嬢様達に、ですか？」

「ええ。エリーの方が二人よりも上達してます。お願い出来ますか？」

「は、はひっ！　が、頑張りますっ！」

　メイドさんは両手を握にぎり、幼気いたいけな決意表明。

　片や教えてもらう側の公女殿下達は、しょんぼりしている。

「う～」「……兄様」

「ティナとリィネは、エリーへ上級魔法のコツと、学科の内容を教えてあげてください。教え合うのも楽しいですよ？　勿もち論ろん、僕も教えます」

「「！」」

「わぁぁ♪　ティナ御嬢様とリィネ御嬢様、よろしくお願いします。えっと、えっと……お、お勉強の方は、で、出来れば手加減してほしいかなーって」

　輝かがやくような笑え顔がおで二人へお願いをするエリー。ティナとリィネは顔を見合わせた。

「わ、私達ならすぐです」「そ、そうですね」

「成果を楽しみにしています。さて」

「「「？」」」

　三人の視線が僕へ集中。

　見み渡わたし右手を横へ振り、蒼あお、緑、赤の小さな魔法球を浮かべる。

「新しい課題も出しましょうか。僕が投げる魔法球を相そう殺さいしてください。展開速度向上の訓練です」

「ドンとこいですっ！」

「が、頑張りましゅ、あぅ」

「…………」

　ティナとエリーは気合十分。リィネは顔を強こわ張ばらせている。

　あいつにもやってたし、知ってるのかな？

「いきますよー。言いそびれました。展開速度が基準より遅おそかった場合、打ち消します」

「「！」」「……やっぱり」

　魔法球を動かし、三人へふわふわ近付ける。ティナ達は相殺しようと魔法を展開しようとするも

「!?」「ま、魔法が」「……くっ」

　魔法式が構築される前に崩ほう壊かい。発動はおろか展開にも至らない。迫る魔法球。

　ティナは杖つえを構え、リィネも剣けんを抜ぬき放ち、エリーも最速で魔法を紡つむごうとする。

　──三色の魔法球は三人の胸むな元もとへ到とう達たつ。弾はじけた。痛みは一いつ切さい無し。

「そ、そんな……」「あぅぅ……」「想像以上です……」

「残念でした。リディヤやカレンも多少苦戦していましたし、悲観しないでくださいね」

「リ、リディヤさんと」「ふ、副生徒会長が？」「……悪戦です」

　主従が驚きよう愕がくし、赤あか髪がみ少女は口を尖らせた。

「リディヤは三日。カレンも一週間くらいだったよ。リィネならもっと早い」

「おだてても無む駄だです。姉様は『極きよく致ち魔法より難しい』と」

「君はリィネだしね。僕は信じてるんだけどな」

　赤髪の公女殿でん下かは剣を納めると、顔を横に向け早口。

「……ま、まぁ、すぐに出来るようになります」

「先生！　私もすぐ、すーぐ、ですっ！　リィネより早くっ!!」

「……無理ですね」

「何でですかっ！」

「貴女、威力制御も満足に出来てないですし？　私は出来てますし？」

「……う～負けませんっ！」

「返り討うちにしてやりますっ」

　二人は取っ組み合いを開始。小動物が背後に見える。おずおず、とエリーが挙手。

「ア、アレン先生、し、質問です」

「はい、どうぞ。エリーさん」

「は、はひっ。ま、魔法を打ち消す速度は……」

「ああ、言ってませんでしたね」

　メイドさんは、緊きん張ちよう半分、ワクワク半分。ティナ達も取っ組み合いを中止した。




「さっきの水準は、魔法が使えるようになった頃ころのリディヤです。王立学校一年生の前期時代ですね。突とつ破ぱ出来れば、魔法速度の点で一年生前半の『剣けん姫き』超ごえとなります。部屋に戻ったら少し練習してみましょう」




　　　　＊




　カレン達がやって来たのは、午後のお茶休きゆう憩けい中だった。

　無む尽じん蔵ぞうの元気さを持つティナ達も特訓で疲つかれたのか、テーブルに身体を投げ出し、おやつの焼き菓が子しを頰ほお張ばっている。蜂はち蜜みつをたっぷり入れて焼き上げた一口大の物だ。

「あむ……無理。こんなの無理です……」「……あぅぅぅ、ど、どうすればぁ……」「……兄さまはぁ、いじめっこです……」。聞こえてるよー？

　遅おくれて来たのは三人。皆、制服姿。

　カレンと落ち着かない様子のステラ様。王立学校入学以降、ハワードの御屋敷に来てはいなかったらしい。シェリーさんと屋敷に詰つめている人達は号ごう泣きゆうされていた。

　そして、生徒会長にぴったりとひっ付いている眼鏡をかけた瘦やせっぽちな少女。

　淡あわい栗くり色いろの長い髪。瞳ひとみは前髪に隠かくれている。肌はだは青白く不健康そう。身体も細く儚はかなげだ。背はティナと同じくらいかな？　ただし……胸は大きい。

　ティナとリィネは気になるのか、ちらちら、と観察中。

　ステラ様が恐きよう縮しゆくしたように頭を何度も下げてきた。

「申し訳ありません。友人まで連れて来てしまって……」

「気にしないでください。お役に立てるかは怪あやしいですが」

「そんな事は……アレン様は凄すごい方ですし」

「方向性は見えます」

　ステラ様とカレンの信しん頼らいが重たい。ティナ達も、高こう揚ようした様子で同意。

　眼鏡少女に話しかける。

「フェリシアさん、でしたっけ。アレンです。何時いつも妹がご迷めい惑わくを」

「……兄さん？」

「かけてるだろう？　聞くくらいは出来ます。話してみてください」

「は、は、は、は、はい！」

「緊張する必要はないですよ。カレンも拗すねない」

「拗ねてなんかいませんっ。フェリシア、隠れていないで自分で説明をして」

「う、うん……」

「フェリシア……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ、ステラ。大丈夫…………」

　顔面蒼そう白はくの眼鏡少女はステラ様から手を離はなし、僕と相対した。

　身体は震ふるえているものの、前髪の奥の瞳には強い意志をたたえ、誠実さが表に出ている。お化け粧しようを覚えたら化けるだろうな。

「僕に話があるとか？」

「は、は、は、は、は……」

　ガチガチに緊張しつつ話そうとするも──視線が交差した瞬しゆん間かん

「……きゅう」

「おっと」

　倒たおれそうになったので浮ふ遊ゆう魔法を発動。気絶した!?　カレンを見る。

「御ご覧らんの通りです」

「……重じゆう症しようだね。起こしてくれるかい？　ステラ様、座ってください」

「はい」「は、はい」

　小さな紫し電でんが飛び眼鏡少女の額に当たる。びくっ、と身体が震え、目をぱちくり。

　──ぷかぷか、浮うかびつつ僕と視線が再さい交こう錯さく。

「！　あ、あ、あ、あの……」

「おはようございます。はい、深呼吸」

「え？　あ、は、はい」

　一いつ生しよう懸けん命めい、素す直なおに深呼吸を繰くり返す。ティナ達とちょっと似てる幼さ。

　人差し指を伸のばすと揺ゆれていた瞳の焦しよう点てんが少し定まった。おでこをほんの軽く突つく。

「ひ、ひゃん！　え、えと、えと、あの……」

「人と話せるようになるちょっとした秘密のおまじないです。僕の小さな妹はこれで、人見知りを克こく服ふくしました。はい、もう一度深呼吸を」

　おでこを両手で押さえた眼鏡少女は、更さらに深呼吸。

　カレン、そんな目をしても効かないよ。事実だしね。

　──落ち着いてきたようだ。

「話してみてください。そこが落ち着くなら──あ、カレンの膝ひざ上うえがいいですか？」

「兄さん？」

「駄だ目めだそうです。申し訳ない」

　僕達の掛かけ合いに、くすり、と表情が緩ゆるむ。

　視界の外れでステラ様の顔が少し強張り、眼鏡少女は言葉を発した。

「椅い子すに……座らせてください」

　──僕の前に座ったフェリシアさんが話し始める。

「私の家は、商家なのですが、先日、大きな商談が、あったんです。……成功していれば、飛ひ躍やくの切っ掛けになる、お話でした」
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「続けてください」

「ですが、失敗しました。条件書の内容を、確かく認にんしたところ……無理矢理契けい約やくを結ばなかった、先方のご厚こう情じように、感謝しました」

「商談です。百戦百勝とはいかないでしょう。次で挽ばん回かいをなされば？」

「ステラにも言われました……ただ」

　眼鏡少女が口ごもり、躊躇ためらいを滲にじませる。

「父が頑がんとして譲ゆずらないのです。『再さい交こう渉しようするっ！』と。私もそう思っていますが、提出した条件……？　！　た、た、た大変、申し遅れました、私の姓せいはフォス。アレン様に先日、ご迷惑をおかけいたしました、エルンストの一人ひとり娘むすめです」

　眼鏡少女は深々と頭を下げた。

「先生は私達の授業中です。ルール違い反はんだと思います」

「ティナ、ありがとう。フェリシアさん、頭を」

　公女殿下がいつになく厳しく指し摘てき。眼鏡少女は頭を上げようとしない。

「……ルール違反は重々承知しています。その上で……お願いします。再度、機会をいただけないでしょうか？　提案書は再提出させていただく所存です」

「…………」

　今日、資料を読み込んで、カレンに言われたとはいえ、すぐさま行動したのか。果断だ。

　僕が黙だまったのを見て不安に思ったのだろう、ステラ様が口を挟はさんだ。

「アレン様……気分を害されたのであれば、責めるのは私だけに」

「いえ。友人想おもいなのは素す晴ばらしいです。んー、何と言ったらいいのか……」

　リィネがステラ様とフェリシアさんを一いち睨げい。好意的ではない。ティナも同調。

「兄様のお立場をお考えください。兄様は誰だれよりもお優やさしい方です。無理難題も、何とかしてくださいます」

「ですが、先生はこの件で、両公こう爵しやく家けを代表されているんです。身内に相談されて、手心を加えるのは褒ほめられた行こう為いではありませんっ！」

　言ってる事は正しい。

　だけどそんなにキツい言い方をしなくても。フェリシアさん、涙なみだ目めになってるよ？　ステラ様も辛つらそうだし。

　教え子達へ浮遊魔法を発動させて、僕の隣りん席せきへ。

『！』

「ティナ、リィネ、心配してくれるのは嬉うれしいです。ありがとう」

　微笑ほほえみゆっくりと頭を撫なで、諭さとす。

「でも、全てを承知した上で、此処ここに来られている人の勇気を責めてはいけません。二人にはきちんと他者の勇気を褒められる女性になってほしい、と思います」

「せ、先生」「あ、兄様」

「普ふ段だんは要求するでしょう？」

「い、意地悪ですっ……」「そ、そうですっ……」

　頰ほおを赤らめ抗こう議ぎしつつも頭を自分で動かす二人。髪かみが乱れちゃうよ。

　エリー、いそいそとこっちに来てどうしたんだい？　制せい帽ぼうまで外して。

　仲間外れは嫌いや？　しょうがないなぁ。カレン、羨うらやましさが隠れてないよ。

　三人の頭を撫でつつ、呆あつ気けに取られているフェリシアさんへ話しかける。

「申し訳ない。甘えたい盛さかりの教え子達で」

「…………御お二人は正しいです。御ご無理を言っています」

「分かった上で──フォス商会を差配されている身としては看過出来ない、と」

「!?」「え……？」「思った以上の立場でしたか」

　年長組の三人が反応する。ステラ様はフェリシアさんよりも衝しよう撃げきを受けているようだ。カレンは、カフェで教えてくれたように、薄うす々うす気づいていたのだろう。

　アンナさんの報告書を指差す。

「商談相手は調査をしています。最初は気付きませんでしたが」

　書かれていたのは、ここ数年に亘わたるフォス商会の決算状じよう況きよう分ぶん析せきだった。

　──綺き麗れいな右みぎ肩かた上がり。

　ただ、表にすると一年だけ激しく落ち込み、赤字になっている年がある。

「この年は先代──貴女あなたのお爺じい様さまが亡なくなられ、現会頭が就任された年ですね。落ち込みは、その影えい響きよう、と判断していました。しかし、更に細かく分析をして奇き妙みような事実に気付いたんです。実際には一年以上に亘って落ち込み続けていたものが、急に回復している。売る物は変わらず、食品中心。経営陣じんに優ゆう秀しゆうな人材を得たわけでもない。唯ゆい一いつ、変化があったのは、エルンスト会頭が王国西方にいた御家族を王都へ呼んだこと」

　ティナとリィネが僕の顔を見上げた。聡さとい子達だ。

「先生、それって……」「兄様、それは」

「さっき、ティナとリィネが指摘してくれたお陰かげで僕も気付いたんだよ」

「…………」

　フェリシアさんは息をのんでいる。

「フォス商会の躍やく進しんは、一いつ般ぱん的な資料だけを見ればエルンスト代表の敏びん腕わん。けど、先日の商談で感じた印象と、取引をした人達の評判と一いつ致ちしません。フェリシアさん、貴女が王都へ出て来られたのは、黒字転てん換かんする前なのでは？」

　報告書の最終頁ページにはこう書かれていた──『経営者は別人と推察される』。

　ふぅ、と眼鏡少女が大きく息を吐はいた。項うな垂だれ、肯こう定てい。

「……その通り、です。私は身体が弱かったので、ずっと田舎で暮らしていました」

「資料上に貴女の存在はいません。商談に同行する事もなかったのでしょうね」

「当たっています……何な故ぜ、私だと？」

　純じゆん粋すいな疑問。苦く笑しようしつつ答える。

「示し唆さする情報はありましたが、決定的だったのは貴女と直接話してみてですね。商談があったのは一昨日です。普ふ通つうの学生さんは条件内容を確かく認にんしたりしませんし、会いに来たりもしませんよ。まして、条件書を再提出、とは言いません」

「…………降参です。噂うわさ通りの御方ですね」

「噂？　僕のですか？」

「こんな機会ですがお会い出来て光栄です。『剣けん姫き』様の唯一無二の相方である貴方あなた様さまのご活かつ躍やくはかねがね……カレンのお兄様なのは知りませんでしたけど」

　色々やっているのは傍ぼう若じやく無ぶ人じんな腐くされ縁えんであって、僕じゃない。毎回、巻き込まれてるだけで……大きく首を振ふる。

「僕は凄すごくありませんよ。凄いのはリディヤ・リンスター、『剣姫』です」

「先生」「アレン先生」「兄様」「兄さん」「…………」

「皆みな様さま、そうは思われていないみたいですが？」

「……ここまでにしましょう。フェリシアさん」

「は、は、は、はい！」

　極度に緊きん張ちようした面おも持もち。人見知りかつ男の子が苦手。けれど、商才があり、何より……行動する勇気を持っている。

　後でリサさんの折せつ檻かんは覚かく悟ごしないと。

「申し訳ありません。両公爵家の取引先選定役としては、手心を加えてあげる事は出来ません──僕個人としてなら協力は惜おしみません、が」
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「そう、ですか……」

「フェリシア……」

　アレン様の回答を聞いた私の声は掠かすれていた。ステラに肩かたを抱だかれる。

　……当たり前だ。面識もなく突とつ然ぜん押しかけ、再交渉を訴うつたえる。

　私が同じ立場になったら信しん頼らいしようとは思わない。取引なんて論外。

　ティナ様とリィネ様は正しい。私は此処に来るべきではなかった。

　居たたまれず直立し、謝罪する。

「申し訳ありませんでした……失礼、します」

「あ、ま、待ってフェリシア！　アレン様、私も失礼します」

　逃にげ出すように部屋を出て、廊ろう下かを歩き出す。

　……恥はずかしい。

　今まで多くの商談を陰から成功させた自負は持っている。

　でも、今回は状じよう況きようが悪過ぎたし、相手も上うわ手て。悔くやしいけど、涙が出てきちゃうけど、両公爵家と取引をする事は出来ないだろう。

　追いついて来た親友が励はげましてくれる。

「気を落とすと身体に障さわるわ。仕方ないわよ」

「うん……」

　両公爵家の取引先に選ばれれば、フォス商会は王国内で、より名が知られるようになっただろう。千せん載ざい一いち遇ぐうの機会だったのに……。カレンの声。

「フェリシア」

　振り向くと嬉しそうに尻尾しつぽを振っている親友と三人の少女達。

　当とう惑わくして立ち止まっていると、親友が私の手を握にぎってきた。

「ど、どうしたの？」

「部屋へ戻もどって。兄さんは力になってくれるわ」

「へっ？」「……え？」

「伝わってない。回りくどくなるのは兄さんの悪い癖くせね」

「同感です」

　うんうん、とティナ・ハワード公女殿でん下かも頷うなずいている。

　エリー・ウォーカー嬢じようとリィネ・リンスター公女殿下が話しかけてくる。

「えっと、えっと……ア、アレン先生は、ちょびっとだけ意地悪さんですけど、でもでも、とっても優しくて、暖かくて、頭を撫でてくださって……えへへ」

「エリー、大きく逸それていますよ？　フェリシアさん、でしたっけ？　兄様は自分に助けを求めてきた人の手を振り払はらう方じゃありません」

「えっ……？」

　どういう意味？　私は断られたのではないの??　カレンへ尋たずねる。

「ねぇ──アレン様が力を貸してくれるっていう話。本当……なの？」

「ええ」

「……断られたようにしか聞こえなかったんだけど」

「前半だけ聞けば、そうね」

「……どういう意味？」

「説明しますっ！」

　ティナ公女殿下が腰こしに手をやり自じ慢まんげに胸を張っている。豊かとは言えないようだ。

　隣となりでは赤あか髪がみ少女も同じ姿勢。メイドさんはニコニコ。

「先生はこう仰おつしやいました。『僕個人としてなら』って」

「兄様にも御立場があるので。というか、母様と姉様対策ですね、絶対」

「ティナ御嬢様とリィネ御嬢様も、は、入ってるかなーって、お、思うんですけど……」

「「……エリー……」」

「あぅ！　ご、ごめんなさいぃぃ」

　何を言っているんだろう？　あんなのは社交辞令だ。

　取引を継けい続ぞく出来ない条件で、契けい約やくを結ぼうとしたうちを──妹の友人でしかない私を助けてくれるなんて、そんなお人ひと好よし、いるわけないっ！







　リンスター家の内庭に設けられた休きゆう憩けい場所で、私はアレン様へ次の質問を発した。

「ハワードの新農作物の取引では何が一番の問題でしょうか？」

「新品種は長持ちしますが、北の気候に適応させている農作物である事を忘れてはいけないと思います。つまり？」

　えっと……。

「現行よりも、保存場所を気候に近付ける努力と、移動手段の配はい慮りよが必要、ですか？」

「ええ。これはワインだろうが、農作物であろうが、食物なら全て同じ。僕の先生の受け売りです」

「はい！」

「他にはありますか？」

「では、うちの商会に必要な事はなんでしょうか？」

「そうですね──ティナ、リィネ、極きよく致ち魔ま法ほうに頼たより過ぎるのは止やめましょう。エリー、魔法が単調になってます。カレン、攻こう守しゆの切り替かえ時、利きき手を庇かばう癖が出てる。直そう」

　アレン様が、内庭に設けられた訓練場内にて、信じられない速度と規模で繰くり広げられている模も擬ぎ戦──カレン対他の三人──を見もせず、注意をしていく。




　氷属性極致魔法『氷ひ雪せつ狼ろう』

　炎ほのお属性極致魔法『火か焰えん鳥ちよう』




　生きている間に二属性の極致魔法を見る機会が巡めぐってくるなんて。しかも、操あやつっているのは私より年下の少女達。公こう爵しやく家けってとんでもないのね。

　ティナ・ハワード公女殿下が魔法を使えないという話、噓うそだったんだ……。

　ステラの手紙で知らされてはいたけど、数ヶ月前まで使えなかった子の魔法じゃない。

　……あの子、どうしたのかな？　部屋へ戻った際の会話を思い出す。

『おかえりなさい。みんなで内庭に移動しましょう。ティナ、リィネ、エリー、休憩はお仕し舞まいです。カレン、ステラ様、三人の相手をお願い出来ますか？』

　私達が戻ると、アレン様は資料を用意し、待ってくれていた。

　一年生三人組は「「「はーい」」」と返事をし、意い気き揚よう々ようと先行。カレンも「手加減しませんよ？」と後に続いた。

　ステラも倣ならおうとし、途と中ちゆうで立ち止まってしまった。




『ごめんなさい……体調が悪いので、今日は見学させてください』




　さっきまで元気だったのに。ティナ公女殿下とエリーさんは凄く残念そうにされた後、心配そうに声をかけていた。アレン様とカレンは視線で会話。

　それでも……内庭には来て、私の隣に座っていたのだ。

　けど、結界内で模擬戦が始まり、私がアレン様へ猛もう烈れつに質しつ問もん攻ぜめを開始したら、酷ひどく青あお褪ざめた様子で、よろよろ、と立ち上がり『……体調が優すぐれないの。先に帰るわね……』と。

　病弱は私の専売特許なのに。私に驚おどろいてもいたような……。

「い、いきます！」

　エリー・ウォーカー嬢が大きな声を出した。多数の中級魔法でカレンを包囲。

　三年の私より魔法を……そんな水準じゃないわね。何属性も使っているし。一気に襲おそい掛かかり、炸さく裂れつ。そこへ『火か焰えん鳥ちよう』『氷ひ雪せつ狼ろう』が追つい撃げきし、炎と氷の饗きよう宴えんを現出。

　……危なくないのかな？　止めた方がいいんじゃ。

　一年生達の後方より涼すずやかな声。悠ゆう然ぜんと佇たたずむ私の親友。

「他た愛わいないですね。兄さんに習ってその程度なのですか？」

「なっ!?」「あぅあぅ」「くっ……」

「私からもいきますよ？」

「「「っ！」」」

　轟ごう音おんと共に内庭に張られた結界内が土つち煙けむりに包まれた。

　カレンは模擬戦の開始以来、一年生達を圧あつ倒とう的な速度で翻ほん弄ろうし続けている。被ひ弾だん無し。

　強いのは知ってたけど、極致魔法ですら問題にしないなんて、ありなわけ？

　──一番凄いのはアレン様だけど。

　私と会話をして、資料も読み込んでいるのに細部を把は握あく、膝ひざ上うえの黒の子こ猫ねこも撫なでているなんて、おかしくない？

「カレン、良い動きだよ。文句なしだ」

　でも、自分が他者にどれだけ強い影えい響きようを与あたえているかは分かっていないみたい。

　親友は淡たん々たんと「ありがとうございます」と答えたものの、耳はぴこぴこ。尻尾は喜び全開。紫し電でんの量もますます増加。一年生達の顔が引き攣つっている。

「失礼しました──全てを得るのを諦あきらめることでしょうね」

「諦める……ですか」

「フォス商会にはリストに載のっている全物品を管理運営し、販はん路ろを拡大していく余よ裕ゆうはないと考えます。堅けん実じつな取引をすべきでしょう」

　確かに。『両りよう公こう爵しやく家け』の名前に泥どろは……塗ぬれないけど、勝負出来ないかなぁ。

　私の葛かつ藤とうを他所よそに、アレン様は役者みたいに嘯うそぶかれた。

「あくまでも、私見です。世界は広いので、似たような意見を近日中に聞く事になるかもしれませんが」

　吹ふき出す。それって。

　手を伸のばしカップを手に取ると、鼻び腔こうを香かおりがくすぐった。高級な紅茶だ。

「正直、意外です。アレン様はこういう事を許されない方だとばかり」

　カレンが私達に語る『兄さん』は誰だれよりも優やさしくて温かい人だった。

『剣けん姫きの頭脳』だとは思わなかったけど。

「僕は聖人君子じゃありません。友人の兄とはいえ、復学されたばかり、かつ人見知りで、男を苦手としている女の子がここへ来るにはそうとうの勇気が必要だったでしょう。その勇気には対価が必要だと思っただけです」

「前言を撤てつ回かいします」

　この優し過ぎる男の人は──『剣姫』様にたった一人選ばれた方。

「アレン様はやはりアレン様です。ただ、噂うわさよりも、ずーっと意地悪ですね」

「……周囲の子達全員に言われるんです。僕は繊せん細さいなので。泣いてしまいそうです」

　そういうと、アレン様はわざとらしく噓泣きを始められた。

　更さらにからかおうとすると、杖つえを持った美少女が走って来てアレン様の前で両手を広げ、立ち塞ふさがった。

「……フェリシアさん、先生に何を言われたんですか？」

「え、えーっと」

「先生を泣かしたのなら、許しません！　先生は私が守りますっ!!」

「ち、違ちがっ」

　ティナ公女殿下の真しん剣けんな眼まな差ざしが私を貫つらぬく。私が強きよう硬こうな交こう渉しようをした、と誤解してる!?

　噓泣きを継続されている青年へ助けを求めるも、指の間には悪い笑え顔がお。

「ア、アレン様、誤解を、ひゃん」

「……背は私と同じくらいなのに、柔やわらかくて大きいです。不条理ですっ！」

「や、止めっ」

　美少女が私に抱だき着いてきた。身体を触さわられる。く、くすぐったいっ。

　そ、相当鍛きたえてるわね。私の貧ひん弱じやくな力じゃ外せないぃぃ。

「…………重罪です。エリー！　リィネ！」

　私に抱き着いていた公女殿下が仲間を呼ぶ。「何です？　早く飲み物を……調査が必要ですね」「な、長い髪かみは編んだ方が良いと思います♪」

　どうして、いきなり、こうなったの!?

　遊ばれる私がジト目を向けるとアレン様は笑いを堪こらえられていた。くぅ!!

　……不思議。学校の同級生の男の子とは話せないのに。おまじないの効果なのかな？

　遅おくれてカレンも近付いてきて状じよう況きようを確かく認にん。

「兄さん、私の親友で遊──偶たまにはいいですけど。私の分は兄さんが淹いれてください」

「!?　カレン」

「知らないわ。ガリガリで、身体の一部分だけ育つフェリシアなんか」

「…………大きくても良い事ないよ？」

「大きい人はみんなそう言って……兄さん？」

「何もないよ。ティナ、エリー、リィネ。フェリシアさんを解放しておくれ」

『は～い』

　一いつ斉せいに少女達が離はなれた。……あ。

「ア～レ～ン様ぁ？」

「少しは人見知りも治りましたか、フェリシア・フォス御お嬢じよう様さま？　お詫わびにお代わりの紅茶を淹れてきましょう。ティナ、いい演技だったけど、本気過ぎたよ？」

「本心ですっ！　先生は私が守りますっ!!」

「首席様は頼りないです。兄様はリィネが」

「アレン先生、私も、が、頑がん張ばりますっ！」

「ありがとうございます。さ、紅茶を淹れるのを手伝ってください」

『は～い♪』

　アレン様は教え子達を引き連れて歩いて行かれた。懐なつかれてるなぁ。

　残されたのは私とカレンだけ。

「……ねぇ」

「あれが私の兄さん。……ステラは？」

「体調が悪い、って。……カレン、気のせいかもしれないけど、さ」

「ええ」

「ステラ元気がないよね？　今日だって先に帰ったし」

「そう、ね」

「……大だい丈じよう夫ぶだよね？」

「ステラは強いし、きちんと前に進んでいける子よ」

　確かにそうだ。私も彼女を信しん頼らいしてる。

　……だけど、何でだろう。不安がよぎる。きっと、カレンも同じ。

　親友は自分を納なつ得とくさせるように、私達の親友を評する。

「兄さんとステラは似ているところがあるのよ。他者に自分がどう見えているのか無む頓とん着ちやくで、自分の知識、技術は見返りなく渡わたしてしまう。半面、自身への評価は極きよく端たんに苛か烈れつ。周囲を頼るのは最後の最後。そうなる前は、聞いても中々話してくれない」

「……カレンもだと思うよ」

「私は、兄さんが信じてくれている自分を信じてるし、兄さんに頼るもの」

「お兄さん、大好きなんだね」

「当たり前でしょう？　世界で唯ただ一人の私の兄さんなのよ？」

「断言しちゃうんだぁ……」

「？」

　カレンが不思議そうに小首を傾かしげた。え？　無自覚？　噓でしょ？

　……いいや。今は自分に集中！

　終わったら、二人でステラの話を聞いてあげよっと。

　気持ちを切り替かえ、私はノートに書いた内容を確認し始めた。
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「本日は再びお時間をいただきまして、有難うございます」

「いえ。早さつ速そくですが、どのような御ご用よう件けんでしょうか、エルンスト会頭」

　忌いま々いましい小こ僧ぞう──アレンが問いかけてくる。

　どの口がっ。何度、再交渉を断られたとっ！　私が答える前に、隣となりに座っている愛まな娘むすめが頭を下げた。

「先日は申し訳ありませんでした。大きな取引の経験に乏とぼしく、誤った条件書を渡してしまったのです。本日はお詫びと、新しい提案書をお持ちさせていただきました」

「貴女あなたは？」

「エルンストが娘、フェリシアと申します」

「フェリシア、黙だまっていなさい。大事な商談中」

「新しい提案書を見せていただけますか？」

「こちらになります」

　小僧は気にせず提案書を要求。フェリシアもさっと手渡す。

　前回よりも地味で取引希望は赤ワイン一種類。量も少なく、旨うま味みも乏しい。

　……こんな内容でいいのか？　提案書も要点を箇か条じよう書がきした単純なモノ。正式書類として提出するのは、と反対したが押し切られてしまった。

　しかも、頑かたくなに商談参加まで訴うつたえて。普ふ段だんなら、家族や商会の者以外の男と接すれば声も出ないだろうに……その様子もない。小僧は資料を読んだ後、口を開いた。

「エルンスト会頭」

「は、はい」

「素す晴ばらしいです。是ぜ非ひ取引をお願いします」

「……えっ？」

　な、何と言ったのだ？　取引をしたい、と言ったのか？　娘が拳こぶしを握にぎっている。

「前回は、リストで提示したワインと農作物全てを取り扱あつかいたい、というものでしたが、今回はリンスターの赤ワインのみ。貯蔵場所と販路もしっかり書かれていて、納品方法も一いつ括かつと明記されている。この内容ならば両公爵家にご説明する事が出来ます」

「は、はぁ……」

「ご不満ですか？」

「い、いえ……」

「──お父様」

　フェリシアが首を振ふる。この程度の取引ならば両公爵家と組む必要もない。

　布石なのだろうが……。

「どうされますか？　こちらとしては仮かり契けい約やくを結んでも構いませんが」

「……お時間を」「質問してもよろしいでしょうか？」

「質問ですか？」

「リストに記き載さいされていない他ほかのワイン、もしくは違ちがうお酒はないのでしょうか？」

「……理由は？」

　小僧が笑えみを消し、フェリシアをまっすぐ見た。

　緊きん張ちよう感が立ち込める。な、何だ？

「リンスター公爵家はワイン造りを熱心に奨しよう励れいされていますが、今までは、領内で大半を消費してしまう為ため、王都には出回ってきませんでした。それを、こうして売りに出されるのです。一いつ般ぱん的な物以外の物もあるのでは、と思うのが自然です」

「続けてください」

「ハワード公爵家は農作物を中心に売り出されていますが、それはリンスター公爵家も同じです。均きん衡こうをとる為、北方独自のお酒を用意したのではないかと」

「ははは、フェリシアは想像力豊かだな。娘が申し訳ない」

「──どうなのでしょうか？」

　愛まな娘むすめが挑いどみかかる。対してアレンは表情を崩くずし、微笑ほほえんだ。

　──軽かろやかなノックの音が響ひびき、栗くり色いろ髪がみのメイドがトレイを手に入ってきた。

「失礼致いたします」

「アンナ、聞いてください。予想通りばれていました」

「アレン様の負けでございますか。一大事！　奥様へ報告をしなければ！」

「怒おこられてしまいますね。フェリシアさんは十六歳になりましたか？」

「は、はい。先月」

「では、お酒も大丈夫ですね？　透とう明めいな物はキツイので、ほんの少しに」

　テーブルに置かれたのは、三つの小さなグラス。中に入っているのは違う酒だ。

　赤と白はワイン。透明な物は？　それぞれを口にする。凄すさまじく美味。

　特に透明な物は──強きよう烈れつ！　喉のどが焼けるようだ。フェリシアがむせる。

「けほっ、けほっ」

「アンナ」

「フェリシア様、お水を」

「あ、ありがとうございます……」

「どうでしょう？　僕は三つとも美味おいしいと思っています」

　確かに美味うまいが透明な物は難しい。一般受けはしまい。

「お父様、どう思いますか？」

「……ワインは売れます。透明な物は難しいでしょう」

「どれになさいますか？」

「えっ？」

「赤ワインに加えて、もう一つお取引したいと思います。細かい資料は」

「こちらでございます」

　アンナ様が、私とフェリシアへ資料を渡してくれた。

　物量はどれもない。交こう渉しようの隠かくし玉だま、か。

　透明な酒は北方産で蒸留酒という物。ここはワインを選ぶのが得策──娘が口を開いた。

「私は蒸留酒が良いと思う」

「!?」

「ほぉ」

「お父様、どれも美味しいお酒、と私は思った。間ま違ちがっていない？」

「そ、そうだな。だが」

「だったら──王都にいる北方出身の方達に提供したいと思う。駄だ目めかな？」

「会頭、どう思われますか？」

　──気付けば仮契約書にサインしていた。

　その後は、前回と一転して和なごやかな雰ふん囲い気きで歓かん談だん。フェリシアを連れて来て良かった。

「では──大学校へ進学されると。ご卒業後は？」

「実家を手伝おうと思っています」

「そうですか。お願いがあったのですが」

「遠えん慮りよなく仰おつしやってください。嫁よめに、と言われたら断固反対をさせていただきますが、ははは」

「魅み力りよく的な提案ですね──フェリシアさん、卒業後、まだ両家合同の窓口があった場合、ここで働きませんか？」

「はっ？」「……えっ？」

　突とつ然ぜんの申し出に思考が止まる。フェリシアなしで我が商会はどうなる!?

「無論、御実家に戻もどられる前提で、です。僕はいないと思いますが、御気持ちがあるならば上に話はします。外の世界を見るのも悪くありませんよ？　覚えておいてください」




　　　　＊




『先さき程ほども言いましたけど、答えはすぐ出さないでくださいね。よく考えて大学校卒業した頃ころにまだ覚えていて、携たずさわりたいと思ったなら、僕へお報しらせを』

　アレン様の別れ際ぎわの言葉が繰くり返し聞こえてくる。

　実家のベッドに横たわって目を瞑つぶる──今日は学校を休んでしまった。明日は……ダメだ。眠ねむれない。

　自分の将来を、真しん剣けんに考えてはこなかった。

　王立学校を卒業したら、大学校へ進学。

　卒業後は実家の手伝いをしつつ、数年したら跡あとを継つぎ、誰だれかと──私が商売を続けても良いよ、と言ってくれる優やさしい人と結けつ婚こんして、子供を産んで、育てながら働いて──そんな程度だ。……私が男の人と付き合うのって想像出来ないけど。

　他の選せん択たく肢しが自分にあるなんて、思いもしなかった。

　言われた時には本気で驚おどろいてしまって、あんな失礼でとんでもない言葉を。

　羞しゆう恥ち心しんが蘇よみがえり、頭を枕まくらに押し付けて悶もだえる。うぅぅぅ……。

『私が欲しい、という意味ですか？』

　何を言っているのっ、私っ!!

　どこをどう考えたらそんな結論に達して、あまつさえ口に出すのっ!?

　お願いっ！　ちゃんと考えてっ!!　あと、鏡を見てっ！！！

　嗚呼ああ……穴があったら入りたい。恥はずかしくて死にそう……。

　──そんな事あるわけがないのに。

　だって、私だもの。肌はだは青白くて、身体は細くて、背も低く。胸だけ大きい。我ながら変な女の子だ。全然、可愛かわいくない。

　多少商いの知識があっても、必要とされるわけ……アレン様はきっぱり断言してくれた。

『僕は貴女が大きな絵を描えがいているのを見てみたい。ここが扱う新商品は増えていくでしょうし。そうですよね、アンナ？』

『私は一メイドですので』

『増えるそうですよ？　如何いかがですか？』

『わ、私は若じやく輩はい者もので』

『未来の話です。考えてみてください。会頭、お土産みやげです』

『？　これは??』

『飲んでみてください。驚きますよ』

　子供っぽく笑うアレン様を思い出す。

　渡わたされたのは赤ワイン──が、扱う品ではない別物。上流階級向けの希少な超ちよう高級品。

　私が指し摘てきした以外にまだ隠し玉を持っていたのだ！

　カレンが文句を零こぼす理由がようやく分かった。アレン様はとっってもズルい方だ。どう言えば、私が揺ゆらぐかを完かん璧ぺきに理解されている。

　初年度のリストでさえ膨ぼう大だいだったリンスター・ハワード家の商品が、増えていき、動かせる資金額も跳はね上がっていくのを私が予想し、こう思うのも。

　それらを用いれば、王国内の膠こう着ちやくしている商業勢力図を一変させる事も可能。




　なんて……なんて面おも白しろそうなんだろう──。




　再さい認にん識しきした。私は商談を上手うまくまとめる為に情報を集める作業が大好きだ。

　……胸ばかり見てくる大半の男の人は苦手だけど。

　合わせて、魔ま法ほうの訓練をしている彼女達を見て思ってしまった。

　──私は彼女達のようにはなれない。

　私はあそこまで楽しそうに魔法を扱あつかえない。彼女達に届く事は永遠にないだろう。

　でも、商売関連なら、あの方の一歩、いや二歩後ろを歩いて成し遂とげられる光景を見ることだって──。

　状じよう況きようと考えを整理しよう。




・フォス商会としては商談成功……私は負けた気がしてる。負けっ放しは趣しゆ味みじゃない。

・アレン様に『ここで仕事を』と誘さそいを受けた。返事は大学校卒業まででいい。

・アレン様の権限は大きくなっていくと思われる。本人は否定されても、明白ね。

・私に魔法は向いていない。




　全部を考えた時、私は──。







　朝、階段を下りていくと、両親に声をかけられた。

「フェリシア。大だい丈じよう夫ぶかい？　昨日は帰って来るなり部屋に閉じこもって、夕食の時も出て来なかったら心配した。まったく！　失礼な小こ僧ぞうだ。私の前でお前を勧かん誘ゆうするとはっ！　週末、帰って来たら赤ワインを飲むといい。凄すごいぞ」

「お腹なかが空すいたでしょう？　スープがあるわ」

　温かい対応に怯ひるみたじろぐ。おでこを微かすかに指で押し、背筋を伸のばす。

「お父様、お母様──大事な話があります」

「うん？　どうしたんだ、改まって？　昨日の商談かい？　大丈夫だよ。あのお酒も美味いし、十分、売れる品」

「あなた──もっと大事な話なのでしょう、フェリシア？　言ってごらんなさい」

　母さんが察してくれた。

　……今から告げるのは、とても親不孝な事。

　勘かん当どうを言い渡されるかも。だけど、自分に噓うそはつけない。

　勘当されたら責任を──バカ。大事な話をする場面でしょ？

　意を決し、口を開く。

「あのね。私」




　　　　＊




　闇やみ曜日の夜、家庭教師を終えた僕はリンスター家の御お屋や敷しきを訪ねていた。

　理由は簡単。呼び出されたのだ。

「──で、取引先選定の結果はどうなのかしら？」

「客観的に見て、失敗」「大成功かと」

「だ、そうよ？　アレン？」

　目の前で、古びた椅い子すに座られている豪ごう奢しやな緋ひのドレス姿のリサさんは楽しそうに言った。横に立つ裏切ったリンスターのメイド長様は普ふ段だん通りの笑え顔がお。告白する。

「……僕に商才はありません。次回以降は、才長たけた人間を置いてください」

「へぇ？　短期間で信しん頼らい度どが高い取引相手、十数社と契けい約やくを締てい結けつしておいて？」

「僕じゃなくても可能な事です。積極的な人ならば倍は可能だったでしょう」

「そして、後で面めん倒どうな事になる。アレン」

「はい」

「謙けん虚きよは美徳。なれど過ぎたるは、よ？　よくやったわ。大丈夫そうね」

「あ、ありがとうございます。何がですか？」

　褒ほめられると反応に困る。あいつもこうなるのかな？　リサさんはあっさりと宣言。

「戻るわ、南方へ。泣き言が悲鳴に変わってきたし」

　うわぁ……随ずい分ぶん長く王都へ滞たい在ざいされているな、と思ってたけど、新商品取引先選定の監かん督とく以外に、部下の人達へ自分無しで領地運営させるのも兼かねていた、と。

　リディヤ、君は一手で盤ばん面めんに影えい響きようを与あたえるような子にはならないでほしい。

「そろそろだろうな、と思ってました」

「可愛い部下には愛を持った試練を与えないと。そうよね？」

「はい♪　私の部下も数ヶ月で随分と成長いたしました」

　……確かに有効なんだろうけど部下の人達は大変そうだ。頭を下げる。

「ありがとうございました。得え難がたい経験でした」

「いいのよ。リンスターは、貴方あなたが家庭教師の役割を終え次し第だい、王都での商売全てを託たくします。立場が変わっていれば再検討。ハワードにも話は通しておくわ」

「…………ほ、本気ですか？」

「うちの身代が傾かたむくような取引以外なら自由にやっていいわよ。傾く話は相談してね」

「……僕、虐いじめられてます？」

「貴方なら問題ないわ。私の自じ慢まんだもの」

　僕は頭を撫なでられる。リディヤにそっくり。

　未来の話だけど、とんでもない無理難題で拒きよ否ひ権けんもなし。気が遠くなる。

　フェリシアさんの件は話しておかないと。

「……非才な身ですが、万が一、そんな事態になりましたら恩は返させていただきます。出来れば一人」

「フェリシアね。快かい諾だくは得たわよ」

「！　来てくれるんですか!?　お会いに？」

「ええ。貴方が贔ひい屓きしてまで欲ほつした相手よ？　気になるじゃない」

「あれだけの才能を見せられれば、贔屓もします。彼女が来るのなら安あん泰たいです」

　ほっとする。僕はティナ達が立派に巣立ってくれるまで、家庭教師を辞やめるつもりはない。大魔法の件もある。『氷ひよう鶴かく』の制せい御ぎよ方法を見つけるのは簡単じゃない。

　眼鏡少女へ押し付けよう。うん。

　リサさんは楽しそうに続けた。

「熱い想おもいを語ってくれたわ。屋や敷しきと調度品、メイド服による選別もバレてたわよ？　『商品を大事に扱ってくれる取引先と契約を結びたい。建物で態度を変える相手とは付き合えない。調度品や服が安そうに見えても北方・南方産であり、裁さい縫ほうも丁てい寧ねいであることは目め利ききなら気付く』だったかしら？　針仕事も大の得意なんですって。悔くやしいんでしょう？」

「浅あさ知ぢ恵えを恥じています」

「ふふ、妬やいてるのね」

「嫉しつ妬とで身を焦こがしていますよ」

　フェリシアさんは尋じん常じようじゃない。リディヤ、ティナに方向性は違ちがうけど匹ひつ敵てきする。

　なので、思ってしまったのだ。『勿もつ体たいないな』と。

　……結果、こうしてからかわれている。因果だなぁ。

「私は明日、王都を発たつわ。アンナは残すから、何かあったら報せなさい」

「はい。御お見送りは」

「知ってるでしょう？　苦手なのよ。娘むすめ達たちにも来ないよう言ってあるわ。夏はどうする？　御お祖父じい様さまや御お祖母ばあ様さま、一族の者達も会いたがってたわ」

　この三年は、あいつとうちの実家に行ったり、南方のリンスター家へ行ったりしていた。

　リサさんへ小さく首を振ふり、断りを告げる。

「有難い御話ですが、今夏は故郷へ帰ります。父と母に直接、王宮魔法士に落ちたのを報告しないと……。はは、𠮟しかられます」

「──アレン」

　両手を握にぎりしめられた。穏おだやかな笑み。

「心配いらないわ。貴方の御ご両親だもの」

「……僕は二人を裏切ってしまいました」

「そんなことないわ。貴方が私の実の息子だとして同じことをしたのなら、私は貴方を心から誇ほこりに思います。貴方の御両親も必ずそう思うわ。アレン、貴方は私の娘の名めい誉よを守ってくれた。本当にありがとう。リサ・リンスターは、その事実を生しよう涯がい忘れない」

「っ！　リ、リサさん……」

「うふふ♪　偶たまには義母ははらしくしないとね。リディヤには内ない緒しよよ？」

「…………はい」

　この人には敵かなわない。

　──カレンと一緒に帰ろう。そして、父さんと母さんに全部話そう。直接会って、自分の口で。

「そうそう、アレン。貴方に会わせたい子がいるのよ。アンナ」

「はい、奥様♪」

「？」

　会わせたい子？　誰だれだろう??

「し、し、し、し、失礼します」

「！」

　入ってきたのは、王立学校の制服を着た小こ柄がらな眼鏡少女──フェリシア・フォスさんだった。白い頰ほおは血色がいい。手には制せい帽ぼう。リサさんがにこやかに告げる。

「うちの仕事とハワードの仕事を手伝ってくれることになったわ。ハワードも了りよう承しよう済み」

「い、いきなりですか!?　お身体は……」

「アンナにお任せを！　当面は当家にて。ハワード家の方とも相談いたします」

「…………」

　二の句が継つげない。

　悪戯いたずらが成功した子供のような笑みを浮うかべ、フェリシアさんが口を開いた。

「くふふ。アレン様が仰おつしやったんですよ。『私が欲しい』と」

「そ、そうですが……大学校卒業後にもしも、と僕は言いましたよね？」

「私が待てませんでした。王立学校も前期試験を終えたら退学します」

「！　な、なっ!?　フ、フェリシアさん」

「フェリシア、です」

　眉み間けんを押す。無む鉄てつ砲ぽう過ぎる眼鏡少女を説得しないと。

「……分かっているんですか？　王立学校を退学する、それは公的な出世コースを自ら否定するのと同義なんですよ？　卒業の肩かた書がきも有用で」
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「父には『馬ば鹿か娘むすめに大事な商会は継つがせられない！』と。母は理解してくれましたが……実家も出ます。商会も心配ご無用です。古い者達もいますし、リンスター家も気にかけてくださるそうなので」

　病弱な眼鏡少女が信じ難い内容を口にする。僕は啞あ然ぜん茫ぼう然ぜん。

　確かにこの子の描えがく大きな絵が見てみたかった。

　機会と場所と立場を与えたら、と本気で思いもした。

　けど、彼女の人生まで狂くるわすつもりは毛頭なく……悩なやんでいると、笑い声。

「アレン様はズルい方ですけど」

「……誤解がありますね」

「とてもお優やさしいですね。私の将来を案じられたのでしょう？　短い時間しか話してない私のことを」

「当たり前です。住む場所は決まっているんですか？」

「少しお金もあるので、家賃が安い下町に住もうかな、と思っています」

「無む茶ちやな……あそこは貴女あなたみたいに可愛かわいい女の子が住む場所じゃありません。夜は治安も良くないんですよ？　身体にも障さわります」

「ふぇ」

　フェリシアが変な声を漏もらした。頰も見る見る内に赤くなってゆく。

　どうかしたのかな？　鏡で自分の顔を見た事がない、なんてないだろうし。

　手を左右に振りながらぼそぼそ。

「お、お、お戯たわむれが過ぎます。か、か、か可愛い、だなんて、お世辞にしか……」

「お世辞じゃありません。下町に住むのは却きやつ下かです。僕が会頭に話を」

「必要ありません。自分の路みちは自分で決めます。介かい入にゆうは御不要に」

「……頑がん固こですね」

「そういう所も気に入ってくださったのでは？」

「はぁ…………僕の負けです。どうか、大きな絵を描き、見せてください」

「想像以上のものを御お約束します」

　女の子らしい小さく柔やわらかい手と握あく手しゆを交かわす。

　──参った。少女の覚かく悟ごと情熱と、肝きもの据すわり方を見誤っていた。

　見守っていたリサさんへお願いする。

「フェリシアの住む場所を探していただいてもよろしいですか？」

「アンナも世話をしやすいし、うちの屋敷に住みなさい。フォス商会には伝えておくわ」

　リサさんの言動に眼鏡少女が慌あわて始める。

　……手のひらの上ですか。

「え？　ええ!?　そ、そんな私なんかが、リンスター公こう爵しやく家けの御屋敷に住まわせていただくなんて……」

「フェリシア御お嬢じよう様さま～ダメでございますよ～。アレン様はですねぇ、厳しい御方なのでございます。私共が貴女様を放り出したりしたら、私共にリディヤ御嬢様に着せたい服をとっかえひっかえ試ためさせ、後であんなことやこんなことをっ」

「……アンナさん、あいつに話しても？」

「と、いう訳でございますので、諦あきらめて当家御屋敷においでくださいませ☆」

　リンスター家メイド長さんは油断も隙すきもない。

　フェリシアは状じよう況きようについていけないのか、手に持った制帽を握りしめている。近付いて指を剝はがし、制帽の皺しわを伸のばして被かぶせる。

「ア、アレン様？」

「いいんですね？　王立学校を辞めてしまっても」

「はい。自分の路は自分で決めます」

「では……約束してくれますか？」

　魅み力りよく的な眼鏡少女と、視線を合わせる。

　カレンは『フェリシアは学校で男の子とほとんど話しません』と言ってたけど、王立学校の男子は見る目がないのかな？　折を見てアンナさんに薄うすいお化け粧しようを頼たのんでみよう。

「体調を優先すること。きちんと食べて眠ねむること。ベッドに資料や本を持ち込まないこと。少しずつでいいので男の子とも話せるようになること。僕と話せるみたいにです」

「!?　ア、アレン様、そ、そ、そ、それは……」

「守れないのなら、話は無しです。どうしても難しかったら、おまじないをかけてあげましょう。今後、僕のことは、アレン、と」

「……頑がん張ばります。アレン、さん」

「だ、そうですので、アンナさん」

「かしこまりました。ん～私、その約束事、何処どこかで聞いたようなぁ？」

　僕も守らないと。いい加減リディヤとカレンが本気で怒おこりそうだ。

　きちんと食べるのは守れてるな。他は……一つずつ、一つずつだ、うん。

「フェリシア、健けん闘とうを祈いのります」

「はい！　王都の──いえ、王国の商売を牛ぎゆう耳じるつもりで頑張りますっ!!」

　や、野望が大きい。元気ならいいけどね。

　背後に控ひかえ、楽しそうなメイド長へ頭こうべを下げる。

「!?　アレン様？」

「短い期間でしたが有難うございました。一ヶ月半の成果は貴女と、リンスター家のメイドさん達、ハワード家のメイドさん達がいたからこそです」

「……私は一メイドです。御ご迷めい惑わくをおかけしたのも、私共で……」

「アレン、駄だ目めよ？　うちのメイド長に手を出すのなら、私を倒たおさないと」

「本心ですよ」

　さて、最大の難題へ向き合おうかな。リサさんへ再度一礼。

「道中の安全を祈き念ねんしています。あと出来れば……僕が明日の朝を無事迎むかえられるよう保障していただけると、大変ありがたいんですが……」

「男の子でしょう？　頑張りなさい。来るわよ？」

「アレン様、御武運を♪」

「へっ？　な、何？　何ですか??」

「フェリシア御嬢様は私の後ろへ～♪　お針がお得意だとか？　こちらをご覧ください」

「は、は、はい、そうですけど……！　!!　!?　……つ、作るんですか!?」

　怪あやしい会話が。変な路に引きずり込まないでくださいね？

　御武運……ええ、そうでしょうとも。首元のボタンを一つ外す。リィネがハワード家にそのままお泊とまりしてるのは唯ゆい一いつの救いか。いたら、二羽だもんなぁ。

　怒ど気き混じりの魔ま力りよくを派手に放つ腐くされ縁えんの気配を感じつつ、僕はやって来るだろう大おお嵐あらしに備えるのだった。




　　　　＊




　寮りようの部屋の玄げん関かんが開き、フラフラなフェリシアが帰って来たのは門限ギリギリだった。

「た、ただいまー……ステラ」

「お帰りなさい。御実家へ行ってたの？」

「ちがーう。リンスター家ー。はー……緊きん張ちようした。あんなに緊張したことなかったかも……」

「リンスター家??」

　疑問を浮かべる私を後しり目めに、フェリシアは空いているベッドへ飛び込み、枕まくらを抱かかえ込む。

　身体を横たえたまま──私を呼んだ。ノートへ視線を落としつつ、生返事。

「……ステラー」

「なーに？」




「──私、前期試験が終わったら、王立学校辞やめるね」




「…………えっ？」

　一いつ瞬しゆん、言われた意味が理解出来なかった。思考が混乱する。頭の中で再生。

『王立学校を辞める』

　自然と大声が出た。悲鳴に近い。

「ど、どうして!?　あんなに頑張ってたじゃない。勉強だったら、私とカレンで」

「ありがと。違ちがうの。魔法は好きよ？　だけど、私はたとえ大学校へ行けても」

　強い強い意思。私よりもずっと華きや奢しやで、身体も弱い親友は──決意している。強さを受け止めきれず、私は目を逸そらした。

「ステラやカレンには敵かなわない。でも、商売なら二人にも負けない。学校へ通う時間が惜おしいの。場所も与あたえられた。こんな機会は私の人生で二度とないと思う──あと」

　アレンさんは私を信じてくれたし、というほんの微かすかに甘みを帯びた独白。心が軋きしむ。

　歯を食い縛しばり動どう揺ようを押おし隠かくしながら、平静を装よそおい疑問を呈ていす。

「ご、御両親が御許しにならないんじゃない……？」

「父さんには、勘かん当どう、って言われちゃった。当分はリンスター家に居い候そうろうさせてもらって勉強するつもりー」

「そ、そう、なのね……だ、だけど、そんな急に……」

「ただいま」

　外に出ていたカレンが帰ってきた。フェリシアは起き上がり突とつ進しん。

「あ、カレンー。聞いてよー。アレンさんと『剣けん姫き』様に、散々いちゃいちゃされたんだよー!?　何なのあれー！　あれで付き合ってないの??　おかしいよっ！　絶対にっ!!」

「？　兄さんとリディヤさん？　『アレンさん』って──フェリシア、決めたの？」

「──うん！　私、王立学校、辞めるよ。商売の路に進む」

「そう……寂さびしくなるわ……。だけど、いきなり抱だき着かれなくなるし、私とステラにとっては、平和になるのかもね」

「あーひっどーいっ！　そんな、カレンにはこうだっ!!」

「！　フ、フェリシア、離はなしてっ。ひゃん！　し、尻尾しつぽは、兄さんしか触さわっちゃダメっ！」

　二人が戯たわむれ始めた。私の中では嵐あらしが吹ふき荒あれている。

　カレンはフェリシアが……私にずっとくっ付いていた、私が守らないといけない、小さな女の子が、王立学校を辞める、という決断を出来たことに何の疑問も持っていない。

　温かく穏おだやかに、カレンがフェリシアを応おう援えんする。

「……頑張って。ただし、身体には気を付けて。倒れたりしたら怒るわ」

「ありがと！　あ、あと安心してね」

「？」

「私、アレン様のお嫁よめさんになりたい、なんて大それた野望は持ってないから！　と言うか、無理!!　だって、それって『剣姫』様に挑いどむってことでしょ？　無理無理、ぜっったいにっ無理っ。そういうのは全～部カレン達に任せて、私は後ろを離れてくっ付いていくつもり。そしたら、あの人が何を成し遂とげるのか見られるもん！」

「…………お嫁さん……私は別に兄さんを」

「アレンさんを？　嫌きらいなの??」

「ち、違います！　大好……フ、フェリシアァァ？」

「想像しちゃった？　カレン、可愛い♪」

　再び遊び始める。

　私も一いつ緒しよに──二人へ手を伸ばし、虚こ空くうを摑つかみ、下ろしてしまう。

「ステラ？」「どうかしましたか？」

「あ……うん。二人共疲つかれてるでしょ？　早く寝ねよう？　ね？」




　──その晩、私の中で最後の何かが折れた。折れてしまった。

　暗くら闇やみの中、無言で叫さけぶ。

　こんなのって、こんなのってないっ！

　どうして、みんなそうやって、簡単に先へ進めるの？

　貴女あなた達は、進むのが、怖こわくない、の？

　私は、どうしたら……どうすれば……そうなれるの？

　闇夜の中で、昔の私が嘲あざ笑わらう。

『可か哀わい想そうな私。貴女は今度も逃にげるのね？　でも、仕方ないわ。だって──』

　身体が竦すくむ。駄目だ。聞いたりしたら

『貴女は『剣姫』じゃない。カレンじゃない。ティナやリィネ、エリーじゃない。病弱でか弱い人見知りで貴女にくっ付いていた、だけど本当は強いフェリシアじゃない』

　私……私は、私は、




「貴女の名前はステラ・ハワード。ハワード公爵家に生まれながら、満足に才を持たない可哀想な女の子。御父様の言葉を思い出して？　『お前が、『氷ひ雪せつ狼ろう』と『蒼そう拳けん』を使えるようになる可能性はない！』。ね？　当たってたでしょう？」




　闇に身体が吞のみ込まれて行く。

　目の前には暗闇が、何一つとして見えない暗闇が広がるだけ。

　私は起き上がり冷たい部屋を抜ぬけ出だし廊ろう下かへ。一人ぼっちで歩き出す。




　──月明かりも、星明かりですら、何も何も見えなかった。








第３章









　週明け、珍めずらしく何もない水曜日だ。

　なのに普ふ段だん通り目が覚めてしまった。恐るべし、習慣の力。

　隣となりの子はすやすや。夢の中で手が痛かった原因はこいつか。

　綺き麗れいな紅あか髪がみにほんの少し触ふれ、起こさないように手を抜いてベッドを出る。

　昨日は赤ワインを飲みつついっぱい話したし、寝かしておこっと。朝食当番は、次回で。

　にしても『今夜は、あんたのベッドで一緒に寝る。手を出したら、斬きって燃やして斬るわっ……本気だからねっ！』と、頑かたくなだったのはいったい。手を繫つないできたのもそっちだし。

　フェリシアの件は説明したろうに。最後は、子供っぽく甘えた挙句、先に寝てたけど。

　どうしてか、リディヤもカレンも、客人用のベッドに寝たがらないんだよなぁ。わざわざ、客間がある一いつ軒けん家やを借りてるのに。

　なのに、安い所へ引ひっ越こそうとすると怒おこる。二人曰いわく『王都下町の幽ゆう霊れい屋や敷しき同然だったのを綺麗にしたのだし、引っ越す必要なし』。反論し辛づらい。

　家庭教師のお給金だって、もっと実家へ仕送りしたいのに駄目だって言うし……王都に戻もどって以降は、二人管理のお小こ遣づかい制にされてしまった。使い切らないとお説教。理り不ふ尽じんだと思う。

　毎朝の日課である剣けん技ぎと体術、魔法の訓練を小さな庭で一通り終え、着き替がえる。

　キッチンで朝食を作りつつ、自分の現状を確かく認にん。

　新商品の取引先選定役は終しゆう了りよう。肩かたの荷にが下りた。

　実験段階だろうに動いている金額がおかしかった。リディヤのお財さい布ふを一部管理しているとはいえ、僕は所しよ詮せん一いつ般ぱん平民なのだ。心臓に悪過ぎる。

　将来は身体を労いたわってもらって、フェリシアに務めてほしい。アンナさんとシェリーさんに念押ししておかねば。

　ティナ達の家庭教師は毎週賑にぎやか。週末もかしましかったけど楽しかった。前期試験も近付いて来ているし、いい緊きん張ちよう感を持続出来ている。

　エリーの上級魔法は間に合うと思うけど、ティナとリィネはどうだろう？　魔力があり過ぎる分、少し時間がかかるかな？

　三人共、十三歳のリディヤの展開速度には苦戦中。突とつ破ぱ出来たら、王国内でも上位に入るし、頑がん張ばってほしい。

　ティナ達は数ヶ月で凄すごく成長した。僕も頑張らないと追い抜かれてしまいそうだ。なんて教え甲が斐いがある子達なんだろう。

　こう話すと、カレンは拗すねる。

　僕の可愛い妹は、僕が基本的に甘やかしなのを誰だれよりもよく知っていて、本当は自分も甘やかされたいのだ。

　曰く『時には厳しさも必要です。……私にはいりませんが』。甘えべただなぁ。

　日記帳の解読はようやく教授と学校長が合同で行ってくれている。

　アンコさんは二人の喧けん嘩かに嫌いや気けがさして研究室へ籠ろう城じよう中。

　一報がもたらされた途と端たん、王都中だけでなく遠方からも多数の補給物資が届くあたり、主人とは猫ねこ望ぼうが違う。僕も伺うかがわないと。

　内容は暗いものらしい。大魔法の情報が得られればいいんだけど。

　他だと……ステラ様かな。

　公女殿でん下かはとても真ま面じ目めな方だ。真面目過ぎると言ってもいい。焦あせっておられるんだろう。お節せつ介かいかもしれないけど、話をした方が良いのかもしれない。

　野菜を切ってサラダにし一人分ずつ盛り付け、一いつ端たん、手製の氷冷庫へ。

　数個の卵を割り溶といて、温めバターを落としたフライパンに流しいれる。チーズを入れ、オムレツを成形しつつ。自分自身へ問う。

　──ずっと目標にしていた王宮魔ま法ほう士しにはなれず、父さんと母さんの期待を裏切って、直接説明すら出来てないけど、どうする？

　オムレツをひっくり返し、隣で煮に込こんでいるスープ鍋なべをかき混ぜる。コンソメの香かおり。

　──二人には、王立学校が夏季休きゆう暇かになったら帰郷して自分の口で説明する。

　フライパンの空いたスペースに、厚めに切ったベーコンを投入。いい匂におい。

　──その後は？　ずっと家庭教師のまま？　まさか、貴族に？

　ティナ達を精せい一いつ杯ぱい育てて巣立たせる。大魔法『氷ひよう鶴かく』の制せい御ぎよ方法も見つけて、万ばん全ぜんを。

　貴族もないな、っと。ベーコンを動かす。

　平民から貴族になった人は、魔王戦争以降の二百年で数える程ほどしかいない。

　端的に言えば『国難を救う』くらいじゃないと不可能。

　最高位で子し爵しやくだったような……しかも、一代限りの。

　王都を襲おそった地上最強にして最さい凶きよう種の一角である『竜りゆう』を倒たおしてみせて、そうなのだ。

　……素す直なおに言える。命が幾いくつあっても足りない。腐くされ縁えんと帝てい国こくの『勇者』様がいて、退かせるのがやっとという生き物だし、あれ。

　何より、今日の王国は概おおむね平へい穏おん。実力主義導入に伴ともなって、王国中ちゆう枢すうで仕事をする平民出身者は増えてるものの、貴族になる人が出るのは先の話だろう。

　忙いそがしくしているのは好きだし、数年後も何かしてる、と自己分ぶん析せき。

　腐れ縁と会う時間が少なくなってるのは、考える必要が……上手うまく出来た。起こそっと。

　火を止めオムレツとベーコンをお皿に移し、パン籠かごも準備して、寝しん室しつへ。

　僕が入っていくとブランケットの中に潜もぐり込んだ。紅髪が朝の光に煌きらめく。

「リディヤ、朝食が出来たよ。顔を洗っておいで」

「……やだ。私、今日は休む。それであんたと王都へ買い物に行く」

「駄だ目めだよ。君は王宮魔法士。しかも、王女殿でん下かの護衛なんだよ？」

「大使がいる間は近衛このえがするわよ。あんたは私を最優先にしないと駄目っ。……最近、あんた私を軽かろんじてるわ。本気で襲うわよ？　というか男なら手、出しなさいよっ！」

「……リディヤ・リンスター公女殿下、お戯たわむれが過ぎます。さ、起きて」

　ベッドの上で我わが儘まま公爵令れい嬢じようがばたばた。不ふ機き嫌げんそうに唸うなる。

「……可愛かわいくないっ！　可愛くないぃっ!!　そこは『御ご主人様の仰おおせのままに』でしょぉぉぉぉ」

「はいはい」

「はい、も一回っ！　もうっ!!」

　リディヤは月に何度かこうして僕の所へ泊とまりにやってくる。

　色気のある話はない。ほんの少しお酒を飲みながら話してる内に寝てしまうし、僕はリサさんに釘くぎも刺さされている。

『アレン、貴方あなたが私の息子になってくれればこれ程ほど嬉うれしいことはないわ。でも、婚こん姻いんまではしっかりしないと駄目よ？　リディヤは初心うぶで暴走しがちだし……お願いね』

　突つっ込こみたい。突っ込めないけど。

　素直に言えば、僕はブランケットにくるまり、愚ぐ図ずっている女の子に好意を抱いだいている。悲しいかな、十七歳になるのに付き合った経験はないから、所謂いわゆる、恋こいなのかは置いておくにせよ、一番近しいのは間ま違ちがいないし、大事だとも思う。

　ここ数年、恐おそろしく濃こい体験を共にしてきているのだ。『勇者』と、続いた黒竜戦での件も含ふくめれば、半身と言ってもいいかもしれない。

　離はなれたい、と思ったことは──……あー、うん、何度かはあったけど。死にかかってるし。

　だけど、一いつ緒しよにいる。い続けている。

　でも、婚姻云うん々ぬんは別問題だと思う。リディヤは四大公爵家の長女で僕は孤こ児じ。

　王家主導で実力主義による改革が進みつつあるとはいえ、階級の壁かべは早々崩くずせやしない。

　僕と腐れ縁がそうなる可能性は零ゼロに近いのだ。僕が新しい公爵にでもならない限りは、何時いつか……。

　腐れ縁がブランケットを羽織って半身だけ起き上がった。

「……変な事、考えてるでしょ？」

「そんな事ないよ」

「噓うそばっかり！　あんた考え過ぎなのよ。本能に身を委ねなさいっ！　そしたら、きゃっ」

「!?」

　両手を腰こしにつけてベッドの上に立ち上がったところ、ブランケットが下へ。

　リディヤが着ているのは毎回要求される僕の白シャツだけ。つまり下が──目を逸そらす。

　恥はずかしそうな女の子の問いかけ。

「…………見た？」

「いいえ、見ていません。さ、朝食のお時間です」

「……ふ～ん、見てないんだ。私の剣けんを受けれる人が、ね」

「一言だけいいかい？」

「何よ？」

「幾ら僕でも万が一はあるし、余り色っぽい下着はどうかと思うよ？」

「死になさい！　……待って。あんた、色っぽいって言ったわよね？」

「あーあーあー。パンを温めないとなー。冷める前に着替えておいで」

「こ、こらっ！　まだ、話は終わってないわよっ！　アレンっ！！！」

　ドアを閉めて、消音魔法をかけ戦略的撤てつ退たい。

　赤くなってるのを自覚しているからじゃない。

　シャツ姿のリディヤが可愛すぎて、抱だきしめそうになったからでもない。

　……ないったらないのだ。

　パンを温め、サラダと果実水を取り出し、スープをよそい、オムレツとベーコンの皿をテーブルに置き終えた頃ころ、白シャツと半ズボン姿のリディヤがやってきた。

　髪の毛は寝ね癖ぐせがついたまま。普段は見られない前髪が立っている姿。前、リィネに聞いたら不思議そうな顔をしていたし、知ってる人は殆ほとんどいないのかもしれない。

　大きさはぶかぶか。後で着替えないといけないのにわざわざ着るのが、何とも。

　滅め茶ちや苦く茶ちやニヤニヤしている。

　……ここ数ヶ月で最大の失言だった。傷口は広げまい。リディヤが僕の前へ着席。

　平静を装よそおい促うながす。

「おはよう。さ、食べよう。寝癖ついてるよ？」

「おはよう。食べる前に一つだけいいかしら？」

「何だい？　そんなに時間ないし、手短に」

「紅あかが好きなの？」

「…………僕だって、男なんだよ？」

「知ってるわ。私が大好きな、ね？」

「……答えません」

「ふーん。ま、いいわ。何色が好きなの？」

「ほ、ほら、冷めちゃうよ」

「はいはい♪」

「ぐぅ……」

　──朝食の最中、ずっとからかわれ続けた。不覚。当分は遊ばれるのだろう。

　コップが一つしかない狭せまい洗面台で二人並んで歯を磨みがき、普ふ段だんの服装に着替えたリディヤの髪かみを梳すいていると、玄げん関かんが静かに叩たたかれた。

「こんな朝早く、誰だろ？　リディヤ、寝癖全部直ったよ」

「んー」

「寝ちゃ駄目だよ？」

「分かって、るー」

　寝る気満々だ。ったく。服に皺しわがつくのに。再度、玄関が叩かれる。

「はーい、はい」

　急ぎ足で向かうと、鍵かぎが開いた。ん？

　下宿先の合い鍵を持っているのは、リディヤともう一人しかいない。

　扉とびらが開き、入ってきたのは制服姿の狼おおかみ族ぞくの学生さん──妹のカレンだった。

　表情は暗く、涙なみだの跡あと。制せい帽ぼうも被かぶっておらず、ブレザーも羽織っていない。耳はぺったんこ。尻尾しつぽも元気がまるでなし。

「カレン？　どうしたんだい、こんな時間に」

「……兄さん！」

「おっと」

　飛びついて来たので抱きしめる。身体は細かく震ふるえ、泣き始めた。背中をさすり、落ち着くのを待つ。胸が濡ぬれていく。

　──暫しばらくして、静かに尋たずねる。

「何があったんだい？」

「…………ステラが」

「ステラ様が？」

「……いなくなったんです。一昨日の夜……。フェリシアと一緒に待ってたんですけど、昨日も帰って来なくて……私、ステラは強い子だって……大だい丈じよう夫ぶだって……けど、けど！　私、ステラを、ステラを傷つけて……もっと、早く、話を聞いてあげてれば……」

「カレン」

　気持ちが伝わるよう、優やさしく優しく背中をさする。

　僕の妹は一見、素っ気なく見えるけど、自分の親友を思いやる心をちゃんと持ち、傷つけた原因が自分なんじゃないか、と考えて傷ついている。

「大丈夫。大丈夫だよ」

「……兄さん……ありがとうございます……」

　シャツを握にぎりしめ胸むな元もとに顔を埋うずめてくる。寮りよう内ないでは、副生徒会長として気を張り続けていたのだろう。

　妹の頭を撫なでながら、後ろにやって来ていたリディヤへ声をかける。

「という訳で、行ってくるね。自主休きゆう暇かしないように」

「しないわよ、バカ。……カレン、は・な・れなさい」

　カレンは上うわ目め遣づかい。「兄さん……ダメ、ですか？」。可愛い。僕の妹は世界で一番可愛い。兄の義務は放ほう棄きしないし、腐くされ縁えんの脅おどしにも屈くつしない。

「幾つか質問するね。ティナ達には知らせていないのかな？　フェリシアは学校かい？」

「……伝えてません。昨日、尋ねられましたが風か邪ぜと説明しておきました。学校側への説明も同じです。あの子は」

　不ぶ恰かつ好こうな駆かける音が聞こえてきた。

　息も絶え絶えな様子で玄関にやって来たのは、制服姿の眼鏡少女。長い髪はぼさぼさ。到とう着ちやくするなり膝ひざに両手を置き荒あらく息をつく。……目のやり場に困るな。

「カ、カ、カレン……き、急に置いてけぼりにしないでよ。わ、私の貧ひん弱じやくな心臓を物理的にも精神的にも止める気なの!?　私、当分は死ねない──……お邪じや魔まだった？」

　僕に抱き着いている妹。後方の腐れ縁を見て瞬しゆん時じに状じよう況きようを把は握あくしたようだ。妹が返答。

「そしたら、私の雷かみなり魔法で蘇そ生せいしてあげる。……兄さんの前だけど、その口調でいいの？」

「！　ア、アレンさん」

「気にしないでいいですよ。フェリシア、ステラの居場所に目星は？」

　眼鏡少女は顔を伏ふせ小さな両手を握りしめた。震える声で教えてくれる。

「……ありません。ハワード家の御お屋や敷しきかと思ったんですが、ティナさん達は何も言っていませんでした」

「なるほど。僕も心当たりを捜してみましょう」

「な、なら、私達もっ！」

「二人は授業です。何よりフェリシアは」

　手を伸のばし、人差し指で眼鏡少女のおでこをほんの少し突つくと、ふらついた。

「身体が大事です。約束、お忘れなきよう」

「…………はぃ」

　フェリシアはおでこを押さえ、カレンが僕を見る。『……約束ってなんですか？』。

　誤ご魔ま化かすように手を振ふる。

「見つけたら報しらせるよ。一いつ旦たん、僕に任せてほしい」

　二人は沈ちん黙もく。フェリシアが頷うなずき、やがて、腕うでの中にいたカレンも頷いた。

「……お願い、します。私達の親友を救ってください。リディヤさん、泊とまったんですね？リンスター公女殿でん下かである自覚を持たれるべきです。禁止です。禁止」

「はぁ!?　こいつは私ので、私はこいつ──いい加減、離れなさいっ!!」

「……どうせ、兄さんのシャツを寝間着代わりにして、兄さんのベッドで寝たくせに……」

「～～～！！！」

　リディヤは、口をパクパクさせ真っ赤。カレンは拗すねている。

　……仲が良いのか、悪いのか。

　手を離はなすと、僕を挟はさんで即そく座ざに戦せん闘とう態勢。

　剣けんと短剣の柄つかに手をかけ、十数個の魔法式を展開。暴れられたら家、壊こわれるよ？

　フェリシアは青あお褪ざめ「あ……や、やっぱり私じゃ無理……」と謎なぞな言葉を呟つぶやいている。

　病弱少女の心臓に負担をかけるわけにはいかないので、指を鳴らし魔法式へ介かい入にゆう、消失させ、強めに注意する。

「二人共、時と場合をだね」

「だってカレンが」「兄さんの責任も大きいです」

「……リディヤは王宮へ行って。時間がないよ？　カレン、フェリシアは学校へ。ティナ達と学校に、生徒会長は今日までお休み、と伝えるのも忘れないでね」




　　　　＊




「……う～ん……」

　目が覚めると朝の日差しが白しろ枠わくの窓から眩まぶしく差し込んでいた。何時──身体が跳はね起き、横を向く。

「カレン、フェリシア！　大変、寝ね過すごし──……」

　普段なら『余よ裕ゆうで間に合うわ。朝食はどうする？』『……ステラ、カレン、私は見捨てていい、よ？』と返してくれる親友達の姿はない。

　心が冷えていく。そうだ、私は一昨日おととい、学校の寮りようを抜ぬけ出して……。

　──ノック。

　ブランケットに潜もぐり込み、強く目を瞑つぶる。シェリーだろう。私の気持ちは変わらない。

　どうせ、私は自分で何も決められず、こうして拗ねることしか出来ないのだ。

　退学になるのなら、それはそれでいいのかもしれない。王立学校の歴史に名前を残せる。……公女殿下の生徒会長退学という、前代未聞の汚お点てんとして。考えただけで心臓が縮む。

　御父様に何て言えば。何て怒おこられるのだろう。

　カレンとフェリシア。ティナ、エリーの顔が瞼まぶたに浮うかぶ。ブランケットの奥へ奥へ。

　やめてっ。そんな目で見ないでっ。

　私は……私は貴女あなた達みたいに、凄すごくもないし、先へも進めないし、決断も出来ないのっ。

　一歩踏ふみ出すことが……王立学校に入った時には出来ていたことが……今の私にはとてつもなく怖こわいことなの……。

　私のことは放っておいて。私は、私は……




「──ハワード家の別べつ邸ていってこんな風になっているんですね。思ってたよりずっと広い。使っていないのにしっかり管理しているのはシェリーさんらしいですが」




「!?」

　穏おだやかな声が近くで聞こえてきた。

　え？　な、何で??　扉も窓も鍵は閉めた。更さらに私が使える最高の結界魔法を重ね掛がけして、封ふうをしたのに。

　ブランケットを被かぶったまま覗のぞき込む。そこにいたのは、淡あわい茶ちや髪ぱつの優しい瞳ひとみをした青年。

「おはようございます」

「お、おはよう、ございます、アレン様……じゃなくてっ！　ど、どうやって??」

「入り口からですよ。別邸の場所はシェリーさんに教えてもらいました」

「…………」

　こんな近くで突とつ破ぱされて感知すら……わざと、素っ気なく問いかける。

「……何か御ご用ようでしょうか？　学校には行きませんし、話すこともありません」

「噓うそですね」

「……噓？」

「はい、噓です」

「………………」

　唇くちびるを嚙かみしめる。涙が溢あふれてきた。全部、全部お見通し。私は噓をついている。

　私がいなくなったら、私の優しい親友達は必死で捜してくれるだろう。

　けど、長年使っていないここ──公こう爵しやく家けならば、王都に複数持っている別邸を知っているのはシェリー他数名だけ。ティナ達も知らない筈はずだ。何より、ハワード家メイド長とカレン達には接点がない。

　そうしたらどうする？　カレンが真っ先に頼たよるのは??

　…………汚きたない。なんて、私は汚いんだろう。

　親友の優しさを利用して、この方を呼び寄せる。自分で会いにもいけなかったのに。

　ベッドにアレン様が腰こしかけた。

「ここなら、誰だれもいませんし、聞かれもしません──話したいことがあったんですよね？」

　欲しかった言葉。ずっとずっと欲しかった言葉だ。なのに、弱い私は声が出ない。

　──どれくらい時間が経たったんだろう。私はようやく声を絞しぼり出した。

「………………アレン様は」

「はい」

「……平気だったんですか？　リディヤ様は凄い方です。アレン様も凄い方ですけど……王立学校の講義で、上級魔法を使えない、と仰おつしやっていました。たくさんの揶や揄ゆや侮ぶ蔑べつに晒さらされてきたのでは？　自分よりも凄い人から、離れたい、と思われなかったんですか？」

「んー……人に話すのは気き恥はずかしいんですが」

　本気で苦く笑しようしている気配。待っていると軽い口調が降ってきた。

「一いつ緒しよにいて、散々、色々言われてきたのは事実です」

「なら」

「けれど、それを理由に、離れようと思ったことはありません」

「っ」

　迷いない断言。…………私とは全然違ちがうんだ。

　闇やみが、深い闇の気配が近付く。




「同時に──良い選せん択たくだったのかどうかも、分かりません」




「……えっ？」

　アレン様を見上げる。微笑ほほえみには寂さびしさ。

「リディヤ・リンスター公女殿下は紛まぎれもなく天才です。誰よりも強く、気高く、美しい。──その子の成長に、僕がいる意味はあるのかな？　と、考えたりもしました」

「そ、そんな……リディヤ様とアレン様は比ひ翼よくの関係で……」

「『リンスター公女殿下』と『獣けものに育てられた孤こ児じ』」

「っっ！！！！」

「大貴族の長女と狼おおかみ族ぞくの養子が一緒にいれば、口には出来ないこともあるものです。リディヤにも話せないことだってたくさんありました。だけど、半面事実です。僕には地位も、権力も──大した魔力もないので」

「！　…………ごめんなさ」

「お気になさらず。僕は両親に拾われたのを、幸運だったと思っています。可愛かわいい妹も出来ましたしね」

　謝罪を遮さえぎり、アレン様は続けられた。

　──込められているのは確信。

「僕より凄い人は世の中にたくさんいますし、魔力が多い人は数えきれない程ほどいます。ただ、それと僕が努力をしないのは別の話です。母にも『元気で頑がん張ばりなさい！　出来れば笑い、自分の身近にいる人には親切に！　ただし、人と自分を比べる必要はないからね？』と言われてきました」

「………………アレン様は、お強いんですね。私にはとても真ま似ね出来ません。だって」

　涙なみだが溢れて視界が曇くもる。拭ぬぐっても拭っても止まってくれない。歯を食い縛しばり、叫さけぶ。

「カレンは……本当に、本当に凄いんですっ!!　私は何一つとして敵かなわないのに、獣じゆう人じんで貴族じゃないせいで生徒会長になれない、だなんて……。私はおこぼれで生徒会長になりました。ステラ・ハワード公女殿下、次期ハワード公爵、という理由だけでっ！！！」

　積もりに積もったどす黒い想おもいを吐はき出してしまう。

「フェリシアも身体が弱いのに、心は本当に、本当に強い子です。自分で自分の路みちを決めて、進む先が喩たとえ荒こう野やであろうとも突き進める……そういう子、でした。気付きませんでしたけど。未来の為ために王立学校を辞やめる決断をするなんて……。私とは大違い……」

　暗い闇が私の心を吞のみ込んでゆく。止めないと。こんなの、いけない。

「エリーもリィネも、私より間違いなく剣けん術じゆつ、体術、魔法の才能があります。現段階で、私は勝てないでしょう。もしかしたら、先に卒業するかもしれませんね。……私は、授業に出る気力がありませんし」

　駄だ目め。一度、口にしてしまうと止まらない。自分への蔑さげすみが私の心を抉えぐる。

「そして妹は……ティナは……極きよく致ち魔法を、『氷ひ雪せつ狼ろう』を使いこなしています。『ハワードの忌いみ子』と蔑まれ、魔法を一いつ切さい使えなかったあの子がっ!!　私はとっかかりすら摑つかめていないのにっ。御お父様はティナを次期ハワード公爵とお考えでしょう。私の努力は、全部、全部、無む駄だだったんですっ。私には、その路しか、ないのにっ……」

　最後につれか細くなっていく私の声。項うな垂だれ、身体を前に倒たおし、両手で顔を覆おおう。

「リディヤ様の御力は、同じ公爵家に生まれた、と思えません。あれはまるで……御お伽とぎ噺ばなしに出てくる大魔法を操あやつり、世界を救ったという英えい雄ゆう様のようです。あの御方と私は将来、同格の公爵家の人間として相対せねばならない。無理です。絶対に無理です……」

『剣けん姫き』と『剣姫の頭脳』。二人は私の憧あこがれだった。活かつ躍やくが伝えられる度たび、心を躍おどらせてもいた。だけど……現実に見た力は想像を遥はるかに超こえていた。超え過ぎていた。

　そして、気付いた。気付いてしまった。

　身体が大きく震ふるえ、涙が止まらない。

　私の周囲の子達は皆みな、才能に溢れ、未来は光に満ち満ちている。

　なのに、なのに、私の前に広がるのは──深い闇。最後の想いを吐き出す。

「……もう……もう……もう私、どうしたらいいか……分からないんです……」

　嗚呼ああ……言ってしまった。

　御母様が亡なくなられた後、弱音なんて誰にも吐いたことなかったのに。

　私はステラ・ハワード。次期ハワード公爵。頼りになる王立学校生徒会長。こんな弱音を吐いちゃいけないのに。

　──沈ちん黙もくが部屋を支配する。

　呆あきれられてしまったのだろう。情けないこんな私だもの。手を叩たたく音が室内に響ひびいた。

「ステラ様」

　顔を上げると、アレン様が普ふ段だん通りの笑えみを浮かべられていた。

　戸と惑まどいが生まれる。何で笑顔なんですか？




「今日は学校をサボって、僕と王都をデートしましょう」




「…………ほぇ」

　思考停止──遅おくれて理解。え、ちょっ、何でっ!?

　頭の中は大混乱。周囲を見み渡わたす──他には誰もいない。……私と？

「カレン達にも報しらせておきますね」

　翡ひ翠すい色の二羽の小鳥が空中に生み出され、手に留まった。窓に近づいて行き、開放。初夏の風が部屋へ入ってくる。

　小鳥達はアレン様の手に頭を撫なでつけた後、外へ羽ばたいていった。

「では、行きましょうか」

「ア、ア、アレン様っ!?　ひゃん、え、あぅぅ……」

　ベッドの上で啞あ然ぜんとしている私を抱だきかかえる手。ブランケットが落ちる。

　あ、細いように見えても、やっぱり男の人の手って大きい──じゃなくてっ！　わ、私、まだ寝ね間ま着きだし、髪かみも寝ね癖ぐせだし。こ、こんな恰かつ好こうで外になんて！

　動どう揺ようする私に構わず窓へ近付いて行く。

「摑まっていてくださいね？」

「え？　ええ？　えええ？？？」

　次の瞬しゆん間かん──アレン様が私を抱かかえたまま空中に身を躍らせていた。

　ぎゅっ、と抱だき着き目を瞑つぶる。……とっても温かい。

　──落ちて、ない？

　落下感覚は何時いつまで経たっても感じられず、目を開けると

「うわぁぁぁぁ」

　アレン様は空中を歩いていた。厳密に言えば空中に走る太い蔦つたの上を。

　一部の獣人しか使えない植物魔ま法ほう!?

　下を眺ながめると通行人の姿──身体をすくめる。愉ゆ快かいそうな笑い声。

「ステラ様は軽いですね。ちゃんと食事を摂とられてますか？　後で美味おいしいお店でいっぱい食べましょう。認にん識しき阻そ害がい魔法を使ってるので、僕等の姿は見えませんよ」

「……う～」

　年ねん齢れいよりも幼く見える青年の笑顔。

　意地悪だ。ティナが手紙で毎回書いて来た通り、この方はとっても意地悪だ！

「服を調達しないとですね。ステラ様がいいのなら、寝間着のまま」

「…………着き替がえさせてください」

「可愛かわいいですよ？」

「！　う～!!」

　ぽかぽか、とアレン様の腕うでを叩く。

　──いつの間にか、胸の重苦しさは少しだけ軽くなっていた。




　　　　＊




「…………」

　部屋に置かれている大きな姿見の前で一回転。見慣れない自分の姿に困こん惑わくする。

　形見のリボンは置いてきてしまった。そのせいで髪形も普段と違い、おろしてしまっている。一番違い和わ感かんを覚えるのは服装。

　王都に来てから、大半は制服で過ごしていたし、極ごく々ごく稀まれに私服を買っても動きやすいシャツやズボンばかりで、こういう女の子らしい服を着ると落ち着かない気持ちになる。

　白のワンピースと薄うす蒼あおのカーディガンなんて……私には。

「ステラ御お嬢じよう様さま、お似合いでございます」

「……シェリー……」

　振ふり向くとそこには懐なつかしい顔があった。ハワード家老メイド長のシェリー・ウォーカーだ。冷静沈ちん着ちやくな彼女が、目を潤うるませ真っ赤。

　手紙のやり取りはしていたけど、こうして見ると頭に白い物が増えたかもしれない。

　ティナ達と一緒にこっちへ来ていたのは知っていた。でも……私に、ハワード家の御お屋や敷しきへ出向く勇気が一昨日までなかったのだ。

　夜よ更ふけに現れた恩知らずな私を、シェリーは涙を流して迎むかえ入れてくれて、なおかつ、ティナとエリーには話さず、別べつ邸ていまで……。

　御母様が亡くなった後、シェリーやグラハム、そしてハワード家に仕える人達は、私達姉し妹まいを愛してくれた。本当に愛してくれた。私達がどれだけ救われたか。

　なのに……私は御父様と喧けん嘩か別わかれをし、碌ろくな説明もせず家を飛び出してしまった。

　王立学校の学費は、御母様が私とティナへ半分ずつ遺のこしてくれたお金で賄まかなえたけど、私は世間知らずで……。結局、助けてくれたのはシェリーであり、シェリーの旦だん那な様であるグラハム。幼い頃ころと変わらない

　……最低な恩知らずね、私。大きくかぶりを振る。

「お世辞を言わなくてもいいわ」

「そんなことはございませんっ！　ステラ御嬢様はお美しくあられます。奥様に──ローザ様と見間違う程です」

「ありがとう。御母様みたいに綺き麗れいじゃないけどね」

　──控ひかえめなノック。身体が緊きん張ちようする。

　姿見を確認。寝癖は直ってる。泣いた跡あともシェリーに魔法とお化け粧しようで消してもらった。大だい丈じよう夫ぶ……よね。もう少し、入念に。

「ステラ様、シェリーさん、入ってもいいですか？」

「待っ」「はい、どうぞ」

「失礼──」

　部屋へ入ってきたアレン様が私を見て立ち止まった。似合ってない、のかな……。

　シェリーは凄すごく嬉うれしそうだ。

「アレン様。ご感想をお願いいたします」

「え？　……失礼しました。すいません、見み惚とれてしまいました。とてもお綺麗です」

「っ……あ、ありがとう、ございます……」

　背を向ける。姿見に映る私は知らない私だった。

　近付いて来る足音。鼓こ動どうが高まる。学校を休んで、こんな……どうかしてるわ。

　白い布地の帽ぼう子しが被かぶせられた。

「これなら出歩いていてもバレないでしょう。シェリーさん、ありがとうございました」

「メイドの務めでございます。お夕食は是ぜ非ひとも当家にて」

「え？　わ、私は」「夜までには戻もどります」

　二人は無言で頷うなずきあっている。私の意見は無視らしい。

　別邸のことといい、シェリーは随ずい分ぶんと、アレン様を信しん頼らいしているみたいだ。ティナが手紙で書いてきた以上を、北方でなされたのだろう。

「では、行きましょうか。シェリーさん、ティナ達と僕の妹のカレン、ステラ様の御友人であるフェリシア──あと、リディヤにも遣つかいを出しておいていただけますか？　夕食はハワード家、でと。帰って来て事情を説明しないと、僕に明日はなさそうです」




　　　　＊




　王都は大陸有数の大都市だ。王国中だけでなく、近きん隣りん諸国からも、人と物が集まってきている。

　特に王家が実力主義を標ひよう榜ぼうし、末まつ端たんの分野で浸しん透とうしつつある昨今は、顕けん著ちよ。

　王都北側の下町は各地の移民者で溢あふれかえっていて、特に、南方島とう嶼しよ諸国出身者が目立つ。

　誰だれしもが、一ひと旗はた揚あげようとギラギラ。美味おいしくて安い店も多い。

　ただ、ステラ様を連れてそういう場所には行けないな。治安、良くないし。

「はい、どうぞ。美味しいですよ」

「あ、ありがとうございます」

　ベンチに腰こしかけていた少女へ氷こおり菓が子しを渡わたす。僕は牛乳を固めた物。公女殿下のは、季節の果実入り。

　王都の昼下がり。ここは中央部にある大だい噴ふん水すい広場。

　多くの露ろ店てんや、カフェの出張所が立ち並び、人々が行きかっている。人族、獣じゆう人じん族、エルフやドワーフ──主だった種族でいないのは、巨きよ人じん族くらいだ。身体が大きいし、入ってしまうと通行の妨さまたげになる。通りを走る馬車と車の交通量は相当なものだし。

　のんびり氷菓子を食べながら、眺める。気持ちいい。

　……見知ったカフェの女性店員がいたような。気のせいか。

「アレン様は」

「はい、なんでしょう？」

「こういうお店によく来られるんですか？」

「来ますよ。教授は食道楽なんです。先さき程ほど、行った御店もそうです」

「とても美味しかったです。懐かしい味がしました……」

「北の野菜や隠かくし味あじにお酒を使ってるお店でしたしね。量は足りませんが」

「えー。私はあれでお腹なかいっぱいです」

「ほぉ。では、氷菓子をむしゃむしゃ食べているのは？」

「だ、だって……う～……」

　しどろもどろになる公女殿下。長い髪が風になびく。絵になるなぁ。

　通りすがりの人々が男女問わず、公女殿下に見惚れ、足を止めている。スタイルも良いので目を惹ひくのだ。

　なお、当の本人は自覚皆かい無む。罪作りな。

「私、ずっと、勉強して訓練して、の繰くり返しだったので、こういうお店があることすら知りませんでした。王都の有名な場所もです……」

「なら、有名どころをぐるりと回りましょう。適てき宜ぎ、甘い物を補ほ充じゆうしつつ」

「う～……」

　頰ほおを膨ふくらませ小さな手でぽかり。

　お姉さんなのにティナよりも可愛らしい気がする。最近はすぐ『氷ひ雪せつ狼ろう』を撃うってくるし。

　……直させないとなぁ。そういうのは一人で十分だ。

「ではまず、バザールで貢みつぎ物もの──もとい、お土産みやげを見み繕つくろって、ご機き嫌げん伺うかがいに行きましょうか」
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　大学校の研究室へ入った途と端たん、黒い物体がステラ様に襲おそい掛かかった。

　空中で捕ほ獲かく。白のワンピースに毛がついたら目立つ。

「アンコさん、いけません。ステラ様、こちら、教授の使い魔のアンコさんです」

「あ、はい。知ってます」

「そうでしたね。腐くされ……こほん、教授はワルター様やリアム・リンスター様と御ご昵じつ懇こん。長期休きゆう暇か中は、滞たい在ざいされていたとか？」

「アレン、君ね……やぁ、ステラ嬢、よく来たね」

　頰がこけ、白髪しらがが幾いく分ぶんか増えている学者風の紳しん士し──僕とリディヤの恩師である教授が、

　椅い子すに座ったまま手を挙げ挨あい拶さつをした。机の上は荒あれ放ほう題だいだ。

「お久しぶりです……御身体の具合がお悪いのですか？」

　教授は目め頭がしらを押さえた。アンコさん、お土産です。

「嗚呼ああ……君だけだよ！　僕の体調を気き遣づかってくれたのは。教え子達は皆みな……最も悪あく辣らつな子は、僕に嫁よめを……嫁を押し付けようとっ！　リディヤ嬢と会う時間が減っている鬱うつ憤ぷんを僕ではらしているんだ。八つ当たりだと思わないかい？」

「継けい続ぞくしても？　ハワード家もリンスター家も、まだ候補はいる、と。某ぼう教授主導で、僕は胃が痛くなる両家の取引先選定役をしていたような……？」

　貢みつぎ物ものである、水都産の魚を乾ひ物ものにした物にかぶりつかれているアンコさんを見守っていると、恩師が噓うそ八はつ百ぴやくをステラ様へ教えていたので、状じよう況きよう報告。

　戦せん況きよう不利、と判断した教授は強ごう引いんに話題転てん換かん。

「で、君達が一いつ緒しよとは珍めずらしいね。どうした──もしや、浮うわ気きかい!?　アレン、馬ば鹿かな真ま似ねはよすんだっ！　君は王都を、王国を火の海にするつもりなのかっ!!」

「……教授、僕にも我が慢まんの限界というものがありますよ？」

「冗じよう句くだよ、君。事情があるのだろう？　偶たまには学校をサボるのも悪くないものさ。僕も学生時代は遊び歩いていた」

「アンコさんの陣じん中ちゆう見み舞まいです。籠ろう城じようされてるとお聞きしてたんですが、妥だ協きようされたようですね」

　がじがじ、と乾物を齧かじられている使い魔様を撫なでる。

　ステラ様は研究室内をキョロキョロ。文ぶん献けんを見つけ「わぁわぁ」と楽しそう。

「……僕への土産はないのかい？」

「ありますよ。中央噴水広場の氷菓子を食べてきました」

「！　どうだったかね？」

「──結論を述べますと、大当たりです」

　教授がニヤリ。僕もニヤリ。

　こうして、美味しいお店の情報を共有するのは、研究室のしきたり。鉄の掟おきて。美味しい物は皆で共有すべし！

「アンコさんのお土産は、途と中ちゆうのバザールで買いました。あそこも面おも白しろいですね。ステラ様が、すぐ客引きに摑つかまって大変」

「ア、アレン様!?　ひ、秘密ですよ、ってっ！」

　凄い速度で、僕の口が押さえられた。ティナと似ている前まえ髪がみが左右に揺ゆれ、エリーみたいに、わたわた。普ふ段だんのしっかり者な彼女より、こっちのほうが良いと思う。

　手を軽く叩たたくと外してくれた。帽子のつばを下ろし、指を弄いじっている。

「ははは。ステラ嬢は目を惹ひくからな。──バザールは攻せめきれていない場所だ」

「行く為ためにも解読を御お願ねがいします」

「……分かっている。分かっているとも。教え子の仕打ちに日夜涙なみだを流し、性しよう悪わるを極きわめている老エルフへの殺意を抑おさえ込み、大好きな食べ歩きも制限して、僕は頑がん張ば」

「後で大聖堂へ行く予定なんですが、お勧すすめのお店はありますか？」

「…………アレン、無体ではないかい？　大聖堂ならば、途中にクレープの美味しいカフェがある。食べ歩きも可能だ」

「寄ってみます。そう言えばギルと会いました」

「……聞いたよ。危あやうく教え子裁判を開かれるところだった。君に会ったのを、密告して事なきを得たが。彼なんだがね」

　教授は困った顔になった。大たい概がい、他者を困らせる側だというのに。

「少々厄やつ介かい事に巻き込まれている。かといって、現状で僕や君は部外者だ」

「つまり、公こう爵しやく家け絡がらみ、と」

「わ、私は席を外した方が？」

「君は次期ハワード公爵だ。問題ないよ」

「っ……はい……」

　教授っ！　空気を読んで──わざとですか？　そうですよね、教授ですもんね。

「知っての通り、王国東方を守護しているのはオルグレン公爵家だが、当代のオルグレン公爵は高こう齢れい。ここ数年、代だい替がわりの話が出始めていた。候補は息子四人」

「ギルも入ると？　担かつぐ人がいないでしょうに。末子で学生ですよ？」

「公爵自身が乗り気だそうだ。魔ま王おう戦争以降、各公爵家は原則として長子が継ついできている。揉もめもするさ」

「っ！」

　ステラ様が身体を強こわ張ばらせた。肩かたに手をやろうとし──止まる。罠わなだ。

　にこやかな笑えみを浮うかべる教授。

　無言ながら僕に『慰なぐさめなくていいのかい？』。腐れ親父おやじめっ！

　……悪意のみじゃないだろう。

　教授、ワルター・ハワード公爵、リアム・リンスター公爵は盟友にして悪友。

『君は次期ハワード公爵』

　──ワルター様も回りくどいことを。直接言ってあげていただきたい。

　教授へ意見を述べる。

「ギルは優ゆう秀しゆうですが、本人が望まないのでは？」

「同感だ。だが、あそこの息子共はな……そこそこ優秀だが、皆、貴族至上を標榜して憚はばからない。ジェラルドとの繫つながりも噂うわさされていた程だ。噂を払ふつ拭しよくする為に、オルグレン公爵は謹きん慎しん場所の提供に手を挙げた経けい緯いもある。御老体の陛下への忠誠は筋金入り。次代に不安をお持ちなんだろう」

　……貴族社会は面めん倒どう臭くさい。一いつ般ぱん市民で良かった。

　アンコさんを一撫でし、懐かい中ちゆう時計を確かく認にん。後こう輩はい達がやって来てしまう。

「では、教授、僕等は行きますね。ステラ様」

「……はい」

　ほら、落ち込まれてしまった。

　は？　肩を抱だけ??　その手には乗りません。

　ふわり、とアンコさんが浮かびあがりステラ様の手をペロリ、と舐なめた。

「ひゃっ」

「元気だして、だそうです。さ、行きましょう。甘いクレープが僕等を待っていますよ？」







　王都西部地区外れの高台にそびえ立つ、聖せい霊れい教大聖堂の歴史は古い。

　王国内の建物の大半が二百年前の魔王戦争以降のものの中、推定で五百年は超こえる。

　にも拘かかわらず、蔦つたこそ這はっていても外観が綺き麗れいに保たれ、光曜日の礼拝にも使用され続けているのは信しん仰こう心しんの賜たま物ものか。建物自体も王宮を除くと最大だ。

　王国では宗教の熱が高くないのにこの大きさ。

　本場の教皇領にある物や、信仰心が篤あついことで知られる帝てい国こくの各大聖堂は、もっと凄すごいのかもしれない。

　もう夕方だけど、多くの外国人達が尖せん塔とうへ静かに祈いのりを捧ささげている。

　興味深げに周囲を眺ながめつつ、クレープを食べていたステラ様が尋たずねてくる。

「アレン様？　どうかされましたか??」

「いえ──ステラ様、動かないでくださいね」

「へっ？　ア、アレン様??　あ、あの、えっと……」

「はい、取れました。クリームがついていましたよ」

「～～～……あ、ありがとうございます……あむ」

　ハンカチで口元を拭ぬぐってやると、残りを急いで食べ始めた。

　甘い物は好きだけど、あまり食べて来なかったらしい。理由は『……ふ、太ります。こういう買い食いをしたことなかったので……』。軽かったけどなぁ。こうしている姿は、ティナとよく似てるや。

「お、お待たせしました。えと……??」

「中を見てみましょう。人が多いので」

　手を差し出すと、凝ぎよう視しして硬こう直ちよく。

　……慣れ慣れし過ぎたか。カレンに𠮟しかられそうだ。手を引っ込める。

「すいません。不ぶ躾しつけでしたね」

「あ……い、いえ……」

　ちらちらと、自分の手と僕の手に視線を彷徨さまよわせている。

　やがて、おずおずと差し出してきた。こういうところはエリーと似てる。優やさしく握にぎる。

「……あぅ」

「まだ、時間はありますし、楽しみましょう」

「へっ？　じ、時間って？」

「秘密です。お楽しみに」

「う～……」

　ステラ様は不満気ながらも、きゅ、っと手を握って来た。

　ハワード家にいた頃ころは、ティナとエリーの面めん倒どうをよく見ていたのだろう。そこかしこに、二人の印象が重なる。

「甘い物は売っていません。夕食のデザートをお楽しみに」

「ほ、欲しがってませんっ！　ほ、ほら、行きましょう」

　そう言うと、引っ張ってきた。少し元気が出てきたようだ。

　──ポケットの中の物に触ふれる。後で渡わたさないとな。




「わぁぁぁ……綺麗……」

　大聖堂内に入ると、巨きよ大だいなステンドグラスが視界に飛び込んできた。差し込んでくる夕日に反射し色いろ鮮あざやかだ。聖印の前で信者の方達が各おの々おの聖句を唱えている。

　正面にはめ込まれているのは、聖霊教の教義を象かたどった物。確か人を救った聖霊が役割を終えて、天へ帰って行く光景……だったかな？　うろ覚えだ。

　僕が来る度たびに気になるのは、正面より上。天てん井じよう近くに設けられた、小さな丸窓を飾かざっているステンドグラスだ。




　数は八つ。




　八人の人族が魔法を使っている絵え面づら。内、僕が知っているのは四つ。『氷ひよう鶴かく』『炎えん麟りん』、ティナに教えてもらった『嵐らん翠すい』らしき物はない。

　──ステラ様が何気なく、口にする。

「あれって、『大魔法』ですよね。えっと……一番右から、『天てん雷らい』『墜つい星せい』『蘇そ生せい』『光こう盾じゆん』『炎えん滅めつ』『水すい崩ほう』『震しん陣じん』『絶ぜつ風ぷう』ですか？」

「!?」

　驚おどろいて公女殿でん下かの顔を見る。……後半、何て言った？

　きょとん、とし頰ほおを赤らめ、帽ぼう子しのつばを下へ向ける。

「ア、アレン様、そんなに見つめないでください……間ま違ちがっていますか？」

「……ステラ様、後半四つの名前は、誰だれに？」

「？　母が教えてくれました。『昔々の英えい雄ゆう様達は、凄い魔法を使えたの！　忘れ去られてしまっても、真実なのよ？』って」

「……そうですか。御母様が」

　まただ。また、ローザ・ハワード様の名が出て来た。

　文ぶん献けんらしい文献も残っておらず、絵本に描えがかれているのも僕が知る限り四つだけ。

　数年間、教授や、リンスター、ハワードの両公爵家の書庫まで調べたのに得られなかった情報を、どうやって入手したんだろう。

「アレン様？」

「……笑わずに聞いていただけますか？」

「はい」

「僕が魔法に興味を持ったのは、絵本に描かれていた英雄達が使う大魔法に憧あこがれたからなんです。世間では御お伽とぎ噺ばなし扱あつかいですが、未いまだに調べているんですよ」

　ティナの件もありますし、という言葉は吞のみ込む。いきなり、『氷ひよう鶴かく』らしき存在が自分の妹の中にいて、魔法を使うのを阻そ害がいしていた、と言われても困るだろう。

　──ステラ様の握る力が強くなった。

「私も信じています。母が教えてくださいましたから。昔は使ってみたいなぁ、って思ってました。あと、極きよく致ち魔法の方が大魔法より強そう、って」

　くすり、とする公女殿下。

　この姉にしてあの妹あり。根っこは一いつ緒しよ。

　帽ぼう子し越ごしに頭を、ぽんぽん、とする。

　陽ひは落ち、聖堂内には魔力の灯あかりがついた。

「!?　ア、アレン様？」

「ありがとうございます。新しい大魔法の名前を知れました。お礼に、僕のとっておきを御見せしようと思います」

「せ、説明を。せ、説明を、要求しますっ」

「ステラ様、お静かに」

　指を唇くちびるにつけ、しー。すると頰を大きく膨ふくらませ、ぷい、と横を向いた。

　懐中時計を取り出す。移動しないと間に合わないか。

「では、ご案内します。秘密にしてくださいね？」







　大聖堂を出るとまだ多くの人達がいた。陽も落ちたのに熱心なことで。

　脇わきの路地に入り、認識阻害と消音魔ま法ほうを重ねがけ。

「？　アレン様??」

「帽子を手に持って、目を閉じてくださいますか？」

「へっ？」

「お願いします」

「え、え、ええ？　えっと、あの、その……わ、私…………」

　おー百面相だ。ティナは僕に慣れて来たせいか警けい戒かいして見せてくれないんだよなぁ。

「では、いきますよー」

「え、あ、は、はひ──……」

　あたふたし帽子を取ると、目を固く瞑つぶった。緊きん張ちようしなくてもいいのに。腰こしを軽く抱く。

「!?」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。力を抜ぬいていてください。すぐに終わります」

「は、はぃ……」

　さて、と──念ねんの為ため、周囲を見渡す。誰もいない。よし。

　植物魔法で蔦を動かし一気に屋根の上まで駆かけ上がる。微かすかに吹ふく風が気持ち良い。旗を掲かかげている棒を摑つかみ、数個の小さな灯りを空中へ浮うかべる。

「！！！！　ア、アレン様!?」

「目を開けてもいいですよ。暴れないでくださいね」

「は、はい」

　ステラ様が目を開けた。息を吞のむ。びっくりしたのか手を離はなしたので、抱だき寄せる。

「おっと、はい、ここを持ってください」

「あ……ありがとう……ございます……」

　ハンカチを取り出し棒へ当て摑ませると、か細い声が返ってきた。




　──眼下には、王都の幻げん想そう的な夜景。




　灯りがついていき、空には月が昇のぼり星も瞬またたき始める。少女が感かん嘆たんの声を漏もらす。
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「綺麗……綺麗です……こんな光景があるなんて、知りませんでした……」

「『眠ねむれない夜は、お月様とお星様を眺めて静かにしていなさい。そうしたら──精せい霊れいが貴方あなたを導いてくれる。心配しなくても大丈夫』」

「…………え？」

　あえて、前を見ながら話を続ける。

「昔、母が読んでくれた絵本にそう書かれていたんです。聖女と魔法使いの話だったかなぁ……ずっと覚えていまして。僕は未だに落ち込む度、月と星を眺めに独りでここへ来ます。精霊に出会えてはいませんが」

「お独りで、ですか？　リディヤ様やカレン……ティナ達とは？」

「──誰も知りません。ステラ様が初めてですよ」

「っ……そう、なんですか……」

　腕うでの中にいる少女へ微笑ほほえむ。




「僕は『剣けん姫きの頭脳』だなんて、大層な異名をつけられていますが。実際は大した人間じゃありません。帝てい国こくの『勇者』や『剣姫』──リディヤのような、幼い頃になりたかった物語に出てくる英雄にはなれないでしょう。だけど、見てみたい、んです」




「見てみたい、ですか？」

　今日初めて、ステラ様と僕の視線が真まっ直すぐ交こう錯さくした。

「彼女達と、カレンやフェリシア、ティナ達は近い将来……歴史に名を残す事を成し遂とげると思います。僕はそれを見てみたいんですよ。その為にも最低限、一緒にいて死なない程度の力が必要。なので、一歩一歩足あ搔がき続けている、というわけです。──これを」

　ポケットに入れておいた空色のリボンを取り出す。

「！」

「小鳥に取ってきてもらいました。御母様の形見、なんですよね？」

　手渡すと胸に押し付けられる。

　──やがて、ステラ様は僕の名を呼んだ。

「……アレン様」

「はい」

「私……決めました。だから、だから……私を、助けて……いただけますか？」

　揺ゆれる瞳ひとみの奥には──決意。やっぱり、ティナ達のお姉さんでカレン達の親友なんだな。

　この不器用な女の子は、少しの支えがあれば立ち上がり、前へ進む勇気を持っている。

　力強く答える。

「──勿もち論ろんです。ステラ・ハワード公女殿下」




　　　　＊




　ハワード家の客間に、僕等の帰りを待ちかねていた少女達の叫さけびが響ひびいた。

『し、勝負、ですかっ!?』「……へぇ」

「ええ」

　ステラ様は驚いているティナ達へ告げた。髪かみをリボンで結び、迷いはない。

　リディヤは座ったまま静観。リィネは困っている。フェリシアの姿は見えない。さっきまでいたのに。ハワード家のメイド服を着てたのは？

　公女殿下が頭を深々と下げた。長く美しい髪が煌きらめく。

「心配かけてごめんなさい。でも、決めたの。私は、このままじゃ前に進めない。進めないの。──お願いします。私と剣けんと魔法で勝負をしてください」

　頭を上げティナとエリー、そしてカレンを見る。

　狼ろう狽ばいした少女達が反論する。

「お、御姉様、い、いきなり『次期ハワード公こう爵しやく』を懸かけて勝負だなんて……」

「あぅぅ……ス、ステラ御お嬢じよう様さま……したくないですぅ……」

「『負けたら、生徒会長を譲ゆずる』？　……馬ば鹿か馬ば鹿かしいっ！　私達相手に独りで挑いどんでも勝負にならないわ」

「──なので」

　僕は少女の後方へ。肩かたを持つ。教え子二人は疑問。カレンが気付き叫ぶ。

「僕とステラ様が組みます」

「なっ!?」「あぅぅぅ」「兄さん！」

「兄様、リィネもそちらへ……」「…………」

「二対三なら、良い勝負になると思いますよ？　ただ、すぐは難しい。二週間程ほどは、僕がステラ様を見ようと思います」

「「「!?」」」「兄様ぁ」「…………」

　ティナ達に強い動どう揺よう。

　リィネ、ごめんよ。腐くされ縁えんは『火か焰えん鳥ちよう』を秘ひそかに準備している。……冷ひや汗あせが。

「せ、先生……その間、私達の家庭教師は……」

「なしです。ノートは渡わたしますのでカレンと訓練を。僕より教えるのは上手うまいと思います」

「反対ですっ！」「で、です」「兄様、リィネはぁ……」

「勝負の際、課題を確かく認にんします。リィネは終わったら、一つお願いを聞くよ」

「！　……そういうことでしたら」

「リィネ!?」「リ、リィネ御嬢様!?」

「ティナ、エリー。君達のお姉さんはもう決めています。お願いです。その勇気に応こたえてあげてくれませんか？」

「「…………」」

　二人は顔を見合わせ、躊躇ためらいがちに頷うなずいた。あとは

「カレン」

「…………兄さんは何時いつもそうです。決めているんですよね？」

「うん」

「…………はぁ」

　カレンは重い溜ため息をつき、ステラ様へ鋭するどい眼光。酷ひどく緊張しているのが伝わってくる。

「私に──貴女あなたが勝てると？」

　公女殿でん下かが目を瞑り、ゆっくりと大きく首を振ふる。

　確かに勝てる可能性は限りなく低い。僕の妹は強いのだ。

「だったら、こんなことする必要は！」

「──勝負はやってみないと分からないわ。アレン様は私を、こんな情けない私を信じてくれている。……私にだって意地はあるのよ、カレン」

　僕の優やさしい妹は大きな声を出した。とても必死そうだ。

　公女殿下も胸に拳こぶしを強く押し付けて耐たえている。

　ティナが会話に割り込む。

「御姉様、私は公爵家を継つぐつもりなんて……爵位は長子が継ぐものです」

「ティナ。四大公爵家は王国の柱石。そこに生まれた者には責務がある。王国と王家、そして国民を守る責務が。相応ふさわしい者がつくべきよ。だけど……私は負けないわ」

　少女が縋すがるように僕を見てきたものの、かぶりを振る。

　さっきも言ったように、君のお姉さんは覚かく悟ごを決めているよ。

　エリーは泣きそうだ。

「ス、ステラお姉ちゃん……」

「エリー。私ね、貴女にも嫉しつ妬としていたの。昔は泣き虫でおっちょこちょいだったのに。魔法や体術の才は貴女の方が上よ。でもね……退ひけないの」

　辛つらそうにメイドさんはティナの袖そでを摘つまんでいる。

　……みんな、一応納なつ得とくしてくれたかな？

　扉とびらが開き、フェリシアとシェリーさん、そして数名の見知ったメイドさん達が入って来た。フェリシアは丸めた紙、メイドさん達は反たん物ものを持っている。

　リディヤがカップを置き、目を細めて僕を見た。

「……私は納得してないわよ？　つまり、二週間以上ステラを付きっ切りで見る、のよね??　平日、休日問わず」

「うん、そうだけど」

「許す、と思うわけ？　あんたどうせ無理を」

「リ、リ、リ、リディヤ様、こ、こ、こ、これを…………」

　ガチガチに緊きん張ちようした様子のフェリシアが突とつ然ぜん、会話に割り込み大きな紙を広げた。

　続いてシェリーさんも布を広げる。北方特産の氷こおり布ぬの？

　腐れ縁は後方の様々な布を持つメイドさん達も確認。眼鏡少女へ問う。

「…………間に合うの？」

「間に合わせます。シェリー様とアンナ様もご了りよう承しよう済みです。御許し、願えませんか？」

「そ……ステラが納得するならやればいいんじゃない？　ただし、二人共、無理無茶は禁止よ。ちゃんと休むこと」

　急転直下、賛成に回る『剣姫』様。

　……怪あやしい。

　お澄すまし顔な時のあいつは危険だ。

　リィネも紙を覗のぞき込み「！　フェリシアさん……私も参加します！」と目を輝かがやかせている。不安が倍増。

　ティナ達が、リディヤの変節を咎とがめる。

「せ、先生独どく占せん主義のリディヤさんが!?」

「あぅあぅ……」

「リディヤさん！」

「う、五月蠅うるさいわね。勝つ自信がないの？」

「うぅ……」「あぅ」「……勝ちます」

　話はまとまった。ステラ様は高こう揚ようと不安が入り混じった表情。頑がん張ばりましょう。

　問題は、だ。

「「「……うふふふ……」」」

　リディヤとリィネ、一歩離はなれた後方に控ひかえるフェリシアの目が妖あやし気に光り、シェリーさんとハワード家のメイドさん達も異様な熱気。

　悪お寒かん、が走る。いったい何を企たくらんで。

　気になるけど……見渡し、宣告する。




「──対決は二週間後の光曜日。場所は追ってお報しらせします」








第４章









　翌朝放課後、王立学校の巨きよ大だいな正門前で僕はステラ様を待っていた。

　空色屋根のカフェ待ち合わせにしようとしたら、『行ったことありません……』。昨日、聞いた以上に、勉強と訓練ばかりで外出しない子だったみたいだ。連れて行かねば。

　懐かい中ちゆう時計を確認。少し遅おくれているみたいだ。生徒会長さんは忙いそがしい。

　この間、多くの一年生に声をかけられた。「復帰されないんですの？」「次回の講義時期を教えてください」「父が御世話になりました。先生は商売にご興味が？」。

　乞こわれるのは光栄なんだけど、予定もないしなぁ。

　──気配を感じる。

　確認する前に、少女が急いで駆かけてきた。

「お、お待たせしました。すいません、生徒会の仕事が押してしまって」

「お疲つかれ様です。僕も今、来たところです」

　ステラ様はやや固い。気楽にしてくれても──木の陰かげから前まえ髪がみと尻尾しつぽが揺ゆれている。

「先生、御姉様……」「ぅぅぅ……」「兄さんとステラのバカ……」

　ティナ達が複雑な表情でこちらを覗き込んでいた。

　良心の呵か責しやくが……。だけど、あの子達にも必要だとも思う。我が慢まん、我慢。

　リィネとフェリシアは僕に気付かず帰っていった。意気投合したようだ。

「アレン様、何処どこで訓練をされるのですか？　ハワードは……別べつ邸ていも借りてるので……」

「伝つ手てを頼たよりました。行きましょう。その前に」

「前に？」

　丁度、く～。可愛かわいい音がした。公女殿下が頰ほおを染める。

「う～……」

　ぽかぽか、腕うでを叩たたいてきた。

　周囲の生徒達が、男女問わず普ふ段だんあまり見ない生徒会長の姿に足を止め、見み惚とれている。

　木こ陰かげ方向より強い拗すねの波動あり。

「途と中ちゆうで甘い物を買いましょう」

「……アレン様は、すぐに私をからかわれますね」

「ステラ様とティナにだけですよ」

「うう～……」

「何で、私達姉し妹まいだけなんですかっ！」という叫さけびが聞こえたような。

「さ、行きましょう。貸してくれる人が待ってます」







　オルグレン家別邸は王宮には近いものの、最上級層とは言い難い地区にあった。

　壁かべや窓は薄うす汚よごれていて使われていないのが分かる。

　正面の巨大な門には家か紋もん。

　その前で、後こう輩はいと見知らぬ男装の若い女性が僕達を待っていた。

　王都では珍めずらしい漆しつ黒こくの黒くろ髪かみを後ろで簡単に結んでいる。肌はだの色はやや浅黒い。南方の水都出身かな？　背はすらりと高く、腰こしには護身用の武骨な短たん剣けんを差している。

「アレン先輩」

「ギル、待たせた。紹しよう介かいするね。ステラ・ハワード公女殿下──顔見知りか」

　二人が頷く。公こう爵しやく家けに列つらなる子達なのだ、顔くらいは知っているだろう。

「んじゃ、こっちも」

「コノハと申します。先日、ギル様の護衛兼けんメイドを拝命いたしました」

「アレンです。ギルには世話に………なってたっけ？」

「うぇぇぇぇぇ。アレン先輩ぃぃ……」

「ふふ。ギルには大学校時代、助けられました。後輩をよろしく」

「はっ！　命を懸かけまして」

　褒ほめられたのが恥はずかしかったのか、後輩は鍵かぎを弄いじっている。こういうところが研究室内で愛されている理由なのだ。が、本人には言わない。

「ほ、ほら、開いたっすよ。入ってください。あー……」

「お茶の準備をしてまいります」

　コノハさんが屋や敷しき内へ入って行った。頭を搔かいている後輩へ尋たずねる。

「専属の護衛メイドがついたんだね」

「……いらねーっていったんすよ？　入ってくださいっす」

　ギルの後を追い中へ。

　庭は恐おそろしく広かった。……広すぎ。

　内心怯ひるむ僕に対して公女殿でん下かは平然。金銭感覚だけはついていけないや。

　荒あれ放ほう題だいかと思いきや整備されている印象。植物も刈かり込まれている。

「……ギル」

「なーんもしてねぇっす。結界も滅め茶ちや苦く茶ちや強化したり、風ふ呂ろとかも、昨日、聞いた後、突とつ貫かんで直すよう、指示も出してねーっす」

　こいつ……。嬉うれしいけど、二週間しか使う予定がない場所にそこまでお金をかけてどうするのか。ステラ様がふんわり評した。

「アレン様は後輩さんにも、とても慕したわれてるんですね」

　そういう問題かなぁ……。

　ギルが案内してくれたのは、屋根が付いている吹ふき抜ぬけの場所だった。

　木製のテーブルと椅い子すが数すう脚きやく。前方は一段低くなって土の地面ながら広大な即そく席せき訓練場と呼べる代しろ物ものになっている。

　後輩があからさまに目を逸そらす。ありがたいけど……加減をだね。

　ステラ様は広い即席訓練場に降り立ち、身体を動かし始めた。やる気十分。

「貸してくれて助かったよ。よかったのかい？」

「いいんすよ。どうせ使ってねぇ屋敷ですし」

「改修費用は」

「いらねぇっすよ」

「ギル」

「研究室に俺達がいる時、遊びに来てほしいっす。……みんな待ってんすよ？」

　邪じや心しんは皆かい無む。素す直なおというか、心を開くと絶対に裏切らない大型犬というか……僕の後輩、ギル・オルグレンはこういう奴やつなのだ。

「分かったよ。遊びに行く。リディヤも一いつ緒しよがいいかい？」

「あ、姐あね御ごは遠えん慮りよしとくっす！　……後で火か焰えん地じ獄ごくになるのが目に見えてるし」

「何か言ったかい？」

「いいえーなにもー。新しい生徒さんが待ってるっすよ」

「うん。ギル、一本、枝を拝はい借しやくしてもいいかな？」

「？　いいっすけど」

　近くに立っている木の枝を一本落とす。ごめんよ……。

　風魔ま法ほうで加工。木ぼつ剣けんと短たん杖じようにする。訓練場に降り、準備を終えている公女殿下と相対。

　──いい顔だ。木剣で小さな円を描えがき、呼びかける。

「ステラ様」

「は、はい！」

「僕に貴女あなたの実力を見せてください」

「実力、ですか？」

「僕は円から動きません。追い出したら貴女の勝ちです」

「っ……手加減しませんよ？」

「ええ。僕も適てき宜ぎ反はん撃げきします、例えばこのように」

　杖つえを振ふり、彼女の斜ななめ上後方に水魔法を発動。反応すら出来ず首筋に着ちやく弾だん。ステラ様は驚きよう愕がくしつつ、首に手を置いた。

「!?」

「単なる初級魔法です。ティナ達が使える全属性を使います」

　再度杖を振る。訓練場全体へ展開を終え即そく時じ発動可能。

　──細剣と短杖を抜き放った公女殿下には見えていない。

　染しみついた考えの転てん換かんは誰だれであっても難しいし、初日は苦戦するかもな。

「さ、やりましょう。全力を見せてください！」
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「ただいま戻もどりました」

「おかえりっす、コノハさん」

「……コノハ、と呼び捨てに」

　ギル様に一礼し、お茶とお茶菓が子しをテーブルへ置く。

　既すでに訓練は始まっていた。

　距きよ離りを取ったステラ・ハワード公女殿下が短杖を振るうと、無数の氷弾が出現。青年へ襲おそいかかるも石壁に阻はばまれた。

　けれど、そこは王国四大公爵家直系の御ご令れい嬢じよう。魔ま力りよくにものを言わせ石壁を凍とう結けつ、突とつ破ぱ。

　──直後、氷弾全てが消失。原因不明。

　唇くちびるを嚙かみ締しめ、再度、氷弾の嵐あらしを巻き起こしつつ本人も前進。接近戦を挑いどむようだ。

　魔法を目くらましに使いつつ細剣の射程内にまで突とつ入にゆう。青年へ向け細剣を突つき出す。

　が……駄だ目め。見たところ木製のそれは、明らかに業わざ物ものである細剣を受け止めている。

　青年は一歩たりとも動いていない。

　突とつ然ぜん、少女の動きが停てい滞たいした。何──足あし下もとが泥どろ沼ぬま化かし凍結。様々な初級魔法が前方だけでなく八方より襲い掛かかる。非殺傷の魔法のようだ。

「名高き『剣けん姫き』様の相方『剣姫の頭脳』。恐ろしい魔法制せい御ぎよ技術です。上級魔法を使う魔力もないのに行動を共にしている恥はじ知しらず、と噂うわさされていましたが……」

　瞬しゆん間かん──ギル様の雰ふん囲い気きは一変していた。

　軽けい薄はくさは影も形もなくなり、あるのはこちらに対する極ごつ寒かんの感情。たじろぐ。

「阿あ呆ほうか、君は？　そんな与よ太た話ばなしを信じてるなら、とっとと東都へ帰れ」

「……どういう意味、でしょうか？」

「アレン先輩が恥知らず？　本家諜ちよう報ほう部ぶでいったい何を調べていたんだ??」

　強い哀あわれみ。訳が分からず反問する。

「で、ですが……世間に流る布ふしている情報を分ぶん析せきしている限り」

「──二度目だ」

「はっ？」

　唇を歪ゆがめつつ現れたのは失望。心が砕くだけそうになる。

「……本物の阿呆なのか？　欺ぎ瞞まんに決まってるだろうが」

「欺瞞、ですか？」

『剣姫』ではなく、『剣姫の頭脳』の情報に噓うそが紛まぎれ込んでいる、と？

　大きくなる私の疑問を他所よそに、ギル様は訓練場を注視されている。

　公女殿下が切せつ迫ぱくした様子で細剣と短杖を交差させた。無数の輝かがやく白き氷ひよう槍そうが出現。

　──名高き氷属性上級魔法『閃せん迅じん氷槍』。学生とは思えない見事な技量だ。

　対して青年は何事かを考えこんでいる。

　構わず超ちよう高こう速そくの氷槍が青年を貫つらぬくべく、加速。悉ことごとく円に届く前に搔き消える。

　上級魔法を消した!?　いったい……。話が再開。

「『剣姫』は強い。王国内で正面きって戦えるのは、近衛このえ騎き士し団だん団長、先代『剣姫』リサ・リンスター公爵夫人様だけだろう。……姐御一人だった場合は、な」

「『剣姫の頭脳』が一緒の場合は違ちがう、と？」

「アレン先輩が傍そばにいる姐御は無敵。帝てい国こくの『勇者』相手にすら負けやしない。二人が本気を出せば国内の勢力図……いや、周辺諸国すらも激変する」

「ま、まさか……それでは、まるで古いにしえの」

　英えい雄ゆうではありませんか、と続ける前に沈ちん黙もくする。

　ギル様が侮ぶ蔑べつ。『今いま更さら、そんな基本情報に気付いたのか？』

「『剣姫』の武ぶ勲くん譚たんは四年前より始まる。何な故ぜだと思う？」

「……幼かったのでは？」

　くぐもった笑い声。青年へ向けていたものではなく、嘲ちよう笑しよう。

「なら、君は十三歳の姐御に勝てる自信が？　王立学校入学試験時には、ほぼ魔法を使えないまま、『大だい魔ま導どう』ロッド卿きようを追い詰つめて、半泣きにさせたそうだが？」

「…………」

　勝てる、などと口が裂さけても言えない。言える筈はずもない。

『大魔導』と言えば、齢よわい二百を軽く超こえる生きる伝説。

　魔王戦争全期間において赫かく々かくたる戦果を挙げ続け、魔王本人とすら渡わたり合った、と歴史書に特記される程ほどの猛も者さ。『不死身』とすら謳うたわれる、生きる怪かい物ぶつなのだ。

「姐御は大学校入学時、教授にも勝ってる。アレン先せん輩ぱいも見物してたらしいし、絶対に負けるわけがない。負ける時は──世界が滅ほろぶ時だ」

「っ!?」

　教授って、前王宮魔法士筆頭で『大魔導に匹ひつ敵てきする唯ゆい一いつの魔法士』と呼ばれてる？

　血の気が引いて行く音。私はギル様の力になる為ために、ここまでやってきたのに。

「皆みな、勘かん違ちがいをしてる。先輩の存在に逸いち早はやく気付いたリンスター家がどれ程の恩おん寵ちようを受けたと？　姐御は『剣姫』を継つぎ、リンスターも興こう隆りゆう。ハワードもそうなる。中心にいるのは」

「──こーら」

　気配もなくやって来た青年が、私の主あるじの頰ほっぺたを両手で引っ張った。

　……暗殺目的だったならば身代わりにすらなれていない。心臓が凍こおっていく。

「ア、アレンしぇんぱい、ひたい、ひたいっす」

「来たばかりの女の子にっ！　気にしないでくださいね」

　青年へ儀ぎ礼れいとして目礼。音が出ないように歯を食い縛しばる。……悔くやしい。

「……先輩は、女の子に甘過ぎっす。生徒会長さんは？」

「休きゆう憩けい中だよ」

　公女殿下は細剣を地面に突き刺さし、片かた膝ひざをつき、荒あらく息を吐はいていた。

　周囲は斬撃や魔法で荒あれ果はてているが。描えがかれた円の中は……無傷？

「うへぇ……容よう赦しやなしっすねぇ……」

「ギルも交ざるかい？」

「嫌いやっす！」

　青年が寂さびしそうに顔を伏ふせた。演技だ。動どう揺ようされるギル様。

　……やめて、私の前でそんな顔を見せないで。

「ギルは僕が嫌きらいなのかい？　後輩に嫌われているなんて……傷つくよ……」

「だ、だって先輩、女の子には手加減して、俺達には容赦なしで……不公平っすよっ!?」

「ギル、先輩よりもモテる後輩は、容赦なしでいいんだ。学校で真っ先に習っただろ？」

「ひ、酷ひどすぎるっすよ!?　……先輩は、姐御が絶対防ぼう御ぎよを張ってただけじゃないですか。姐御の手を離はなれた途と端たん、この状じよう況きよう。『天性の年下殺し』過ぎるのでは？」

「ん？　僕が??」

「何でもないっすよぉ。やだなぁ。続き、しなくていいんすか？」

「あ、そうだね。ステラ様、続きをしますよー」

　怨えん嗟さの苦鳴を漏もらしつつも、公女殿でん下かは瞳ひとみに戦意を漲みなぎらせ立ち上がられた。訓練再開。

　剣けん技ぎも魔法も少女は努力を積み重ねてきたのだろう。が──通じない。

　魔法は届かず、消失し、剣は全て受け止められ、捌さばかれる。

　青年が放つ初級魔法は変へん幻げん自じ在ざいに八方より出現し全弾が必中。どういう原理なの？　実戦であれば。とうに。

『アレンとかいう下民は小物。放っておけ。リンスターとハワードの動向が最重要だ。我等が義挙を起こした際、どういう反応をするのか……』。あの御お方かたは間ま違ちがっている。

　敵に回したのなら、計画は間違いなく破は綻たんする。最大警けい戒かい対象だ。

　私の隣となりで主様は不ふ機き嫌げんそうに告げた。

「本家が何を画策してんのか知らねぇーすけど、俺は公爵にはならねーっす。親父おやじは心配し過ぎなんすよ。兄貴達が何かするとはとても。俺はアレン先輩と対等でいたいっす」

　違う。違うんです。貴方あなた様は利用されそうなんです！

　私はオルグレン公爵家なんて、どうでもいいっ。ただ、貴方を……幼き日、私を救ってくれたギル様を守りたい。

　なのに──真実は魔法で封ふうじられていて、お伝え出来ない。

　前方以外の魔法にも対応し始めた公女殿下を青年が褒ほめる。

「そうです。ティナ達は変幻自在に発動してきますよ」

「は、はいっ！」

　何があろうともギル様を守らなければ。その為に、今、私がなすべきは。

　──この青年を急ぎ調べなくてはならない。私のギル様の安全の為に。
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　週末の午前中。僕とステラ様の姿は馴な染じみの空色屋根のカフェにあった。

　外はあいにくの雨模様。色とりどりの傘かさを、窓まど越ごしに眺ながめているのは楽しい。

　ノートを捲めくりつつ、珈琲コーヒーを一口。美味おいしい。

　前に座る少女は私服姿。半ズボンとシャツの軽装にベレー帽ぼう。似合っている。

「あ、あの、アレン様？」

「どうしましたか？　タルトが欲しいのなら半分どうぞ」

「わぁぁぁ。ありがとうござい──いえ、そうではなく」

　僕の分を半分切り、既に食べ終わっている空皿へ置くと、目を輝かせ──額を押さえた。

　季節の果実のタルト、美味しいですよ？　公女殿下が真ま面じ目めに訴うつたえられる。

「時間がないのに、こんな事をしている暇ひまは！」

「休息は必要です。平日放課後の六日間、訓練し通しでしたしね。第一……王立学校三年生が、カフェにも一人で入ったことがない、というのは大問題です」

「う……だ、だ、だって……は、恥はずかしくて……」

　もじもじ、と身体を動かし、少女はカップを手に取った。

　所作に気品が溢あふれている。カレンが『ステラは秘ひそかにとてもとてもとても、人気があります。高たか嶺ねの花はななんです』と言ったのも分かる。白紙部分のノートを開く。

「結論を。このまま来週を迎むかえた場合、負けます。理解されていますね？」

「……はい」

「魔法式の更こう新しんは間に合いません。小改良でギリギリ。基本は既き存そん式で挑みましょう」

「で、ですが……ティナ達やカレンは、アレン様の魔法式を使っているんですよね？」

「ええ」

「な、なら、私も使わないと、対たい抗こう出来ないのでは……？」

　ティナ達は既存の魔法式を使っておらず、僕が組んだ『白紙』部分が多い新式を使っている。リディヤ、リィネもだ。

　利点は多いものの、ステラ様のように積み上げてきた子がいきなり切り替かえるのは難しい。他の子達は魔法を本格的に学び終える前だった為切り替えられた。かぶりを振ふる。

「ステラ様は上級魔法を使いこなせています。無む理り矢や理り、変へん更こうする方が危険です。前方展開・発動のみ、としていた箇か所しよだけは書き換かえますが、他で差を埋うめましょう」

「他で？」

「はい」

　ノートにペンを走らせる。




・『ティナ』：典型的な後衛。接近戦少し不得手。

・『エリー』：近接戦も出来る中衛。静せい謐ひつ性高い。

・『カレン』：基本前衛なれど、全距きよ離りに対応可。




　三人の特とく徴ちようを簡単に書く。ステラ様は真しん剣けんに眺めているが読みにくそうだ。脇わきにずれ、ソファを二、三度叩たたく。

「？」

「隣へ」

「あ……は、はい……」

　頰ほおを染め美少女が隣へ。ほのかに花の香かおり。香こう水すいかな？

　拳こぶし二、三個分の隙すき間まを開けて着席。説明を再開する。

「見ての通り隙がありません。ティナとエリーは息もあっていますし、カレンは基本前衛ですが、後衛も十分こなせます」

「…………知っています」

「ステラ様は全対応型です。全てをそつなくこなされる。複数魔法の同時発動も素す晴ばらしい」

「そつなくこなせる、だけです」

　自じ嘲ちようされ、フォークでタルトを切っている。

　──ステラ様は、同年代の子達に比べて劣おとってなどいない。

　剣技も基本に忠実だし、魔法も性格に似て堅けん実じつ。上級魔法も三つ取得している。生徒会長に選出されるだけのものは十二分に持っているのだ。ただ、自信喪そう失しつ中なのが。

　自分で気づいてほしいけど……。

「故ゆえに勝っているものもあります」

「え？」

「まず、ステラ様はティナに勝てます」

「……妹は極きよく致ち魔法を使えるんですよ？」

「問題ありません。距離を詰つめればいいんです。接近戦ならば貴女の方が上です。魔法の弾だん幕まくも、防御に徹てつすれば、突とつ破ぱ可能でしょう」

　ノートの二人の公女殿下間に書き込みを足す。長い薄うす蒼あお髪がみの少女は目をぱちくり。

「エリーにも勝てます。将来はともかく現状、あの子はやや遠距離戦に穴があります。なので、距離を取り、徹てつ底てい的な魔法戦に持ち込めばいい」

　再度、ノートに書きこむ。ステラ様の瞳に理解が浮うかんでくる。普ふ段だんの彼女ならば気づけた。心に過度な重圧がかかれば、どんな人間でも力は発揮出来ない。ペンを動かす。

「問題はカレンですが」

　名前を書き足す。『アレン』。「あ」声が漏れる。

「勝負は一対三じゃありません。二対三なんですよ？」

「……で、でも……わ、私がやらないと……」

「すいません、珈琲のお代わりを」

「は～い」

　顔見知りの若い女性店員さんに注文をすると強い興味。黙もく秘ひ権けんを行使します。

　話を中断されたステラ様が口ごもっている。

「今、僕は珈琲を店員さんへ頼たのみましたよね？」

「え？　あ、はい」

「それが答えです」

「？？？　意味がよく」

「全て自分一人でやろう、なんて考えなくていいんです。僕なんかたくさんの人に頼たよっていますよ。例えばリディヤですね。激戦場は大たい概がい、あいつに押し付けます」

　この子は全てを自分で抱かかえ過ぎている。人間の力なんてちっぽけで何もかもを手の中に収めるのは不可能なのだ。ティナ達も再さい確かく認にんしてくれるといいな。

　ステラ様が恐おそる恐る聞いてきた。

「…………頼っていい、んでしょうか？」

「頼ってください。けど、頼りっ放しはいけません。戦せん闘とう以外を、僕に放り投げている我わが儘まま公女殿下みたいにステラ様がなられたら、泣いてしまいます」

「──ふふ、アレン様を泣かすのも悪くないですね」

　両手を少し掲かかげ、降参。お互たがい吹ふき出し、柔やわらかく笑い合う。

　ステラ様が小さな声で呟つぶやく。

「──私、頑がん張ばります。終わったら……お願い、聞いてもらえますか？」

「お願いですか？」

「はい。そうしたら、もっと、もっと頑張れると思うので……ダメ、ですか？」

　美少女の微かすかな甘えが混じる上うわ目め遣づかい。

　カレン、生徒会長さんは確かに人気があるね。

「いいですよ。教授秘密ノート『王都の甘い物が美味しい店』を全て回りましょう」

「う～！」

　ぽかり、と叩かれる。一々、可愛かわいらしい。微笑ほほえみ返答する。

「勝ったら何なりと。節度は持ってくださいね？」







　カフェを出ようとした時、ステラ様が声をあげた。

「私の傘がないです……」

　一いつ緒しよに捜すも確かにない。誰だれかが間違えて持っていってしまったのだろう。

　カウンター内のマスターが「うちの……了りよう解かい」。女性店員さんと何を話したんです？

　外はまだ雨が降っている。僕は自分の傘をステラ様へ差しだした。

「さ、どうぞ」

「！　そ、そんな、いいです……別べつ邸ていまで近いですし……」

「駄だ目めです。風か邪ぜをひいたらどうするんですか？　僕は走って帰ります」

「ダメです！　ア、アレン様に、た、倒たおれられたら困ります！」

「……強ごう情じような生徒会長さんですね」

「……強情な家庭教師さんですね」

　双そう方ほう譲ゆずらず。硬こう直ちよく状態。女性店員さんがにこやかな笑えみを浮かべて近付いてきた。

「一緒に入れば～いいんじゃないですかねぇ～？　うちも予備の傘かさがないので～☆」

「？　…………！！！」

　ステラ様が小首を傾かしげ、ついで僕の傘に目をやり逸そらした。店員さんが喜色を浮かべる。

　……濡ぬらすわけにもいかないし。傘を開き、少女を手で招き寄せる。

「し、しつりぇいします……」

　嚙かんだ。エリーみたいだ。恥ずかしそうにしながらも傘へ入ってきた。肩かたと肩がぶつかる。

　慌あわてて、離はなれるも──おそるおそる、近付き肩と肩が触ふれあう。

　少女は耳まで真っ赤にし、顔は頑かたくなに下。歩き出し話しかける。

「ステラ様」

「……はい」

「勝ちましょうね」

「！　は、はいっ！」

　──なお、同じ傘に入っていた件は、カフェにいたらしい学生さんによって、瞬またたく間まに王立学校中へと広がった。聞きつけた腐くされ縁えんが、下宿先へ押しかけてきたのは別の話だ。

　……直接話したいこともあったし、丁度良かったけど。

　あいつ、僕の寸法なんか測ってどうするんだろう？
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「──ここまでにしましょう」

　オルグレン家別邸の庭に設けられた訓練場で荒あらく息を吐はいている少女に僕は告げた。

　地面は所々が凍とう結けつ。空には月と星。潮時だろう。

　ギルめ、鍵かぎを僕へ押し付けて『食事と整備、掃そう除じはやらせとくっすよ。風ふ呂ろもどーぞ。アレン先せん輩ぱい……王都を滅ほろぼす事態だけは勘かん弁べんを』ってなんだよ。ありがたいけどさ。

[image: ]

　ステラ様は物足りない様子。

「まだ、まだ……やれますっ」

「ダメです。切り上げます。明日は決戦。早く帰ってぐっすりと寝ねてください」

「で、ですがっ！」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。間に合いました」

　木ぼつ剣けんで円を指す。内部に氷の欠片かけら。

　怪け訝げんそうに眺ながめた少女は、直後驚おどろき、僕を見て押おし黙だまった。

「…………」

「ステラ様？」

「様は禁止です。……二週間です」

「？」

「ようやく、ようやく、円の中に……アレン様は意地悪ですし、厳しいですし、私を甘い物が大好きな女の子にしようとしてますけど」

「噓うそと事実が混ざっていますね。あと、僕も呼び捨てに」

「ち、違ちがいますし、無理ですっ！　だけど、本当に、本当に貴方あなた様は──迷子になっていた私を導いてくださる、誰よりも優しい魔ま法ほう使つかいさんでした……」

　声が聞こえなくなった。途と中ちゆうまでは元気だったのに。

「？　ステラ??」

「──終わりにしますね。……い、一緒にお風呂へ」

「入りません。僕はここを直しておきます。噓が下手で恥はずかしがり屋な公女殿でん下か？」

「う～！　……アレン様」

「明日は全力を尽つくしましょう。例の件は状じよう況きよう次し第だいです」

「！　は、はいっ!!」

「汗あせを流してきてください。夕食は、西地区の美味おいしい定食屋さんへ行きましょう」







　ステラを別邸へ送っていき、下宿先に帰ると鍵が開いていた。来てたのか。

　入っていくと、ソファでクッションを抱えている狼おおかみ族の少女が一人。寝ね間ま着き替がわりに、僕のシャツを着こんでいる。

「ただいま、カレン」

「……おかえりなさい。早かったですね。私達に勝てる目算はついたんですか？」

「んーどうかな？　夕食は？」

「……食べました」

　上着を脱ぬごうとすると、むすっとしながらすぐにやって来て、さっさと奪うばい取り、手慣れた様子でハンガーにかけ、クローゼットに仕舞ってくれた。

「……ティナとエリーは私がみっちりと鍛きたえ上げました。幾いくら兄さんでも、ステラと組んで、かつ、ハンデ付きですよね？　勝ち目があるとは思えません。あの子達は兄さんが評したように天才です。一を教えれば十を学びます。ステラとは歩む速度が違います」

「カレン、そういう言い方は駄目だよ？」

「…………知りません。寝ます。明日は私達が勝ちます」

　言い捨てると来客用の部屋へ向かっていった。思っている以上に臍へそを曲げてしまっているようだ。ティナとエリーもそうだろう。終わったら埋うめ合わせをしなきゃ。

　灯あかりを消し僕も自分の部屋へ向かう。勝ち目を上げる術を見つけないと。




　先日、グリフォン便を使って北方へ送った手紙の返信が届いていたので、中身を確認し、小箱の中に仕し舞まう。ワルター様もステラと同じくらい不器用過ぎる。

　机に広げたノートへ考案した魔ま法ほう式を書いていく。僕の魔力では展開すら出来ないだろう。けど──扉とびらが静かに開いた。魔法式を書き続ける。

　気配はベッドへ。ブランケットを被かぶる音。ペンを走らせつつ注意。

「カレン、こっちで寝るのは禁止だって、言ってるよね？」

「…………知りません。妹としての正当な権利の行使です」

　断固たる主張。説得は徒労。腐れ縁も同じような台詞せりふを言うんだよなぁ。




　──ここ数日、平日放課後、休日はずっとステラと一緒にいて気付いた。




　既き存そんの氷魔法は、水・風属性を無む理り矢や理り変へん換かんさせて氷を発現させている。

　なのに、ステラの魔法には、『光』が混ざり、量も一定ではない。理由は不明。魔法式に起因するものじゃない。それこそ精せい霊れいの悪戯いたずらだ。

　分かったのは、光が混ざると威い力りよくは高く、魔力の減りも少ない、という現象だけ。

　既存の魔法式は余よ程ほど魔力に差がない限り同性能を発揮する普ふ遍へん性を持っている。だからこそ、世の中全体に魔法が普ふ及きゆうし、反面、衰おとろえつつあるわけだ。

　けど、ステラの氷魔法は異なっていた──。

　カレンが僕に手が届くベッドの端はしまでやって来た気配。構ってほしいらしい。

　ノートを閉じてペンを置き身体を向ける。僕の妹さんは不安そうに見上げていた。

「……兄さん」

「んー？」

「ステラは……私を……嫌きらいになってしまったんでしょうか……？」

「あの子は、カレンとフェリシア、ティナ達のことが大好きだよ」

「だったら……『負けたら生徒会長を譲ゆずる』だなんて……ティナとエリーも不安がっています。勝ってしまったら、って。全力は尽くします。ティナ達も兄さんのノートを擦すり切れる程……けど……私は、フェリシアみたいにステラを応おう援えん出来ません……」

　涙なみだぐみ、耳はぺったんこ。手を伸のばすと握にぎりしめてきた。

「カレン、ステラはね、不安だったんだよ」

「不安……」

「公こう爵しやく家けに生まれた者としての責務と重圧。君とティナ達の成長。フェリシアの決断。リディヤと僕の姿を見たせいで、自信を喪そう失しつしていたんだ」

「……自分は自分です。私は父さんと母さん、兄さんが信じてくれてる自分を信じています」

「そうだね。でもね？　ステラ様にはそういう人がいなかったんだ。昔はいたけど……」
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　妹もローザ様は知っている筈はずだ。

　ステラは早熟でしっかり者だったのだろう。結果、周囲の人間には厚く信しん頼らいされた。

　けど、一緒に夜道を歩いてほしい、とは言えなかった。……言えなかったのだ。

「終わったらいっぱいお話を聞いてあげてほしいな。そうすれば、大丈夫。絶対にね」

「……はい……」

　耳は回復してくれた。さて、再開しよう。

「……兄さん」

「んー？」

「……私の親友をよろしくお願いします……」

「うん」

「……あと」

「ん？」

「…………このまま兄さんの部屋で寝たいです」

「甘えただね」

「……だって」

　とっても、とっても寂さびしかったんです。消え入りそうな告白。

　僕とも長く話すのは二週間ぶり。ステラ様はハワードの別べつ邸てい。リンスター家とハワード家と組んで悪わる巧だくみをしているフェリシアともあまり話せていなかったんだろう。

　手を伸ばし、頭を乱暴に撫なでる。

「いいよ。その分、明日は全力で戦っておくれ」

「さっきも言いました。幾ら兄さんがいても、ステラは……」

「油断してると負けるかもしれないよ？」

「ですが……」

「早く寝て。眠ねむくなるまでこうしててあげるよ」

「…………兄さんも寝ましょう」

「僕はまだ確かく認にんをするよ」

「ダメです。寝てください。兄さんが寝ない限り、私も寝ません」

　ノートを再確認。理論は構築出来た。出来れば使わずに……。ギュッと手を握られた。

「ごめん。寝るよ」

「……おにいちゃんと、いっしょに……ねたいんです……」

　カレンは可愛かわいい寝ね息いきと共に眠りについていた。

　心が温かくなるのを感じる。明日は僕も全力を尽くそう。

　──灯りを消し、ベッドの隅すみに身体を横たえる。夢は見なかった。




　　　　＊




　決戦の光曜日。空は雲一つない快晴。

　オルグレン家別邸には、みんなが集まっていた。

　屋や敷しき内もリンスター、ハワード家のメイドさん達が掃そう除じをしてくれたらしく、塵ちり一つない。

　制服を纏まとったステラとは打ち合わせ済み。制せい帽ぼうの生徒会長を示す『片かた翼よくと剣けん』の銀飾かざりを指差して『渡わたしません！　勝ちます!!』と、元気よく宣言。先に外へ出て行き、準備中。

　……で、別れた後の僕はと言うと、黄昏たそがれていた。

　薄うす々うす気づいていたけれど、さ。真新しい緋ひのドレス姿の腐くされ縁えんへ抗こう議ぎの視線。

「何よ？」

「やり過ぎだって……」

「はぁ!?」

「怒おこるのは僕だよね……？」




　──姿見に映っている僕は、見慣れぬ魔法士のローブ姿だった。




　色は基本新雪の如ごとき純白。所々に、緋と蒼の布が交差する形で使われ、他にも金糸やら白金色やら多数……明らかに『超』がつく高級品。値段を考えると胃が縮む。

　作り上げたフェリシアは、着き替がえた僕を見て「勝った！　勝ちましたっ!!　大勝利ですっ！！！　寝ねますっ！！！！」と勝かち鬨どきをあげ、ソファにばったり。

　現在は、慈じ母ぼの表情のエマさんに抱だき着いて熟じゆく睡すい中。……二週間少しで何が。

　リディヤが僕の至近へ。まじまじ。

「ふ～ん……」

「な、何だよ」

「ま、悪くないわね。アンナ！」

「はい♪　リディヤ御お嬢じよう様さま」

　突とつ然ぜん、室内にリンスター家メイド長が現れた。

　貴女あなた、さっきまで「ま、負けました……ハワード家にお掃除で……い、いえっ！　リンスター家メイド隊に敗北はありません。これは、戦略的転進なのです！」って、言いつつ、外を掃はいていませんでしたか？　手に持っているのは白布に包まれた長物。

「アレン様、こちらを♪」

「？」

　受け取り中身を確認──腐れ縁を見やる。

「リディヤ」

「手製の木ぼつ剣けんと短たん杖じようじゃ恰かつ好こうつかないでしょう？　貸してあげる」

「……僕が使う訳にはいかないよ」

「い・い・の！　……あんた以上に、使う資格を持ってる奴やつなんていないわよ」

「…………」

　渡された物──それはリディヤが王宮魔法士に就任した際、王家より下か賜しされた長杖。

　一見、単なる木の杖だが様々な魔印が刻まれている、目を少しだけ閉じ伝える。

「──ありがとう。今日だけ使わせてもらうね」

「……別に永久でいいわよ。私の物なんだし。ああ、そうだ。アンナ」

「はい、リディヤ御嬢様！」

　メイド長さんが今度は小箱を恭うやうやしく差し出す。受け取った腐れ縁は紅あかのリボンを取り出し杖へ結び、置いてあった木剣と短杖を手に取った。

「よし。傷つけたら燃やすわ。これは質しち草ぐさね」

「リディヤさ……相手には、カレンもいるんだよ？」

「私のリボンを傷つけられる程、なまってないでしょ？」

　難易度を上げるなよ……。アンナさんは僕等を撮さつ影えい中。

「むふふ♪　王宮魔法士就任式に合わせ進めていた『リディヤ御嬢様とアレン様を全力で着き飾かざろう』真計画が日の目を見ようとは……フェリシア御嬢様に大感謝を♪」

「…………」

「し、知らないわよ。……ステラはどうなの？」

　リディヤは顔を背そむけた。苦く笑しようしながら、報告。

「二週間じゃね。新式への切り替かえも出来なかったよ」

「……ふ～ん。いい？　浮うわ気きしたら」

「浮気ってなんだよ。──リディヤ」

「何よ」

「ありがとう」

「…………へっ？」

「ありがとう。改めて──ごめん。君と一緒に王宮魔ま法ほう士しになれなくて」

　頭を腐れ縁の肩かたにつけ、顔を見ないようにして謝る。

　──吹ふっ切れたつもりだったんだけどなぁ。弱くて嫌いやになる。優やさしく抱だきしめられた。

「バカ……私とあんたは一緒にいるし、あんたと私は一緒にいる。問題ないでしょ？」

「……うん、そうだね」

　扉とびらが静かに開いた。




「──こほん」




　わざとらしい咳せき払ばらい。儚はかない雪せつ華かは、炎えん羽ぱに消されていく。

　地団太を踏ふむ音。普ふ段だんより弱々しい。

「……何をしてるんですか？　離はなれてください」

「命令される筋合いはないわね。とっとと訓練場へ行ってなさいよ。しっ、しっ」

「っ」

　制服姿のティナが僕達を睨にらみつけていた。不安気だ。

　後ろにはしゅんとしているメイド服姿のエリー。

　フラフラしながらリィネも入ってきた。僕を見て目を丸くし「やりました。私は……私達は間ま違ちがっていなかったんです」と拳こぶしを突つき上げる。付き従うメイドさん達も同調。

　──二週間ぶりだというのに、とても懐なつかしく、嬉うれしくなってしまう。

　リディヤへ目配せ。不服気ながらも離れてくれた。

「ティナ、エリー、リィネ、元気にしてましたか？」

「……なんですか？　先生は、敵……じゃなくて、未み来らい永えい劫ごう、味方ですけど……対戦相手、そう、対戦相手なんです。馴なれ合いはしません。対先生用作戦の前にひれ伏ふしてください」

「ティナ御嬢様……アレン先生……」

「兄様、リィネとフェリシアさん、リンスター、ハワード家のメイド達はやり遂とげました。そして、私は対戦相手じゃありません。なので、えい♪」

　赤あか髪がみ公女殿でん下かが飛び込んで来た。癖くせっ毛けが凄すごい。頑がん張ばってくれたのだろう。

　……リディヤ、リィネは実の妹だよ？　受け止め、お礼を言う。

「服、ありがとうございます。素す晴ばらしいです。……似合ってるかはともかく」

「お似合いです。素す敵てきです。兄様、手はここへ♪」

　自分でわざわざ僕の手を頭へ持っていく。

　ティナ達は伸のばした手を戻もどし、握にぎりしめていた。

「……もう、いいです」

「……あぅ、アレン先生」




「──騒さわがしいですね。静かにしてください」




　制服姿のカレンが入ってきた。制せい帽ぼうには生徒会副会長を示す『片翼と杖』の銀飾り。

　僕の姿を見ると目を見開き、リィネを確認し指し摘てき。

「兄さん、リィネ、場をわきまえてください。定刻です」

「うん。リィネ」

「はい、兄様♪」

　赤髪公女殿下が素直に離れ。カレンはティナとエリーへ指示を出す。

「移動しなさい。私達には大事なことがあります」

「「…………はい」」

　ティナとエリーに悲ひ壮そう感。

　確かにこれは。でも──今のステラならきっと想おもいをぶつけられる筈はずだ。

　カレンへ頷うなずく。大だい丈じよう夫ぶだよ。大丈夫。妹が檄げきを飛ばす。

「油断していると負けます。……覚かく悟ごは、出来しましたね？」

「「は、はいっ！」」

「勝ちますよ」

「「はいっ!!」」

「行きましょう！」

「「はいっ！！！」」

　カレン達が先に出ていく。よし、僕も──両りよう腕うでを摑つかまれた。

「あんたは私達と一いつ緒しよよ」「兄様、今朝、カレンさんと一緒に来られたのは」

　……話は、終わった後にしよう、うん。




　　　　＊




　訓練場前の休きゆう憩けい場所でギルが僕達を出で迎むかえてくれた。お付きの男装メイドさんはいない。ステラとティナ達はもう訓練場だ。

「おはようございま──アレン先せん輩ぱい」

「言うな。語るな。撮とるな。似合わないのは自覚してる」

「滅め茶ちや苦く茶ちや似合ってるっすよっ！　作った人達は神っすねっ！」

「っぐ」

　こ、こいつは……。大変なのは僕なんだぞ!?

　未いまだエマさんに引っ付いているフェリシアがギルに見えないよう隠かくれつつ、僕へ唇くちびるを動かした。『次の御ご希望は？』。遠えん慮りよします。

　僕の切実な想いとは裏腹に、アンナさんとシェリーさん、の二大巨きよ頭とうが良からぬ会話をしている。「次の服も当家主導でよろしいですか？」「承服しかねます。……掃除の基本を」「ぐぅ！」。話が流れますように。後輩へ尋たずねる。

「お付きのメイドさんは？」

「派手に魔法を使いそうなんで」

　考こう慮りよしてくれた、と。オルグレン公こう爵しやく家けは武門。盗ぬすみはしないと思うけどなぁ。

「気にしなくてもいいのに」

「俺が気にするっす。眼鏡の人はお初っすね。ギル・オルグレンっす」

「！　わわわわ、私は……」

「ギル、最初は私へ挨あい拶さつでしょう？」

「！　あ、姐あね御ご。ご、ご機き嫌げん」

「麗うるわしくないわ。礼れい儀ぎを忘れた後輩のせいでね」

「噓うそっすよね？　アレン先輩をカッコよくして自分はドレス姿。後で大方上映会を」

　空間を炎の短たん剣けんが通り過ぎた。後輩の前まえ髪がみを数本消し炭にし、柱へ突き刺ささり貫かん通つう。

　着席し足を組みテーブルへ片かた肘ひじをついた。完全に悪役。隣となりでリィネも真ま似ねしている。

「──で？」

「ななななな何でもねーっす」

　後輩は身体全体を震ふるわせ直立不動。大学校時代よくあった光景。懐ふところからノートの切れ端はしを取り出し、手て渡わたす。

「？　アレン先輩??」

「お礼。覚えるか覚えないかは任せる」

「はぁ……何──……なっ!?　はっ!?　へっ!?」

　後輩が奇き声せいをあげ飛び跳はねる。新しい上級魔法くらいで大おお袈げ裟さな。腐くされ縁えんへ視線を向ける。

「ギル、五月蠅うるさい。で？」

「危なかったら，即そく介かい入にゆうしてほしい」

「必要ないわ。あんたがいるのよ？」

「あー……うん」

　素直に照れる。僕も逆の立場だったら──止める側か。耳元で囁ささやく。

「（新しい魔法を使うかもしれないんだよ。カレン達も多分、派手な策を練ってる）」

「（……ふ～ん。約束、忘れんじゃないわよ？）」

「（うん）」

　何だかんだ助けてくれるだろう。

「あー……久方ぶりの絶対空間すよ……なんなんすかね……」

「兄様、姉様！　リィネも入れてください」

「燃やすわよ？　まだ早いわ。ギル、あんたはフェリシアに近づかない！　近づいたら、研究室であんたの秘密をばらす」

「!?　う、うっすっ！　近付かないっすっ!!」

　リディヤはフェリシアを気に入ったらしい。エマさん以外のリンスター家のメイドさんや、ハワード家のメイドさんも甲か斐い甲が斐いしく世話をしているし、好かれやすいみたいだ。

　長杖を持ち僕もみんなの後を追う。さて、どうなるかな。







「アレンさ──」

　訓練場に降りた途と端たん、ステラが近寄ってきた。が、途と中ちゆうで失速。

「そ、その御姿は……」

「何も、言わないでください。僕に拒きよ否ひ権はなかったんです……」

　公女殿下は沈ちん黙もく。

「ステラ？」

「は、はひっ！　……か、恰かつ好こいいです……。御お伽とぎ噺ばなしの『魔ま法ほう使つかい』みたいです……」

「──……ありがとうございます」

　祈いのるように手を組み誉ほめてくれた。ほろり。精神的打だ撃げきが多少緩かん和わ。いい子だ。

　──向こうの戦意を凄すさまじく高めているけれど。

「「…………」」「……刃やいばを」

　ティナとエリーの沈黙が怖こわい。カレン、短剣を研とがないの。

　ぽー、としているステラを促うながし中央部で、整列。

「アンナさん」

「はいはい～♪　みんなのアンナさんですよ～」

「開始の合図だけ、お願いします」

「かしこまりました☆」

　出現したリンスター家メイド長さんへお願いをし、数個の魔法球をティナ達へぶつける。

「「！」」「兄さん？」

　カレンは平然と消し、エリーも大半に対応。ティナは半分以上消せず。

「今ので、エリーの絶好調時、八割程ほど。遅おそい場合は魔法を打ち消します。上級魔法と極きよく致ち魔法も、原則展開させません」

「……」「あぅぅ」「問題ありません」

「妨ぼう害がいを突とつ破ぱすれば発動出来ますし、発動した場合は消しません。考えてください」

「「！　あ」」

　二人は理解したようだ。エリーは早くも仕込んでいるようだしね。

　ステラ様は細さい剣けんと短たん杖じようを軽く叩たたいた。三人にはまだ迷いが見える。

「ティナ、エリー、カレンこっちへ」

「な、何ですか？」「は、はひっ」「？」

　二人のリボン、カレンは胸むな元もとのネックレスに触ふれる。

『！』

「三人共、魔法障しよう壁へきは強力ですし危険はないと思っていますが……危ない、と判断した場合は僕が守ります。どうかお願いします。全力を見せてください」

『……はい！』

「後ろへお下がりくださいね～」

　アンナさんの合図と共に、後退。距きよ離りを取り、相対する。

「では」

　いよいよだ。カレンはティナ達をどう成長させたのかな？

　メイド長の手が振ふり下ろされる。

「始めっ！」

　ステラは細剣と短杖を抜ぬき放った。僕も杖の石いし突づきで地面を打ち、ある魔法を静せい謐ひつ発動。

　──教え子達の成長を見せてもらおう！




　　　　＊




「始めっ！」

　リンスター家のメイド長が叫さけんだ途端、消える。

　私は細剣と短杖を抜き放った。即そく座ざに幾いくつかの魔法を紡つむぎ始め、態勢を整え

「ステラ！　右っ！　来ますよっ！」

「!?」

　アレン様の声に反応して身体を捻ひねって躱かわす。通り過ぎる二つの黒い塊かたまり。

　エリーの影かげより跳ちよう躍やくしてきたのは──中型犬程度の黒くろ獅じ子しが二匹ひき!!　戦場用魔法生物!?

「が、頑がん張ばって！」

　黒獅子達がエリーの呼びかけに応え咆ほう哮こうし、私と対たい峙じ。

　カレンが短剣を抜き放ち真横に振り、エリーも両手を広げた。訓練場全体を微び小しような紫し電でんと微び風ふうが覆おおっていく。大規模な欺ぎ瞞まん魔法？　何のために？

　考える間もなく。三人の攻こう撃げきはアレン様へ集中。

「兄さん！」「か、覚悟ですっ！」

　一気に距離を詰つめてきた二人が短剣を振るい、拳こぶしを放つ。

「先生、いきますっ！！！」

　ティナは猛もう然ぜんと魔法を展開。無数の魔法式は大半が崩ほう壊かい。一部発動し氷ひよう弾だんが降り注ぐ。徹てつ底てい的に数で押す気ね。

　──想定通り。カレンとエリーが前中衛でティナは後衛。私に対しては魔法生物だけ。

「おっと」

　対応していたアレン様が回かい避ひ行動。カレンが追つい撃げきし、エリーも追つい随ずい。氷弾の嵐あらしも同様。

　私の時は回避行動なんて──いけない、集中しないと！

　短杖を振り、氷属性初級魔法『氷ひよう神じん弾だん』を速射。一いつ匹ぴきを足止めしつつ、もう一匹へ駆かける。

　標的にした黒獅子が私へ突とつ進しん。跳とび上がり前まえ脚あしを振るってくるも、屈かがみこみ回避。細剣で腹を突つき、短杖から氷弾を叩きこむ。直ちよく撃げきを喰くらった黒獅子は、消えてなくなった。

　まずは一匹──二匹目が氷弾の弾だん幕まくを潜くぐり抜け、後方より襲おそい掛かかってくる。

　振り向きざまに細剣で腹を薙なぐ!!　二匹！　やった！

　カフェで受けたアレン様の講義が脳のう裏りを掠かすめる。




『やった、と思った瞬しゆん間かんが一番危険です』




　後ろを見ないまま魔法を発動。三匹目の黒獅子が氷矢に射抜き倒たおす。

　周囲を警けい戒かい。──最後みたいだ。アレン様は

「カレン、攻撃が単調すぎるよ。蹴けりも混ぜた方がいい。魔法もエリーと一いつ緒しよの欺瞞魔法だけなんて、何の悪わる巧だくみをしているのかな？」

「くぅぅ！」

　日ひ頃ごろ、冷静な私の親友が瞬またたく間に劣れつ勢せいとなり、後退を強しいられ

「やー！」

「エリー、隙すきをつくのは悪くないです。けど」

「ひゃぅ!?」

「前にも言ったように声を出したら台無しになりますし、攻撃が雑ですよ？　攻撃魔法や、魔法拳けん、他の魔法生物は出さないんですか？　よっと」

　後方より奇き襲しゆうをしかけたエリーは、腕うでを取られて綺き麗れいに投げ飛ばされた。

　見事な空中姿勢でティナの前方に着地。驚おどろきはなく賛さん嘆たん。大きな尻尾しつぽが幻視出来るわね。

　アレン様へ四方よりティナの氷弾が降ってくるも炎えん鏡きようが出現。防がれる。

「!?」

「ビックリした、と思わせておいて」

　跳躍し私の傍そばへ。直後、さっきまでの場所に氷柱つららが立ち上がる。

「妨害を無視する程、無数の初級魔法で押しつつ、中級魔法は良い手です」

「うぅ！」

　凄すごい！　凄い！　私の想像の遥はるか上をアレン様はいっている。指示が飛ぶ。

「ステラ！　作戦通りに」

「はい！　ティナ、エリー、カレン！　私を舐なめるのはしょうがないわ。でも──私は、貴女あなた達の先生、お兄さんにつきっきりで教えてもらったのよ？　甘くみないでっ!!」

『っ！！！』

　三人の瞳ひとみに本物の戦意。ここからが本番。

　──私も私に出来ることを、全力でするっ！

　短杖を振り、氷属性初級魔法『氷ひよう神じん矢や』を発動。解き放つ。目標はエリー。全速力でティナへ駆けだす。

「そう易やす々やすとっ！」「と、止めます！」

　ティナとエリーが魔法で迎げい撃げきしようとするも、魔法式は全て消失。

「遅い。失格だよ」

「これだけの数をっ!?」「ひゃうっ！」

　私の魔法がエリーの周囲に着ちやく弾だん。足止め成功。次は

「エリー！　こ、このぉ!!」「させない」

　距離を詰め、細剣をティナへ向け突き出す。前方に灰銀の影。

　激しい金属音。私の一撃をカレンが短剣で受け止めていた。同時に、

「相手は僕だ、カレン」

「っ！　兄さん！」

　間合いを瞬時に詰められたアレン様が杖つえを突き出し、横よこ槍やり。片目を瞑つぶられる。はい！

　魔法を継けい続ぞくしてエリーを射抜き続け、退たい避ひしたティナを追う。照準は出で鱈たら目め。当たったところで、初級魔法じゃ魔法障壁は貫つらぬけない。ただ、恐きよう怖ふは別。

「あぅぅぅ」

　エリーは必死に回避し弾はじいていて、私への反撃はない。好機！

　ティナが二人の窮きゆう地ちを打開しようと、援えん護ごの魔法を紡ぐ。

「エリー！　カレンさん！」

「自分に集中しなさい！　っ！！！」

「よく防いだね」

　妹の呼びかけに反応したカレンの隙をついて、アレン様の杖による連続攻撃。零ゼロ距きよ離りで放たれた炎えん弾だんを、短剣で受け止め親友は吹ふき飛ばされる。

　私は散発的な魔法を搔い潜くぐり、ティナへ再接近──細剣の射程範はん囲い！　剣を繰くり出す。

「わ、私とエリーを一人で分断するなんて……御姉様、凄いですっ！」

「違ちがうわっ！　アレン様がいるからよっ！」

　妹は刺し突とつを杖で受け止め驚きよう愕がくし、後方へ跳びつつ称しよう賛さんしてくる。対して私も反はん駁ばくする。

　妨害を受けているのに、自分の周囲に数十枚に及およぶ『氷ひよう神じん鏡きよう』と『氷ひよう神じん壁へき』を布ふ陣じん。距離を取ろうとする。私は構わず前進。

　刺突の連続で氷鏡を割り、氷壁を砕くだき、氷弾を叩き落とす。

　少しずつ少しずつ着実に追い詰めていく。短杖を振りエリーへの牽けん制せい魔法も継続。

　アレン様とカレンは、妹へ適切な防ぼう御ぎよ方法を教えたようだ。手て強ごわいっ！

　温室で何時いつも本を読んでいたあの子が！　信じられない……。

　エリーとカレンは、ティナを守ろうとするも

「ティナ御お嬢じよう様さま！　ひゃんっ」「ティナ！　くぅ」

「させないっ！」「行かせないよ？」

　私の魔法と、アレン様に足止めを食らっている。

　──いける。

　苦し紛まぎれにティナが放ってきた、少数の氷ひよう鎖さを切り払はらいつつ私は確信。

　押し切れる。そうなれば二対二。アレン様の魔法に潜ひそませて、準備を進めている切り札を使う必要もないかも。完かん璧ぺきな偽ぎ装そうで気付かれた様子はない。

　カレンとエリー、二人がかりの魔法に匹ひつ敵てきすることを、遥かに少ない魔力で達成されている。魔法の制せい御ぎよ技術は、御父様よりも……。

　直後、氷弾の数が突とつ如じよ倍増。距離が広がった。何が──凄すさまじい魔力の高まり。

「ステラ、跳んでっ！！！」

　アレン様の切せつ迫ぱくした叫び声。全力で右へ回避行動。

　私とティナの間に紫の閃せん光こうが通り過ぎた。地面が抉えぐれ、衝しよう撃げきが走り、吹き飛ばされるも温かい体に受け止められた。遅おくれて轟ごう音おん。切り札を切って来るのが想定よりも早い！

「大だい丈じよう夫ぶかい？」

「はい。ありがとうございます」

「どういたしまして」

「……正直に言います。舐めていました。手加減は抜きです。本気で行きます」

　眼めを紫に染め、狼おおかみの顔の形をした雷かみなりを纏まとったカレンが私達を見つめる。

　──狼族の中で稀まれに生まれてくる『先祖返り』の力！

　短時間とはいえ、魔法を身に纏まとい力の一部を得る特とく殊しゆ能力。

　カレンのそれは雷魔法による『雷らい神じん化か』。特とく徴ちようは絶対的な高速能力。

　……私が敵かなわないと、絶望を覚えたものだ。

　ティナとエリーもカレンの後方に布陣。私も細さい剣けんと短たん杖じようを構える。緊きん迫ぱく感が漂ただよう。

　ただ一人、アレン様だけは悠ゆう然ぜんと佇たたずまれている。

「ティナ、エリー」

「「はいっ！」」

「私が兄さんを止めます。貴女達はステラを。他は……作戦通りに！」

「ふふ、カレンとエリーが魔法を余り使ってないのと、ティナがとにかく数を発動しようとしていることに関係してるのかい？　作戦立案は──小ちっちゃい公女殿でん下かかな？」

「ち、小っちゃいってなんですかっ!?　私は成長期なんですっ!!　すぐ、大人になって、先生の、むぐっ」

「テ、ティナ御嬢様」

「集中しなさい。惑まどわされないように。戦いの場の兄さんは、『言葉』すらも武器にしてきます。気を抜ぬけば、即そく終わりです」

　ばち、っという音と共にカレンが手を叩たたいた。二人の目が定まる。

　私の親友は短剣を空中に放り投げた。すると紫し電でんが集まり形を変え十字の穂ほ先さきを持つ長ちよう槍そうへと変化。片手で取り、構えた。

　訓練場全体に紫電が散り、結界を圧している。なんて……なんて、魔力。

　アレン様はカレンを見やり、飄ひよう々ひようと述べられた。

「気張るね。前半で息切れしないかい？」

「兄さん相手にそんな気持ちでいたら、息切れする前に終わってしまいます」

「なら、僕も魔ま法ほうを使おうかな」

　杖を振ふられると、数えきれない光属性初級魔法『光こう神じん弾だん』が出現。カレンへ殺さつ到とう。

　──刹せつ那な、姿が搔かき消えた。

　気付いた時、アレン様は私の眼前で親友の繰り出した、神速の突きを杖で受け止められていた。目標は私!?

　魔法が後方で着弾して土つち煙けむりをあげる。光魔法より速いなんて……！

　二人の間で発生した紫電が訓練場全体に飛び散る。

「──油断も手加減もしません。影かげで準備されている魔法は使わせず、勝ちます」

「さぁ？　何のことやら。速いね。昔よりもっと速くなったかな？」

「私だって守ってもらうばかりではありません！　兄さんを守れるようになりました！」

「兄は妹を守り続けるものなんだよ？　っと」

「魔法は使わせません！」

　切り払い、魔法を展開しようとしたアレン様へ、カレンが目にも留まらぬ連続攻こう撃げき。魔法式を切り裂さかれながらも軽口を叩かれつつ、捌さばいていく。

　……次元が違い過ぎる。

「てーい！」

　呆ほうけた私へエリーの踵かかと落おとしが降って来た。慌あわてて回かい避ひ。地面が割れる。

「私もいますっ！」

　ティナが一気に高速発動させた初級魔法の嵐あらしが見えた。

　──切り替かえて！　勝負はここからなんだからっ!!




　　　　＊




「カレンさんってこんなにお強かったんですね……強いのは、一度、手合わせして、けちょんけちょんにされたので知ってましたけど、兄様と渡わたり合われる程ほどだったなんて……」

　形勢を傾かたむけた神速の突とつ撃げきを見て私は呆ぼう然ぜんと呟つぶやきました。

「リィネ、紅茶が冷めるわよ？」

「あ、はーい」

　注意され、テーブルのカップを手に取ります。

　紅茶を飲まれている姉様の脇わきには、兄様の木ぼつ剣けんと短杖。紅あかのリボンが結ばれています。

「カレンは結構強いわよ。私と一対一でそこそこやり合えるし」

「姉様、と、ですか？」

　絶句。『剣けん姫き』リディヤ・リンスターと単独で戦えるって……。

「だけど──あいつには敵わないわね」

　カレンさんが凄まじい速度で雷の槍を降り下ろし、そこから高速の連続突づき、突きの後の十字の穂先を用いた戻もどし斬ぎり。穂先が伸のび間合いを変え……ダメです。私の目では、とてもじゃありませんが追えません。

　そんな超高速連撃を兄様は

「笑ってる……？」

　杖でいなし、受け止め、時に反撃し──舞まい踊おどるかのようにカレンさんと渡り合われていました。その都度、紅いリボンが煌きらめいています。

　カシャ、と音を立てて、姉様がカップを小皿に置かれました。

「……あんな顔を私以外に見せるなんて、ダメダメな下げ僕ぼくだわ。後で、お仕置きね」

「あは、あはは。姉様、兄様はどうやってカレンさんの攻撃を凌しのがれているんですか？」

「？　ああ、まだ教わってないのね」

「どういう意味ですか??」

　姉様が左ひだり腕うでを伸ばし、細く美しい指で兄様を指差されました。

　隠かくし切れない愛いとおしさが滲にじみ出ています。

　……ほんの少しだけ、胸がチクリ、と痛みました。

「あいつの杖の動きをよく見てなさい」

「は、はい」

　カレンさんの攻撃は速過ぎます。なのに、兄様は一撃たりとも──気がつきました。凄まじい速さの突き。前には常に杖。

「攻撃より……先に動いている!?」

「カレンが雷魔法を纏うと目で追うの億おつ劫くうなのよ。だから、魔力で先読みしてるの。魔法を使ってないのはあいつの甘さね」

「!?」

　姉様はさらっと言われましたが、恐おそろしく緻ち密みつな技術です。兄様はどれだけ……。

「難しく考えない。弱点もないわけじゃないし」

「弱点……ですか？」

「見なさい」

　細い指が動いてティナ達とステラ様へ。

　序じよ盤ばんと同じく魔法でエリーを足止め。ティナへ接近戦をしかけられようとされています。

　──しかし

「いける、いけますっ！　エリー!!」

「は、はいっ！　てやー！！！」

「……くっ！」

　エリーとティナの分断が回復しています。

　ステラ様はティナへ辿たどり着けず前衛に入ったエリーと相対。接近戦の力量はほぼ互ご角かくのようですが、序盤に比べ、圧あつ倒とう的に増加した首席様の援えん護ご魔法が猛もう威いを振るっています。

　こうなってしまうと表面化するのは火力差。

　上級、極きよく致ち魔法は使っていませんが、ティナには兄様仕込みの初級、中級魔法があり、魔力にモノを言わせた弾だん幕まくは字義通り氷ひよう嵐らん。物量重視で初級魔法のみのようですが、関係ありません。

　けど、さっきまで力を発揮出来なかったのに……そうか！

　兄様とカレンさんを見た後、お茶菓が子しを摘つままれている姉様を見ます。

「分かったみたいね」

「先程までは兄様が支援をなさってたんですね？　ティナとエリーの魔法を妨ぼう害がいされて。けど、カレンさん相手に先読みをしたら、妨害も鈍にぶらざるをえない」

「先読みは神経遣つかうのよ。それに、ステラの戦いだもの。過度の妨害はしないって決めてるんでしょ。──カレンとエリーは始まって以降、全力で欺ぎ瞞まん魔法を継けい続ぞく。エリーは色々仕込んでるわ。静せい謐ひつさは大したものね。小っちゃいのはとにかく魔法を発動させて注意を引いてる。……悪わる知ぢ恵えが働くわね。ま、策が閉じる前に、終わったらお笑い種ぐさだけど」

「どういう意味ですか？」

「よく見て。自分で考えてみなさい」

　訓練場では、ステラ様が劣れつ勢せいに陥おちいっていました。

　接近戦を挑いどみたくてもエリーによって阻はばまれ、ティナの猛もう烈れつな援護により、押し戻されます。必死に反はん撃げきされていますが、確実に距きよ離りは固定化。魔力差があれば、真正面からの撃うち合いは不利にならざるをえません。

　この状じよう況きようになってしまえば

「勝ち目はない」

「……え？」

「リィネ、貴女あなた、そう思ったでしょう？」

　姉様が笑えみを浮うかべられました。その通りなので頷うなずきます。

「あいつの術中にはまってるわ。貴女が思ったのなら、二人もそう考えているわね」

「っ……で、ですが」

「盤ばん面めんが動いたわよ」

　兄様に吹ふき飛ばされカレンさんが後退。

　雷かみなりの槍は元の短たん剣けんへ戻り、身体に纏ってもいません。

　ステラ様を襲おそっていた魔法の嵐も消失しました。膠こう着ちやく状じよう態たい──いえ。

　肩かたで息を吐つかれボロボロになられながらも、生徒会長は戦意を喪うしなっていません。むしろ。

　後方に立たれた兄様は普ふ段だん通りの御ご様よう子すですが──慈いつくしみに満ちた視線を、訓練場にいる全員へ向けられています。

　……ズルいです。私だって！

「さ、どうなるのかしらね？　この勝負、最後まで分からないわよ」




　　　　＊




　カレンが時間切れで後退し、僕は妨害を再開。

　辛かろうじて凌しのぎきったステラへ応急の治ち癒ゆ魔法をかけつつ、確かく認にんする。

「準備は出来ましたか？」

「何時いつでも！」

　返答の合間も、目線は前方に真まっ直すぐ注がれている。

　ティナ達もまだまだ戦意十分のようだ。次の一手で、どう盤面が変わるか。

　雷らい神じん化かは連続使用出来ない。ステラの切り札を止めるには『氷ひ雪せつ狼ろう』が必要。

　──勝ちだ。普ふ通つうの相手ならば。

　頼たのもしい僕の教え子達と妹は普通じゃないけれど。

　生徒会長さんの制帽に手を置く。氷ひよう弾だんが飛んで来るも炎ほのおで防ぼう御ぎよ。

「？　ア、アレン様??」

「深呼吸です。肩の力を抜ぬきましょう」

「は、はい！」

　妨害を越こえ着弾する氷弾の雨。遂ついには氷柱を放ってくる。指を唇くちびるに置き、教え子を注意。

「ティナ、君のお姉さんは大事な深呼吸中です。お静かに」

「……先生、幾いくら御姉様が綺き麗れいだとしても、浮うわ気きは重罪ですよっ！」

「人聞きが悪い。お待たせしました。ステラ」

「はい！　いきます!!」

　ステラが前へ進み、細剣と短たん杖じようを交差して構えた。

　──さぁ、驚おどろいてもらおう。

　開幕以来、発動していた数重の欺瞞魔ま法ほうを停止。

　白の混じった蒼あおい魔力が噴ふん出しゆつ。巨きよ大だいな魔法式が三つ、ステラの前方へ浮かび上がった。

　二本の巨大な氷柱つらら、無数の輝かがやく氷ひよう槍そう、猛烈極きわまる吹雪ふぶき。少女が魔法名を呟く。




「──『双そう大だい氷柱つらら』『閃せん迅じん氷ひよう槍そう』『氷ひよう帝てい吹雪ふぶき』」




「「上級魔法!?」」「……やはり……」

　突とつ然ぜんの事態にティナ達が絶句し、カレンは納なつ得とく。僕は三人へ指し摘てきする。

「驚いている暇ひまはないと思いますよ。上級魔法三発同時発動。どう防ぎますか？」

「ティナ、エリー、カレン。私の全力！　受けれるものなら受けてみなさいっ！」

　訓練場内に冷気が荒あれ狂くるう。……介かい入にゆうの準備をしておかないと。

　僕の予想と裏腹に──妹は再度の雷神化。雷らい槍そうを形成し、立ち塞ふさがった。

　早い！

　ステラが魔法を解き放ち、カレンは閃せん光こうに。

「「負けないっ!!!!」」

　意地と意地のぶつかり合い。

　訓練場中央で激げき突とつし、氷と雷が混ざりあい、衝しよう撃げき波はを発生させる。

　後退しつつ、じーん、としてしまう。妹も日々成長しているんだ。

　余よ裕ゆうはないらしく、開始以降、張はり巡めぐらされていた紫し電でんが消えた。

　……ん？　この魔力。

「えーい！！！！！」

「!?」

　空中に浮かんだエリーが足に風を纏まとわせ、僕へ向けて急降下。浮ふ遊ゆう魔法!?

　杖つえで防御し──八方より風ふう鎖さが殺さつ到とう、動きを半はん瞬しゆん封ふうじられた。微び風ふうが消え、地面から黒くろ獅じ子し四頭が飛び出し、前後左右より襲い来る。

　刹せつ那な、鎖くさりを分解、黒獅子に『炎えん神じん弾だん』を叩たたきこみ、エリーを押し返す。

　ここまで、秘ひ匿とくしておくなんてっ！

　そうか……序盤、エリーがほぼ格かく闘とうだけで戦っていたのは、二人がかりで欺ぎ瞞まん魔法を重ねて、更さらに静謐性に集中を！　ティナが初級魔法のみ発動し続けていたのも、三人がかりで半瞬を生み出す為ために──回転し、着地したメイドさんが歓かん声せいをあげる。

「や、やりましたぁ！　つ、次です!!」

　僕の足あし下もとに強大な魔法式が出現。虚きよを衝つかれる。

　風属性上級魔法『嵐らん帝てい竜たつ巻まき』！

　杖を大きく振ふり、各種防ぼう御ぎよ魔法を多重高速発動。分解出来ない以上威い力りよくを逸そらしつつ回かい避ひするしかない。更に後方へ跳とぶ。

　エリーは僕の決定的な隙すきに、猛もう然ぜんと距離を詰つめ超ちよう接近戦の構え。

「いきます！！！」

　鋭するどい打だ撃げきと蹴けり。一打、一蹴り毎ごとに属性を変へん更こうし、僕の対応に時間をかけさせる。

　──露ろ骨こつなまでに明確な時間稼かせぎ。つまり。

　後方のティナは杖を高く掲かかげている。周囲には無数の氷ひよう華か。全てはこの子の作戦！

「ティナ御お嬢じよう様さまの邪じや魔まはさせません！」

　訓練場全体に仕込まれていた、エリーの魔法が一気に発動。

　風の魔法矢が僕を囲むように降り注ぐ。妨害速度を軽く超えている。

　どうしよう。こんな時は何て言ったらいいんだろう。

　なんて、なんて、子達！！！！

　決定打になり得る極致魔法を使えるのはティナだけ。

　でも、今はまだ僕が定めた展開速度で構築するのは困難。なら全ての行動を集約。一人では達成出来なくても、二人、そして三人でやれば達成可能になる。

　僕がどのようなハンデを示すかも、ティナは想定し作戦を練ったのだろう。姉との対戦に気が進まなくとも、僕へは遠えん慮りよせず全力で挑む。

　少女との約束を思い出す。『我が慢まんと遠慮はしなくていい』。リンスターの内庭。




『私は必ず貴方あなたの隣となりに立ってみせます！』




　──そうだった。そうだったね。僕の教え子はこういう子だった。約束は違たがえない。

　メイドさんの打撃を受け、躱かわし、魔法を消失させ、相そう殺さいし──ティナが鋭く指示。

「エリー！　カレンさんっ！」

　二人が急速後退。カレンも三つの上級魔法を見事に凌ぎ切ったようだ。ステラが上級魔法を同時発動してくるのも予期していたのだろう。

　一いち陣じんの雪風が吹く。




　──大気を震ふるわす大だい咆ほう哮こうと共に、氷属性極致魔法『氷ひ雪せつ狼ろう』が顕けん現げんした。




　ティナは杖を僕達へ突きつける。

「先生、御姉様、私達の勝ちです！！！」

　絶対の自信。『極致魔法と上級魔法は発動したら打ち消さない』という条件下では、正しい認識。ティナ・ハワード公女殿でん下かは才女なのだ。

「勝負所だったのにっ……でも、でもっ！」

　ステラは細剣と短杖を構える。絶対的劣勢下にあってもなお、戦うつもりだ。

　僕も覚かく悟ごを見せないといけないな。わざと苦く笑しようしつつ近付き、尋たずねる。

「状況は見ての通り、絶望的です。まだ、やりますか？」

「はい！　私はまだ、まだ戦えます！！！」

　ますますもって。ワルター様、この子はハワードの勇武の性格も受け継つがれていますよ。

「ステラ──勝ちたいですか？」

　一瞬、きょとんとし、次の瞬間、答えた。

「勝ちたいです！！！」

「いい答えです。──手を」

「！　え？　ア、アレン様」

「勝負の間だけ、許してください」

「は、はいっ！」

　左手を取り、ゆっくりと魔力を繫つなぐ。浅くても伝わる。

　高こう揚ようと焦しよう燥そう。勝ちたいっ！　という強い強い気持ち。

　──ステラを勝たせてあげたい。

「ティナ！」

「はい！　いきますっ!!」

　カレンの声に公女殿下が反応。杖を振り下ろした。

『氷ひ雪せつ狼ろう』が大咆哮し、僕達へ向けて突とつ進しん。進む度たびに訓練場全体を白く染め上げていく。

　威い力りよく制せい御ぎよの課題は落第かな。自然と笑えみが零こぼれてしまう。

「アレン様！」

「見せてやりましょう。ステラの可能性を」

　二人で短杖を握にぎりしめ、前方へ突き出す。白と蒼の魔力。

　ティナのそれと似て非なる、輝く氷ひよう華かが生まれていく。

　上手うまくいってくれよっ！　短たん杖じようを振り、魔法を発動。




　──迫せまりくる狼と『何か』は大激突。




　猛もう吹雪ふぶきが巻き起こった。訓練場の半ばが氷原へと変へん貌ぼう。

　ステラを庇かばいつつ魔法を準備。繫いでいるので、ある程度の意い思し疎そ通つうは容易。

　──次はこうします。残魔力は最後の攻こう撃げき分です。

　腕うでの中で少女は大きく頷うなずいた。エリーが突とつ風ぷうを発生させ、視界を確保。

「なっ!?」「あ、あれは？」「…………」

「え？　ええ??　えええ？？？」「はぁぁぁぁぁぁ!?」

　ティナ達が目を見開き、リィネと後こう輩はいの驚きよう愕がくが響ひびき渡わたる。

　……腐くされ縁えんは見ない。絶対に見ないぞ。




　氷属性極きよく致ち魔法『氷ひ雪せつ狼ろう』は原形を遺のこしながらも相殺されていた。




　上空には氷の翼つばさを羽ばたかせ、飛ひ翔しようする一羽の『鷹たか』。僕とステラはもう一度短杖を振る。

「そ、そんな」「あぅぅぅ」「兄さん、ステラ……」

「か、可能、なのですか？」「いやいやいや」

　──二羽目の『鷹』が舞まい降おりた。動どう揺よう中の三人へ微笑ほほえむ。

「決着をつけましょう。僕が創つくった新しい氷と光の極致魔法、二羽一対ついの『氷ひよう光こう鷹よう』です」

『!?』

「そして、もう一つ」

　双ふた子ごの『鷹』が急降下。ステラへと吸い込まれる。

　細さい剣けんが蒼あおく蒼く染まった。短たん杖じようの先には

「……蒼い楯たて？！　先生っ」「え、ええ!?」「兄さんはいつも一歩先へ……」

「あ、あれは……」「こ、これは……」

　ステラを守護せし無数の蒼く輝かがやく八華の氷ひよう晶しようが浮うかんでいた。




　──二度、大魔法の魔法式を見た。




　一つは『氷ひよう鶴かく』。もう一つは『光こう盾じゆん』。

　暗号化していて、魔法式は解読不能で一部再現も出来ず。

　でも、根本というか根幹の一いつ端たんには触ふれられた──気がした。

　おそらく僕等が思っている以上に、魔法とは自由なものなのだ。

　なら、二属性を指向させた極致魔法や秘伝があっても良いだろう。

「前に僕が使ったような偽にせ物ものじゃない本物の『蒼そう剣けん』と、考案した秘伝『蒼そう楯じゆん』になります。僕が手を貸せるのはここまで。後は」

「私が決着をつけます！」

　ステラが細剣と短杖を構え、前へと踏ふみ出す。『蒼そう剣けん』を真横に構え

「ティナ、エリー、カレン、いくわよ！！！」

　一いつ閃せん。白蒼が空間を走る。

『っっっ！！！』

　ティナは数百の氷鏡と氷ひよう壁へきを生み出し、エリーが無数の炎えん弾だんを叩きつけ、カレンは巨きよ大だいな雷らい球きゆうを投げつけた。衝しよう突とつの大だい衝しよう撃げきが訓練場を包み込む。

　──氷ひよう霧むが立ち込め、視界は一時的に喪うしなわれる。

　それを切り裂さき、無数の『雷らい神じん槍そう』と『風ふう神じん槍そう』がステラへ殺到。

『蒼そう楯じゆん』は身を翻ひるがえし迎げい撃げき。乱反射し打ち返す。

「！　自動防ぼう御ぎよ!?」「そ、そんな!?」

　カレンとエリーが叫さけびつつも、自分の放った魔法を懸けん命めいに迎撃。

　ティナが構築した氷壁は大半が両断、氷鏡は見えない。攻撃力も防御力も文句なし。

　次の一撃が最後だ。対して

「……負けません！　絶対に負けません！　私達が勝ちます!!」

　カレンの眼めが濃こい紫むらさきに染まり、三度目の雷らい神じん化か。

「か、勝ちますっ！」

　エリーも全力で『嵐らん帝てい竜たつ巻まき』を紡つむぎ始めた。妨ぼう害がいは無ぶ粋すいだ。

　そして──ティナは髪かみのリボンを取った。勢いよく杖つえへ巻き付ける。不敵な笑えみ。




「……先生、御姉様……『切り札は持っておくもの』でしょう？」




　杖を掲げ祈いのる。「お願い、少しでいいの。私に力を……御姉様の勇気に応こたえて、先生の隣に立てるだけの力を貸してっ！」。……！　こ、この感覚は!?

　僕の意思に依よらず、ティナの側から魔力が繫がった。伝わるのは困こん惑わく。

　問いかけてくる。『ヨイノカ』と？

　答えは──魔力が渦うずを巻く。先さき程ほどよりも強大な『氷ひ雪せつ狼ろう』が再顕現。

　見知った既き存そんの魔法式だ。ほんの少しだけ手を貸してくれたらしい。

　ティナは杖を両手で握りしめながら、叫んだ。

「エリー!!」

「はいっ!!」

　エリーも両手でティナの杖を摑つかみ、狼へ『嵐らん帝てい竜たつ巻まき』が放った。魔力が集束していく。




　──氷ひよう嵐らんを纏まといし『氷ひ雪せつ狼ろう』。




　二人がかりの複合魔法!?　ノートには書いておいたけど、まさか……。

　この子達は本当に。泣きそうになる程の歓かん喜きが僕の身体を貫つらぬく。

　カレンが長槍を生み出し、前へ出た。必死に制せい御ぎよ中の公女殿下へ呼びかける。

「ティナ」

「幾いくらカレンさんでも……出来たら、公こう爵しやく家けの秘伝と同じなんですよ？　理論的に可能でも危険過ぎます。この魔法で決着を！」

「ステラは、私の親友で、貴女達のお姉さんは全力を尽つくしてる。私は……応えたい。応えなきゃいけない。お願いよ」

「で、ですが……」

　ティナの視線が僕を捉とらえ、ステラも少しだけ振ふり返った。姉し妹まいの懇こん願がん。

　──教え子達だけに努力させるのは、先生失格だね。

　杖の紅あかリボンに手を振れ、集中。

　浅いティナとの繫がりを強め、伝達。即そく座ざに了りよう承しよう。

「ん……」と場にそぐわない小声を出し、目を瞑つぶったティナはカレンへ宣告した。

「分かりました……いきますよっ、カレンさん！　エリー!!」

「ありがとう」「は、はいっ！」

　杖が振り下ろされ『氷ひ雪せつ狼ろう』がカレンへ突進、直撃──妹と深く魔力を繫ぎ、荒あれ狂くるう狼を抑おさえにかかる。

『に、兄さん!?』

『説明は後っ！』

　ティナ側から事前制御していても難しい。無む謀ぼうだったか!?

　──ふと、気付いた。いや、気付かされた、というべきか。学校長の言葉を思い出す。




『あれは邪じや悪あくなものでは決してない』




　抑えつけるのを止め、魔法をただ合わさせてほしい、と素す直なおに頼たのむ。

　鳴き声が聞こえた。ハワードの屋や敷しきで聞いた慟どう哭こくではない。気付きへの感謝の歌。




　──氷嵐は『槍』へ集束、紫・緑・蒼が合わさる。三属性複合！




　訓練場全体が結界ごと崩ほう壊かいしそうな程、大きく揺ゆれている。

　三人同時に繫つなげるのは限界だ。ティナ、カレンとは遮しや断だん。

　お膳ぜん立だては出来たろう。後は──。

　少女が短杖を前へ突つき出す。『蒼そう楯じゆん』が変形、八角の錐きりとなる。

　妹は『槍』を両手で持ち、一歩踏み出し、身体を前ぜん傾けいさせた。

「カレン！！！！」「ステラ！！！！」

　二人は最後の突とつ撃げきを開始。もうお互たがい魔力はない。正しよう真しん正しよう銘めい、最終局。

　──訓練場中央で二人が、今日二度目の大だい激げき突とつ。

　雪風が轟ごう音おんと共に吹ふき抜ぬけ、鋭するどく激しい雷らい鳴めいが轟とどろく。

　強固な結界は限界を超こえ、庭の樹木や建物の一部が凍とう結けつし紫電に貫かれる。




「ああああああああああああああああ！！！！！！！！！！」




　ステラが叫び、砕くだかれつつある『蒼そう楯じゆん』に続き、温存していた『蒼そう剣けん』を突き出した。

　魔力が悲鳴をあげ中央部分の地面が陥かん没ぼつしていく。少女の想おもい。




『前へ！　前へ!!　悔くいを残さないよう、ただ、前へっ！！！』




　今日、最大の衝しよう撃げき波は──視界は白に染め上げられた。一人が弾はじき飛ばされる気配。

　僕は杖で振り吹雪ふぶきを吹き飛ばし、同時に凍結していた部分を炎ほのおがなめ、全てを融とかす。リディヤがカップを微かすかに上げている。

　中央に立っていたのは長い薄うす蒼あお髪がみの少女。カレンは後退。

　見事に押し返したのだ──少女の身体はよろめき

「御姉様！」「ステラ御お嬢じよう様さま！」「ステラ！」

　三人が悲鳴をあげ、杖と戻もどった短たん剣けんを放り出して駆かけだす。

　力を使い果たした勇ゆう猛もう果か敢かんな公女殿でん下かは剣と杖を地面へ落とし

「──お疲つかれ様でした」

　僕に後ろから受け止められた。仰あおぎ見つつ、ステラが呟つぶやく。

「……アレン様、私……頑がん張ばれましたか？」

「ええ。見せてもらいました」

「……えへへ。ありがとう、ございます」

　駆けつけて来たティナ達が飛びついてくる。

「お、御姉様、だ、大だい丈じよう夫ぶですかっ!?」

「ス、ステラ御嬢様は、無む茶ちやし過ぎですぅぅ」

「……ステラ」

　一人、飛びつかなかったカレンは胸に拳こぶしを押し当て耐たえている。

　力を出し切った少女は、妹達の頭を撫なで「ごめんね。ありがと」。僕を見た。頷うなずく。手を離はなすと自分の足でしっかり立ち、カレンへ近づき抱だきしめた。

「ス、ステ、ラ？」

「……ごめん、ごめんなさい、カレン。我わが儘まま言って、無茶して困らせて。やっぱり貴女あなたは凄すごいわ。今の私じゃ敵かなわない。けど──私は、貴女に追いついてみせる！　貴女を一人にしてなんかあげないっ!!　…………許して、くれる？」

「…………バカ、バカバカ……バカ。次、こういう事を、する時は、事前に、ちゃん、と、私に、ひって……ひって……えぐっ、えぐっ、ス、ス、ステラぁぁぁ」

　僕の優やさしい妹が親友の胸に泣きながら、顔を埋うずめた。
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　心配そうに見守っていたティナとエリーも大おお粒つぶの涙なみだを溜ため、二人に抱き着き、わんわん、泣き始める。不器用に駆ける音。

「ス、ステラ、カ、カレン！」

　ぼろ泣きしているフェリシアが飛び込んできた。

「きゃっ！」「フ、フェリシア」「よ、良かった、ほんとに心配したよぉぉ……」

　訓練場に五人の泣き声が響ひびく。

　──少しして、ステラが口を開いた。

「カレン、フェリシア」

「「？」」

「……私、二人にお願いがあるの……聞いてくれる？」

「「勿もち論ろん！」」

「……私ね、色んな場所に、今まで行ったことがない場所へ行ってみたいの。服屋さんとか、カフェとか、ケーキ屋さんとか、定食屋さんとか……二人と一いつ緒しよに。フェリシアが学校を辞やめた後でも、一緒に。ダメ……かな？」

「そんなの」「いいに決まってるでしょ？　行こうよっ！　三人でっ!!」

「……ありがと。カレン、フェリシア、大好き」

「ス、ステラ」「私達も大好きだよぉ」

　再び泣き始める。ティナとエリーも「御姉様、私とは行ってくれないんですか？」「わ、私も行きたいですぅ。ス、ステラお姉ちゃん……あぅぅ」と甘えている。

　一件落着、かな。

　ステラとの魔ま力りよくを遮断。三人同時は初。倒たおれずに済んだといえ、疲れた。僕も休みたい。




　──巨きよ大だいな『火か焰えん鳥ちよう』と小こ振ぶりな『火か焰えん鳥ちよう』が舞まう。




「何処どこへ行こうとしてるの？　お楽しみはこれからでしょう？」

「……兄様、順番的に、次はリィネの番な筈はずです。なのにぃ！」

　リンスター姉し妹まいが臨戦態勢で訓練場に降り立っていた。リディヤは僕の木ぼつ剣けんと短たん杖じよう持ち。

　アンナさんとシェリーさんに助けを求めるも、二人して親指を立てた。人選を誤った。

　ならば──ギル！　窮きゆう地ちにある僕を救って『まーた、夫ふう婦ふ喧げん嘩かっすか。しかも、可愛かわいい妹さんつき。けっ。犬も食わねーっす』そこっ！　悪態つきながらニヤニヤ笑うなっ!!

　リディヤが木剣と短杖を構えていく。

「殺やる前に聞いておくわ」

「言葉がおかしいっ！　な、何かな？」

　剣けん身しんが炎に包まれた。簡易とは言え『紅く剣けん』!?　展開済みの魔法数も尋じん常じようじゃない。

　……に、逃にげよう。背を向け

「兄様、まさかお逃げにはならないですよね……？　リィネを除のけ者にして……？」

「っぐっ！」

　回り込んだ赤髪公女殿下が薄うっすら笑う。……リンスターの血か。

　腐くされ縁えんは綺き麗れいな笑えみ。い、いけない。

「魔力……三人と同時に繫いだわよね？　……どーしてっ、そうやってっ、無理をするのよっ！！！　倒れたら、どうするのっ！！！！」

「……ごめん……。でもさ」

　頰ほおを搔かきつつ謝り、言葉を濁にごす。本気で心配させてしまったようだ。

　ステラを見る、と決めた際、リディヤが駄だ々だをこねるのは分かりきっていた。魔力を繫ぐ可能性があることも。なので、約束をしたのだ。

「……何よ？」

「……繫ぐ状じよう況きようになったら、今週、平日夜は泊とまりにきていいって、むぐっ」

　リディヤに口を塞ふさがれた。酷ひどく慌あわてた様子で、僕を罵ののしる。

「バ、バカ！　口が軽いっ!!　二人だけの秘密でしょっ！！！」

「…………兄様、姉様……御話があります……ティナ、エリー！！！！」

　リィネの瞳ひとみに光が消えた。ティナは未いまだステラに甘えている。よし。

　エリー、どうしたんだい？　子こ栗鼠りすみたいだよ？

「……アレン先生、私とだけ繫いでくださいませんでした……」

「兄様、不公平は是ぜ正せいなさるべきです」

「バ、バカぁぁぁぁ！！！」

　──この後、暗黒面に堕おちたリィネとエリー、照てれ隠かくしで僕に斬きりかかり、魔法を放ってくるリディヤという、過か酷こくな三人組と独り戦い、更さらには参戦してきたハワード姉妹まで相手にした僕を、誰だれか褒ほめてほしい。

　え？　自じ業ごう自じ得とく??　カレン、フェリシア、僕も頑張ったんだよ!?







　その晩遅おそく、ハワード家屋や敷しきの一室でソファに座り、僕は待っていた。

　さっきまで寝ね間ま着き姿のティナ達と、一緒に泊まっているカレン達が、ここぞとばかりに甘えてきていた。今はそれぞれ年少、年長組に別れ、同じベッドですやすや。

　全員、移動で御お姫ひめ様さま抱っこを要求してきたのには驚おどろいた。ハワード家のメイドさん達が目を輝かがやかせ映像宝ほう珠じゆを……忘れよう、うん。

「……もぅもぅ……心配させないで……水都に……」

　腐れ縁も隣となりで寝言を言っている。後こう輩はいにも心配させてしまった。

　帰り際、ギルは『先輩すげーもん見せてもらったっす！　ただ──新しん極きよく致ち魔法と新秘伝は貴族連中の嫉しつ妬と対象に間ま違ちがいなくなります。当分は内密に』。いい奴やつだ、本当に。

　膝ひざ上うえの小さな頭を優しく撫でていると、壁かべ際ぎわに立っていたシェリーさんが僕を呼ぶ。

「アレン様、繫がりました」

「ありがとうございます」

　会え釈しやくをしクッションと膝を入れ替かえ。愚ぐ図ずるも……成功。電話の受話器を受け取る。

「アレンです。夜分遅くに申し訳ありません。諸事情がありまして、こんな時間に──はい、手紙で御ご報ほう告こくした件です。手短にお伝えします」

　心から満足し眠ねむっていた少女を思い出す。才能がない？　御ご冗じよう談だんを。




「ステラ様は立派にハワード公こう爵しやく家けを継つがれるでしょう。御ご懸け念ねんは無用です、ワルター・ハワード公爵殿でん下か。一点だけ──極致魔法と秘伝は別でも構わないでしょうか？」








エピローグ









　早朝のハワード家室内訓練場は激戦場だった。

　強大極きわまる魔力が周囲を威い圧あつ。下手な軍事拠きよ点てんよりも頑がん丈じような結界は、悲鳴をあげている。

　中央部で寝間着姿の両者が激げき突とつ。木剣と短剣の間に炎えん羽ぱと紫し電でんが飛ぶ。

「そこそこやるようになったじゃない。褒めてあげるわ、カレン。ま、将来、私の義妹いもうとになるんだしね」

「本当に物覚えが悪い、公女殿下ですね。誰がどなたの義妹ですか？　私に義姉あねはいませんし、永遠にそういう方は現れません！　……リディヤさん、今朝の出来事について申し開きを聞いておきます」

「あいつが私と一緒に寝ねたい、って離さなかったのよ」

「……兄さん？」

　肩かたを竦すくめ、否定。僕は別の部屋に寝かせたよ。あと、永遠は困るかも？

　カレンの紫電が猛たける。

「噓うそついて！」

「噓じゃないわよ。秘ひめた願望を寛かん大だいな私が叶かなえてあげたの」

「戯たわ言ごとっ!!」

　切り返し、カレンが距きよ離りを取った。短剣を空中に投げ雷らい槍そうを具現化。

　リディヤは右手の木剣を肩へ置き、左手で短杖もくるくる回し余よ裕ゆう。

　僕のなんだけどな。

「ほら、かかってきなさい。やんちゃな義妹と遊んであげるわ」

「減らず口を閉じてあげます！」

　両者再激突。屋や敷しきに影えい響きようを与あたえそうなので、結界を補強。

　言いあっているものの、二人の口元は緩ゆるんでいる。あくまでもお遊びなのだ。証しよう拠こに魔力をきちんと制せい御ぎよしている。

　ほどほどにしといてほしいなぁ。ハワード家のメイド長さんがやって来た。

「──アレン様」

「おはようございます、シェリーさん。すいません、お借りしてしまって」

「問題はございません。ステラ様がお呼びでございます。ここは、私が見ておきますので。ティナ御お嬢じよう様さま達はお休みです。お早く」

　部屋の場所が書かれたメモを渡わたされた。含ふくみがある言い方だ。

　ちらり。二人は依い然ぜんとしてお遊び中。

「では。飽あきたら終わると思いますので」

「かしこまりました。足止めは御任せを」

　アンナさんが目標にしているらしい伝説のメイドさんは恭うやうやしく、頭を下げてくれた。

　さて──公女殿下のお願いは何だろう？







　ノックをすると「どうぞ」。明るい声だ。

「失礼します。おはよう──」

「おはようございます。アレン様」

　椅い子すに座っていたのは紛まぎれもなく美少女。まるで、聖女みたいだ。

　朝日に長く美しい薄蒼の白はつ金きん髪ぱつが光り輝き、ガウンを着た寝間着姿と合わさって物もの凄すごい攻こう撃げき力。防ぼう御ぎよも回かい避ひも不可能。リディヤのシャツ姿に勝まさるとも劣おとらない。

　沈ちん黙もくしていると小首を傾かしげ近付いてきた。背せ伸のびをして、僕の頭に触ふれる。

「ス、ステラ、様？」

「ふふ、可愛かわいい寝ね癖ぐせがついていました。あと、ステラ、です。……アレン様」

「？」

　言い淀よどむ。迷っているようだ。微かすかに混ざる不安と甘え。

「私、勝てませんでした。だけど……とっても頑がん張ばったので、お願い、してもいいですか？」

「ええ、そのつもりですよ。みんなとは話せましたか？」

「はい。昨日、ベッドの上でいっぱい、いっぱい。カレンとフェリシアには怒おこられてしまいました。ティナとエリーがずっと離はなれなくて。ふふ。子供ですね」

　眩まばゆく柔やわらかい笑顔。もう大だい丈じよう夫ぶだな。ステラが椅子に座り、僕を仰あおぎ見る。

「アレン様」

「何でしょう？」

「えっと……アレン様は、昔、カレンが小さい頃ころに髪を結ゆってあげてたんですよね？」

「よくご存じですね」

「……いいな、羨うらやましいな、って思ってました。私の髪も結っていただけませんか？」

「僕は、慣れていませんし」

「噓です。ティナとエリーも整えてもらったことがある、と昨日」

「……簡単なものしか出来ませんよ？」

「構いません。貴方あなたに──アレン様にしてほしいんです。……えっと、お願い、です」

「承知しました。ステラ・ハワード公女殿下」

　後ろに立ち、机の上にあったブラシを手に取る。

　優しく整えていく。ティナと似ている髪かみ質しつ。綺麗だ。

　公女殿下はくすぐったそうに身をよじりながら、とても幸せそう。

「ステラ」

「はーい♪」

「昨晩、ワルター様と話をしました」

「！　御父様と!?」

「御伝言をお預かりしました」

「待って！　待ってください……」

　大きく深呼吸を繰くり返す。不安が収まらなかったのか、振ふり返り訴うつたえてきた。

　こういう顔も非常に危険……頭をぽんぽん。エリーに通じる、天使の笑顔。

「えへ……どうぞ」

「二つあります。一つ『ハワード家次期公爵はステラ・ハワード。その考えは不変。極致魔法と秘伝が使えるならば、尚なお更さらだ』」

「！　アレン様。で、ですが、あれは……」

「三人の全力攻撃を防いだのは貴女です。必ず使いこなせるようになりますよ」

「……はい。必ず」

「迷ったら」

「アレン様に御相談させていただきます。カレンとフェリシア、ティナとエリー、リィネにもですけど。……リディヤ様は、その、あの……」

「そうしてください。力になります。二つ目です」

　髪を整え終えたので髪を編み込み始める。うまくいくかな？

　リディヤ以外だと髪を結うのは久しぶりだ。ティナ達は整えただけだし。

「『夏季休きゆう暇かになったら、万ばん難なんを排はいし帰省するように』」

「……誓ちかって」

「そして、御父上として。『すまなかった。待っている』」

「……っ」

　頰ほおを一筋の涙なみだが流れていく。ようやく、父と娘むすめは雪解けを迎むかえたのだろう。

　髪を結い終えた。えっと、リボンは──ステラが差し出してきた。

「……お願い、します」

「はい」

　後ろ髪を空色のリボンで結ぶ。完成！

　我ながら上手うまく出来たのでは？　公女殿下は顔を伏ふせ無言。おや？

　おろおろしていると、ステラが振り返った。瞳ひとみには大おお粒つぶの涙。

「ス、ステラ？」

「──アレン様、ありがとうございました。貴方様はやっぱり、私にとって本物の」

　扉とびらが開き薄蒼髪で小こ柄がらな少女が入ってきた。まだ半分寝ていて、寝間着も乱れている。




「先生ぃ、御姉様ぁ、おはようございますぅ」




　ティナは寝ぼけたままやってくると、姉の膝に抱だき着き、頭をこすりつける。

「……御姉様、何処どこかへ行かれたのかと思っちゃいましたぁ……」

「……うん。ごめんね。いなくなったりしないわ」

　ステラは優やさしく妹の髪を撫なでている。姉妹も元通り、かな？

　さーて、頑張ったティナの寝癖を直して

「──駄だ目めです！　まずは私！　そうですよね？　兄様」

　入り口に寝癖赤髪少女が、胸を張って立っていた。

　次いで眠ねむそうなフェリシア。疲つかれが残っているみたいだ。ティナがステラに抱き着いているのを確かく認にんし、おたおた。ソファに座り、クッションを抱かかえうたた寝を始めた。

　ティナは一いつ瞬しゆんポカンとし──覚かく醒せい。

「リ、リィネ！　そ、そんな、さっきまで涎よだれを垂らして寝てたのにっ」

「垂らしていません」

「垂らしてましたっ！　しかも、お臍へそを出して寝てましたっ!!」

「貴女なんて、つ～か～れ～た～、って下着だけに」

「わーわー!!　先生がいるのに、な、何を言ってるんですかっ!?」

　部屋の中が一気に騒さわがしくなる。

　遅おくれてエリーも入ってきた。女の子で唯ゆい一いつきちんとしたメイド服、偉えらい。なお、昨晩は一番、僕とステラに甘えていたのは秘密だ。

　僕達を見つけ、ぱたぱた、と寄って来て飛び込んできた。

「アレン先生♪」

「おっと。どうしましたか？」

「えへへ♪　とっても嬉うれしくて。ステラお姉ちゃんにも♪」

「きゃっ。エ、エリー？」

　天使が戸と惑まどう美少女に抱き着く構図。絵になるなぁ。

　──廊ろう下かから口くち喧げん嘩かが聞こえてくる。

『しょうがないでしょ？　あいつなのよ？　誰だれよりも優しいんだもの』

『歯止めはかけないといけません』

『同意するわ。より一層、気を付けましょう。……例の件、説明は？』

『御心配なく。伝えてあります。たとえ伝えなくても、父さんと母さんは兄さんを誤解なんかしません。……夏休みは東都へ？　来なくていいですけど』

『行くに決まってるでしょ！　譲ゆずった平日夜泊とまっていい権利、剝はく奪だつするわよ？』

『権利があるのは妹である私だけです。赤の他人は、引っ込んでいてください』

『あ、赤の他人!?　私が、あいつの!?　…………へぇ』

　屋敷が壊こわれる前に止めないと。

　右みぎ袖そでが引っ張られた。耳元で囁ささやかれる万ばん感かんの想おもい。




「本当に、本当にありがとうございました。全部、全部──アレンのお陰かげです」




　えっ？

　隣となりでステラが、小さく舌を出した。首筋まで真っ赤だ。

「……歳としが近い男の人の名前を呼び捨てにするの、初めて、なんですよ？」

　可愛──この気配は！　フェリシアが映像宝ほう珠じゆで撮さつ影えいしていた。染まるの早いねっ!?

　ティナとリィネは依然としてじゃれ合い中。止めに入るメイドさん。

　廊下もただならぬ雰ふん囲い気き。まだ朝だよ……。笑え顔がおの公女殿下に話しかける。

「ステラ」

「？」

「ワルター様に依い頼らいを受けました。貴女へも講義を、と。どうしますか？」

「「「!?」」」

　ティナ達の動きが急停止。喜び八割。他の感情が二割。

　次期ハワード公こう爵しやく殿でん下かは、すぐさま、はっきりと返答してきた。

「受けます！　受けさせてくださいっ!!」

　力強い意志。ステラは前へと進んでいける、一歩一歩、歩みを止めない限り。

「さ、皆みなさん、着き替がえを。朝食です。僕は廊下の二人を止めてきます。フェリシア、映像宝珠は没ぼつ収しゆうします。……毒されないでくださいね？」




　　　　＊




「はーい、出来たわよ、ステラ。うん、とっても可愛いわぁ。私の娘だけあるっ！」

「お母様、きいてもいいですか？」

「なーに？」

「どーして、お父様以外の男の人に髪の毛を結ってもらってはいけないのですか？」

「そうね。例えばよ？　ステラは私の髪を御父様以外の男の人が結っていたら、どう思う？」

「……イヤです」

「正解☆」

「？？？」

「うふふ。大丈夫、分かる時が来るわ。好きな人に髪を結ってもらうのは──人にもよるけど、幸せなことなの。ステラにもそういう人が現れるわ。絶対ね」

「私は、ずーっと、ずーーっと、お母様かシェリーにしてもらいますっ！」

「…………そう、ね」

「お母様？」

　──母は泣いていた。自分の寿じゆ命みようが残り少ないのを、悟さとられていたのだろう。

　けど、ローザ御母様。私、夜の深い闇やみを照らしてくれる、月と星の明かりを持っている魔ま法ほう使つかいさんに出会えた、出会えたんです。

　安心して見守っていてくださいね？




　私は、カレンでも、フェリシアでも、ティナやエリー、リィネでも──そして、リディヤ様でもない。

　私は、ステラ・ハワード。貴女の娘なんですから！








あとがき






　四か月ぶりの御ご挨あい拶さつ、お久しぶりです、七なな野のりくです。

　一、二巻と出て、こうして、三巻も出すことが出来ました。ありがとうございます。

　本作はＷＥＢ小説サイト『カクヨム』で連れん載さい中のものに九割程度？　加筆したものです。

　──え？　前文に既き視し感かんがある？　ハハハ、そんなまさか。

　書しよ籍せき化が決まった際、一巻はティナ。二巻はリディヤ、と決めていましたが、三巻は白紙でした。しかし、二巻をああ書いた以上、三巻はステラの話でしょう。

　結果、ＷＥＢ版と比ひ較かくして、生徒会長様はカレンと並び、ヒロイン力を大きく向上させました。次巻以降、存在感を増していくものと思われます。一々可愛かわいらしい。

　そして、秘ひそかに眼鏡少女も決め台詞ぜりふを入手。この子の外伝書きたいんですが……彼女目線のリンスター、ハワード両家メイドさんの日常話とか、どうですかね？

　──ふむふむ。アレン、リディヤの過去話がいい、ですと？　それは、シリーズが続けば、何いずれ書くこともあろうかと！　そこまで、続けられるといいなぁ。

　何はともあれ、表紙のステラに射い抜ぬかれ、三巻から御ご購こう入にゆうされた読者様、大だい丈じよう夫ぶ、間ま違ちがっておりません。ついでに隣となりの一巻、二巻も手に取っていただくと、みんな、幸せになれるかと思います。ほら、四巻以降も出せる可能性が高まる＝新しいイラスト見られますし！

　……え？　またしても、既視感がある？？　気のせい、気のせいです。




　お世話になった方々へ謝辞を。

　担当編集様、大変、大変、御お世せ話わになりました。よもや、季節外れのインフルエンザに引っかかるとは……御ご迷めい惑わくおかけしました。早めの行動を心がけます。無理せずに。

　ｃｕｒａ先生、今回も素す晴ばらしいイラストをありがとうございました。夏服イラスト、語ご彙い力を失う可愛さです。

　ここまで読んで下さった全ての読者様にめいっぱいの感謝を。健康に留意しつつ、頑がん張ばっていけたら、と思っています。他シリーズも動き始めておりますし……。ＷＥＢ読者の皆みな様さまは、御察しでしょう。あれです、あれ。

　また、お会い出来るのを楽しみにしています。次巻は秋口。因いん縁ねんに最終決着を！
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